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　柔やわらかな日差しが差し込んでいた。

　心ここ地ちの良い温ぬくもりを伴ともなう陽光が、春の訪おとずれを告げている。開けられた窓からは穏おだやかな風が室内へ入り、白いレースのカーテンを軽かろやかに舞まわせていた。

　異世界からの帰き還かん者しや達たちを管理するため、設けられた特別自治区。東とう京きよ湾うわんの一部を埋うめ立てて作られた巨きよ大だいな人工島の上空には、春の陽気を含ふくんだ快晴が広がっている。

　しかし、そんな心地の良い天気とは対照的に、凰おう沢さわ家には重い空気が立ち込めていた。

　その原因は、少し前からリビングに降おりている沈ちん黙もくだ。

　……やれやれ。

　凰沢暁あか月つきは、心の中で嘆たん息そくした。室内には今、暁月を含めて四人の姿がある。

　この家に暮らす暁月と美み兎う。

　そして、友人である五泉いずみ千ち影かげと桐どう元もと葛くず葉はだ。

「……………………」

　ソファにどっかりと座すわった暁月は、隣となりに腰こし掛かけている少女を見た。

　俯うつむき気味の少女の名前は、凰沢美兎。その名は、暁月の妹のものだ。

　しかし──今そこにいる少女は、暁月の妹ではない。

　異世界アレイザードへ召しよ喚うかんされた暁月が、苦難の果てに勇者となり倒たおした魔ま王おうガリウス──そのガリウスから、死の直前に託たくされた一ひと人りむ娘すめ。

　ミュウ。それが彼かの女じよの本当の名だ。

　そして魔王であるガリウスが死んだ後、その身に危険が及およぶと判断した暁月は、ミュウを連れてこの世界へと帰ってきた。そして、今はもういない妹の名前を与あたえて、共に生活を始めたのである。異世界帰りの少年少女を、管理・育成する事を目的に設立された、バベル機関に通いながら。

　だが、それで全すべての問題が解決した訳ではなかった。美兎が異世界の住人である事が周囲に知られれば問題になるし、そもそも二人は勇者と魔王の娘という関係である。美兎にとって暁月は、父親の仇かたき。本来ならば、決して許す事のできない憎にくしみの対象なのだ。

　──それでも共に暮らし、互たがいの事を知って行きながら、二人の間に信しん頼らいが芽生えようとした頃ころだった。アレイザードから放たれた追手が、美兎を襲おそったのは。

　フィル・バーネット。暁月の次に勇者となろうとしていたその青年は、皮肉にもアレイザードへ召喚された、この世界の人間だった。暁月と美兎が通うＪＰＮバベル──そこで行われたランキング戦を舞ぶ台たいに、繰くり広げられたフィルとの死し闘とう。邪じや竜りゆうザッハークという、高位次元生命体と契けい約やくを交かわしていたフィルを、それでも暁月は退けた。さらに戦いの最中、周囲を巻き込まないように自ら命を絶とうとした美兎も、暁月の強い説得により絶望から抜ぬけ出して。ようやく二人の信頼は、確かなものになったのである。

　──だがその一方で、美兎に何らかの秘密があると周囲に知られた可能性が生じていた。

　特に、ランキング戦で共にチームを組んでいた千影と葛葉は、実際にフィルとの戦せん闘とうに巻き込まれており、彼かれが美兎を狙ねらっていた事も知っている。少なくとも二人には、これ以上事情を隠かくし続ける事は不可能だった。

　だからランキング戦が終わり、二人で出で掛かけた海かい浜ひん公園から帰った後。

　暁月は美兎に選ばせた。己おのれの秘密を、千影と葛葉に打ち明けるかどうかを。

　すると、美兎は迷った末に決断したのである。自らの秘密を、二人に打ち明けると。

　だから暁月は、千影と葛葉に連れん絡らくを取った。彼かの女じよ達たちの意思を確かく認にんするために。

　──周囲に知られる訳にはいかない。命を狙われる危険もある。それ程ほどまでに美兎が隠している秘密は大きく、そして重い。それでも、もし事情を聞いてくれる気があるなら。

　美兎の秘密を、美兎本人から話して聞かせる──と。

「どうする？」という暁月の問い掛かけに、千影と葛葉は同じ答えを返した。

　即そく答とうだった。短い一言で、ただ「行く」とだけ二人は言って。

　翌日、午後を少し回った所で、千影と葛葉が凰沢家にやって来た。

　──そして、現在に至るのである。
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　重い沈黙が続いている。

　暁月は頬ほおをポリポリと掻かきながら、壁かべに掛かっている時計を見た。時刻は午後一時半を回った所。千影と葛葉が来てから、もうかれこれ三十分近くが経たっている。

　本来ならば、今は登校していなければならない時間帯だ。

　しかし平日ではあるものの、暁月達たちは休みである。ランキング戦が終しゆう了りようしたため、今日からＪＰＮバベルは春休みに入っていたからだ。

　十日間。それがＪＰＮバベルへ通う、異世界から帰き還かんした少年少女に与えられた休息。　それが終われば、また新しい一年が始まる事になる。

　折せつ角かくの春休み初日。天気も最高。暁月としてはさっさと話を済ませて、パーっと皆で出掛けようと思っていたのだが。どうしたものか、と暁月は思案する。こうして美兎が黙だまり続けていればいる程、空気は重くなってゆき、話し始めるきっかけが失われてゆく。

　しかし、暁月にも関係がある事とはいえ、これはあくまで美兎の問題だ。だから美兎の言葉で、美兎のタイミングで言わせてやるのが一番だと思っていたのだが。

　……まあ、切っ掛け位は作ってやっても良いだろ。

　暁月は小さく苦くし笑ようすると、美兎の背後へと手を回した。



「────ひあっ!?」

　突とつ然ぜん、美兎は驚おどろきの声を上げた。

　千影と葛葉に、どうやって自分の事を話せば良いのか。それを思い悩なやんでいた所へ、突とつ然ぜん躰からだに震ふるえが来たからだ。何事かと思い、しかしすぐに美兎はその原因に気が付く。

「え──？」

　思わず思考が停止する。

　おっぱいが揉もまれていた。いつの間にか、後ろに回されていた暁月の左手によって。

　形を変えている自分の左胸に、美兎は信じられないような眼めで隣を見ると、

「んん？　柔らかいな……」

　当の暁月は平然と美兎の胸を揉み続けながら、不思議そうに首を傾かしげて、

「こんなに空気が硬かたいし、おっぱいも少しは空気を読んで、ちょっとは硬くなってるかと思ったんだが……」

「キミこそ──ちょっとは空気を読んでよっ！」

　美兎が悲鳴を上げたのと、暁月の顔面に右の裏うら拳けんを叩たたき込んだのは同時だった。

　立ち上がり、両りよ腕ううでを交差して胸を庇かばうように隠しながら、

「どんな空気の時だって、女の子のおっぱいは柔らかいよっ！」

　すると、まともに裏拳を喰くらった筈はずの暁月が、平然と笑いながら、

「──何だ。ちゃんと出せるんじゃねえか、声」

「え……？」

　思わず美兎はキョトンとなる。暁月は一体、何を言っているのだろうかと。

　すると暁月は優やさしい表情になって、

「簡単に切り出せないっていう、お前の気持ちも解わかるけどよ。いつまでも悩んでたって、埒らちが明かねえだろ。五泉や委員長は、お前の話を聞くと決めて、わざわざ来てくれてるんだぜ。なのに、いつまでも黙ったままでいるのは、二人に対して失礼ってもんだろ」

「あ……」

　美兎は気が付いたように、正面のソファに座る千影と葛葉を見た。

　暁月の突然の行動に、どう反応すべきか解らないのだろう。こちらと眼を合わせると、千影と葛葉は困ったように苦笑する。それでも二人が何も言わずにいるのは、美兎の言葉を待っているからだ。何かを言えば、それはこちらに言葉を促うながす事になる。

　そうならないように、二人はずっと美兎を待ってくれていた。

　だから、

「ゴメン……二人共」

　思わず項うな垂だれる美兎に、千影が優しい微びし笑ようを返して口を開く。

「謝あやまる必要はないよ……それに焦あせる事もね」

　何な故ぜならば、

「美兎が自分から話してくれる言葉を、あたしと委員長は聞きに来たんだから」

「そうね……だから、無理に聞こうとは思わないわ」

　と、葛葉。そして暁月に対して窘たしなめる口調で、

「凰沢君。気持ちは有あり難がたいけど、急せかすような真ま似ねは止やめて。彼女の心の準備ができるまで、私達は待っていたいのだから」

「あいよ。そいつは悪かったな……」

　暁月は肩かたを竦すくめてみせると、しかし満足そうな笑えみを浮うかべた。

　そして両手を頭の後ろで組み、再びソファに深く身体を沈しずめる。

　これ以上は、口を出すつもりはないという事だろう。暁月は黙って眼を瞑つぶっていた。

　だが、凰沢美兎は気が付いている。暁月が今引き出したのは、美兎の声ではない。

　美兎を想おもってくれている、千影と葛葉の言葉だ。これ以上美兎が躊躇ためらう事のないように、改めて二人の想いを聞けるようにしてくれたのだ。

　それは、優しいお節せつ介かい。

　……ボクの背中を、押おしてくれたんだね。

　美兎は思い出す。千影と葛葉に打ち明けるかどうかを美兎に訊たずねた時、暁月が言っていた言葉を。たとえどちらを選んだとしても、俺おれはお前を全力で守るだけだ──そう暁月は言ってくれて。だからこそ美兎は、千影と葛葉に伝える決心をしたのだ。

　二人を巻き込みたくない、という想いがある。自分の因いん縁ねんは複雑で、何よりも大きな危険を孕はらんでいるからだ。ランキング戦でフィルを目もく撃げきし、共に戦ったとはいえ、話を誤ご魔ま化かす事はできる。欺あざむこうと思えば、千影と葛葉をこれ以上自分の事情に立ち入らせないよう、話を作る事は可能だ。

　だが、もしそれをやれば、間ま違ちがいなく二人には気付かれてしまうだろう。こちらが、彼女達を欺こうとしている事は。

　そうなれば、二人との間に間違いなく距きよ離りが生じる。そして、多分それが最後だ。

　自然と二人は、美兎から離はなれていく事になるだろう。

　嘘うそを吐つくというのは──きっとそういう事なのだから。

　……でも。

　美兎は思う。それを嫌いやだと感じる自分が、確かに居ると。

　初めてできた友達なのだ。親友と呼べる大切な存在を、自分は失いたくない。

　或あるいは真実を伝えた事で、千影や葛葉が離れていってしまう可能性はある。だが、たとえそうだとしても、何も伝えずに離れ離ばなれになってしまうのは絶対に嫌だった。

　だから、

「…………良いかな。千影さん、委員長」

　心の準備はできた。美兎はソファに座り直すと、正面の二人を見み据すえて。

　伝える。願うようにして、

「少しだけ長くなるかもしれないけれど……聞いてくれる？　ボクの話を」
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　それから美兎は、千影と葛葉に、自身の素すじ性ようを語って聞かせた。

　自分がアレイザードという名の世界の住人である事から、魔王の娘という立場、暁月との関係に、彼と共にこの世界へやって来た経けい緯い。そしてこの世界に来てから、暁月の妹のフリをしている事から、フィル・バーネットの正体と、彼とその背後の狙いについて。

　そして全ての話を終えると──いつの間にか、窓から入る陽ひ射ざしが傾かたむきつつあって。

　時計を見た美兎は、気が付いた。自分が話し始めてから、三時間が経過している事に。

　そこで話が一区切り付いたため、暁月の提案で一いつ旦たん休きゆ憩うけいする事になった。

　眼の前のテーブルの上では、既すでに全員のティーカップが空っぽになっていて、

「ボク……お茶のお代わりを淹いれてくるね」

　美兎はそう言ってカップをお盆ぼんに載のせると、逃にげるようにキッチンへ向かった。

　四組のカップとソーサーを流しに入れ、水を入れたヤカンをコンロの火にかけて。そして、ようやく美兎は大きく息を吐いた。

　蛇じや口ぐちから出しっぱなしの水が、ステンレスのシンクに円状の波は紋もんを作っている。

　そうやって少しの間、美兎は流れる水の音を聞いていた。

　すると、

「──よう、お疲つかれさん」

　ふと呼よび掛ける声があった。振ふり返れば、キッチンの入り口の壁に凭もたれ掛かるようにして、穏やかな表情の暁月が居た。

「うん……」

　美兎は静かに頷うなずくと、正面のシンクへと向き直った。それから洗せん剤ざいを染しみ込ませたスポンジを、優しく滑すべらせるようにしてティーカップを洗い始める。

　すると暁月が、無言のまま美兎へと歩み寄って来た。そして、

「あ……」

　黙ってカップを洗っていた美兎の視界が、突然暗くなった。抱だき寄よせられたのだ。横から頭を抱かかえるようにして。美兎は手を止めると、少しだけ困ったような口調で、

「危ないよ……カップが割れたらどうするのさ？」

「心配すんな。抱きしめてる女を、俺が怪け我がさせる訳ねえだろ」

　そんなからかうような口調が一転、優しいものになる。

「頑がん張ばったな……」

「…………うん」

　温かさを帯びた暁月の声に、頷いたこちらの声が震えてしまいそうで。

　美兎は暁月の胸で、そっと眼を閉じた。そして寄り掛かるように身体を預ける。

　暁月が優しくしてくれるのは、千影と葛葉に本当の事を伝えるかどうかで、美兎がどれだけ思い悩んだかを知っているからだ。だから美兎は、素す直なおにその優しさに甘あまえる。

　もう後あと戻もどりはできない。自分は、二人に全てを伝えてしまったのだから。

　ここから先は、千影と葛葉がどう判断するかに掛かっている。

　これまでと同じ様に友情を育はぐくんでゆくか、それともここで関係を終えるかは。

「ちゃんと伝えられたかな、ボク……」

「ああ、それだけは間違いねえよ」

　大だい丈じよ夫うぶだと、こちらに伝えるように、ポンポンと背中が叩かれた。

　そして暁月は、美兎の両りよ肩うかたに手を置くと、ゆっくりと身体を離す。

「──さて、お茶のお代わりは俺が淹れてやるから、お前は先に向こうへ戻もどってろよ」

「え、でも……」

　美兎は表情を曇くもらせた。暁月は、一いつ緒しよに千影と葛葉の答えを聞いてくれないのだろうか。

　不安そうに見上げる美兎に、暁月は優しい表情で、

「電話をした時に、五泉と委員長から頼たのまれてたんだよ。お前の話を聞いて、自分達がどんな答えを出すかはまだ解らないけれど。それは、お前の事を真しん剣けんに考えて出した答えの筈だから……その答えは、まずはお前だけに聞いて欲ほしいってな」

　どうする？

「それでもお前が、一緒に聞いて欲しいって言うなら──俺は同席しても構わないぜ？」



　美兎がしばらく考えた末に下した決断に、暁月は黙って従った。

　その結果──暁月は現在、一人でキッチンに残っている。

　既にヤカンのお湯は沸ふつ騰とうし終えており、今は適温になるまで冷ましている最中だ。

　カップとティーポットを先にお湯で温めながら、暁月は数を数えていた。

　一つずつ数が減ってゆくそれは、訪れる瞬しゆ間んかんを報しらせるカウントダウンだ。

　そして、残り十を切った時だった。リビングの方から、一つの声が上がったのは。

『────────』

　泣き声だった。震える声が教えてくれるのは、堪こらえきれない想いが溢あふれた慟どう哭こくだ。

　その声の主が誰だれなのか、暁月は知っている。そして、どうして泣いているのかも。

　だから暁月は、その場を動かない。

　凰沢暁月は、自分が受け止めるべき女の涙なみだを知っている。

　今回、自分が受け止めるとしたら、それは悲しみの涙だけだった。

　もしその涙が流れれば、暁月はすぐにでもリビングへ駆かけ付けただろう。

　だが──あの涙は違う。

　彼女が今流している涙を受け止めるのは、傍そばにいる二人の役目だ。

　だから、

「…………良かったな」

　暁月は、フッと笑って呟つぶやいた。そして思い出したように、

「──っと、いけねえ。予想より早えもんだから、途とち中ゆうで数えるの忘れちまった」

　向こうの様子に気を取られて、少しばかりお湯を冷ましすぎたかもしれない。

　しまったと頬を掻きながら、やれやれと凰沢暁月は苦笑する。

「まあ良いか。ちょっと温い位の方が、泣いて冷えた身体にゃ優しいだろ」
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　戦争は終わった筈だった。

　アレイザードという名の世界で、長きに亘わたって繰り広げられてきた、人と魔ま族の争い。

　それは異世界から召喚された一人の青年が、魔王を倒した事により終しゆ止うし符ふが打たれた。

　青年の名は──凰沢暁月。

　だが召喚された当初、暁月は何の力も持ってはいなかった。そんな暁月が強さを手に入れ、勇者と呼ばれるまでに成長し、史上最強の魔王と恐おそれられたガリウスを倒すまでに至ったのは、一つの切っ掛けがあったからだ。

　暁月が召喚された時点で、既に存在していたアレイザードの勇者。

　魔ま導どう大国シェルフィードの騎き士し、レオン・エスペリオ。

　そんな希望の象しよう徴ちようとも言うべきレオンが、若くしてその命を散らしたのである。

　それも──魔王ガリウスの凶きよ刃うじんから、暁月の事を庇って。暁月にとってそれは、異世界で初めてできた無二の親友の死でもあった。

　失われた希望。さらに王都エルディアまでもが陥かん落らくし、絶望にくれたアレイザードの民衆は、当然のように糾きゆ弾うだんの矛ほこ先さきを暁月に向けた。厳しい非難の集中砲ほう火かに晒さらされた暁月は、程なく行方ゆくえをくらまして。その結果、暁月はさらなる非難を浴びる事になる。

　誰もが「アイツは逃げた」「臆おく病びよ者うものだ」と、次々に暁月を卑ひき怯よう者もの呼ばわりした。

　──だが、暁月は逃げてはいなかった。

　単身で神々の住まう世界《神層界》へ赴おもむき、体内で氣を練り上げ自在に操あやつる『錬環勁氣功』を、命いの懸ちがけで会え得とくしていたのだ。そして暁月は、王都奪だつ還かん作戦に駆けつけると、窮きゆ地うちに陥おちいっていた王女リスティを救出。魔ま王おう軍を撃げき退たいし、解放軍を勝利に導みちびいたのである。

　暁月は一いち躍やく、シェルフィードの英えい雄ゆうになって。そして──そこから奇き跡せきが始まった。

　幾いく多たの試練、数あま多たの苦難、数々の逆境を乗り越こえる内、いつしか暁月は勇者と呼ばれるようになっていった。しかしそれでも、死んだレオンを慕したい、信しん奉ぽうする人々からは、暁月は憎まれ続けて。その結果、彼らから暁月は『はぐれ勇者』という汚お名めいを着せられた。

　だが暁月は、その汚名を甘んじて背せ負おい、長い旅路の果てに魔王ガリウスを倒たおす事に成功する。そして、アレイザードに暮らす人々が待ち続けた平和が、ようやく訪おとずれた。

　その筈だった。



「アカツキ……」

　アレイザードの魔導大国、シェルフィードの若き女王は、呟くようにその名を呼んだ。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィード。彼かの女じよは、暁月と共にアレイザードの各地を旅し、魔王ガリウスを倒すために戦い続けた救世の英雄の一人だ。

　魔王ガリウスを倒す旅の終しゆ盤うばん、リスティは暁月がよく口にしていた言葉を覚えている。

　──アレイザードに真の平和をもたらすには、魔王を倒してからの方が重要なのだと。

　だからこそ、暁月はたった一人で魔王ガリウスを倒したのだ。

　そして魔王を倒した勇者という称しよ賛うさんや羨せん望ぼうから、そんな英雄を利用しようとする策略や謀ぼう略りやく、果ては勇者レオンを死なせた『はぐれ勇者』を恨うらむ一部の民衆の憎にくしみまで。

　何もかもを一人で背負って、暁月は自分の世界へと帰っていった。それこそが、凰沢暁月が考えた最善の選せん択たくだった。

　無論、リスティや仲間のゼクス、ルーティエらは暁月を止めた。どうして暁月だけが、貧びん乏ぼうクジを引くような真似をする必要があるのかと。

　だが、暁月に言われてしまったのだ。アレイザードにとって、最も良い選択が何なのか考えろ、と。そして、自分の世界に止めなくてはいけない奴やつらがいる──そう告げる暁月の決意は固く、揺ゆるぎなくて。だからもう、リスティ達は何も言えなかった。

　──そして、自分の世界へ帰る暁月を見送ったリスティ達には、魔王を倒した事で訪れた平和を、真の平和にするという使命が託たくされた。特に暁月が気にしていたのが、魔王ガリウスを倒した後の魔族と、どのように向き合うかだ。友好を結ぶ事ができなくても、せめてこれ以上は争あらそう事のないようにして欲しい。そうしなければ、いつまた戦争になってしまうか解らないからと、旅をしていた頃ころから暁月はよく言っていた。

　その考えは、リスティも同感だった。無論、魔族を許せないという想いは、民衆の中には根強く残っている。本音を言えば、リスティもそうだ。五年前に起きた、魔王軍による王都急きゆう襲しゆうで死んだのは、レオンだけではない。両親である王と王おう妃ひを始め、リスティを除く王族は、全員死んでいるのである。その過去を、自分は許す事はできない。

　──だが、今はもうリスティは、シェルフィードの女王なのだ。リスティがいつまでも魔族を憎み、争いを続けようとすれば、それだけシェルフィードの兵士はおろか、民をも危険に晒す事になる。何より戦争は、国と国との争い。その責任は、全すべて王が担になうもの。王という存在は、いざという時には国に暮らす全ての民の命と引き換かえに、死ぬためにあるのである。そして魔王ガリウスが死んだ以上、人と魔族との戦争は終わったのだ。

　……それなのに。

　心の中で短く呟きながら、リスティはゆっくりと、伏ふせていた視線を正面に向けた。

　リスティの眼の前には今、多くの兵の背中がある。

　シェルフィードの王国軍だ。

　そして右には、機械軍国ディスディア帝てい国こくの軍勢が展開していた。

　一方の左には、宗教国家アレクラスタ皇国の軍勢が展開していた。

　三国の軍勢は今、同盟軍として、一つの陣じん形けいを組んでいた。

　その場に立つ誰もが、リスティと同じものを見据えている。

　それは、とある国境沿いから、その向こうに広がっている深い森。

　その先にあるのは、魔族の国ゲイルペインだ。

　魔王ガリウスが死んだ現在も、ゲイルペインには多くの魔族達たちが暮らしている。

　彼かれらは人と争う事を止め、戦争を嫌きらい、森の奥おくで静かにひっそりと生きる事を選んだ。

　──そう思われていた。

　だがつい最近、状じよう況きようは一変した。

　ゲイルペインの国境沿いに、魔族の動向を監かん視しするために展開されていたシェルフィードとディスディアの混成部隊が、一夜の内に壊かい滅めつさせられたのだ。

　野営の最中、夜の闇やみに乗じて行われた襲しゆ撃うげき。辛かろうじて生き延びた兵による証言が、現在の状況の全てを決定付けた。曰いわく──魔族に襲おそわれた、と。

「──顔色が優すぐれないな」

　ふと、投げ掛かけられた言葉に、リスティは隣となりに立つ青年を見た。

　こちらではなく、あくまで正面ゲイルペインの森を見据えたまま声を発したのは、シェルフィード王国が誇ほこる大将軍、ゼクス・ドルトレイクだ。

「女王がそんな迷いのある表情でいたら、兵が不安になるだけだ。今からでも遅おそくない。護衛を付けるから、エルディアに戻ったらどうだ」

　女王が相手でありながら、少し厳しさを含ふくんだ口調。

　それはゼクスが、リスティにとって、女王と将軍という立場を超こえた存在だったからだ。

　魔王ガリウスを倒すため、暁月と共に旅をしたのは、リスティの他ほかに二人。

　一人は、ハイエルフのルーティエ・トルムだ。彼女は旅の後、リスティの国政を支えるシェルフィードの精務長官を引き受けてくれている。

　そしてもう一人が、このゼクスだった。

　共に幾多の苦難を乗り越えてきた彼らは、リスティとっては立場こそ臣下であれ、その実質は紛まごう事のない親友だ。そしてゼクスの言葉が、こちらを心配しているからこそのものだという事は、リスティも理解していた。だから、

「…………ゴメン。そんな顔してるなんて気付かなかった。表情だったら幾いくらでも改めるわ。だからお願い──ここに居させて」

　申し訳なさそうに呟くと、毅き然ぜんとした表情で正面を見据えた。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィードは知っている。

　これからこの場所で、何が始まるのかを知っている。

　だからこそゼクスや、ルーティエ、侍じじ従ゆう長ちようのワルキュリアの反対を押し切って、リスティはこの場所に立っているのだ。

　戦争。

　そうだ……とリスティは改めて実感する。

　これから人と魔族の戦争が、再び始まってしまうのだと。

　暁月から託された願いを、自分達は叶かなえる事ができなかった。

　戦争という選せん択たく肢しを、選ぶしかなくなってしまった。

　ならば──せめてその始まりと終わりは、きちんとこの眼めで見届けなくては。



　そして、太陽が最も高い位置に差し掛かった正午。

　三国同盟軍は、静かに進しん撃げきを開始した。

　目指すは、多くの魔族が暮らす場所──彷徨さまよいの森。

　だが、忘れてはならない事がある。

　この戦争に魔王はいない。

　この戦争に勇者はいない。



　ならば、この戦いの終わりを決めるものとは──



    

  
    
      あの時からずっと考えているよ。　　　　

俺おれ達たちが──いつ間違ってしまったのかを。
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　読み手の心を躍おどらせる活字が、所とこ狭ろせましと並ぶ紙面があった。

　思わず眼を惹ひく巨きよ大だいな文字からは、作り手のこだわりと確かな『熱』が伝わってくる。

　スポーツ新聞だ。日々の出来事をドラマチックに切り取った各紙の一面には、今日に限って、ほぼ同じ様な文言が並んでいた。

「おー、載のってる載ってる。さーて、どれにするかよ」

　コンビニに入った海かい堂どう元もと春はるは、レジ前に置かれたスポーツ新聞の棚たなを眺ながめてから、硬こう派はに超スポを選択。金額きっかりの硬こう貨かを店員に渡すと、意い気き揚よう々ようと店の外へ出た。

【激げき震しん！　シンガポールに訪れた黄たそ昏がれ！】

　それが、この日の超スポの一面を飾かざった見出しだった。

　記事は、シンガポールで建設中だったバベルの塔とうが、テロリスト集団『朱あけの黄昏』によって破は壊かいされた事を報せていた。だが破壊されたシンガポールの塔は、あくまでテロリストを誘おびき出すためのダミーであり、既に問題ないとの公式見解が国連から発表されている。

　超ちよ高うこ層うそうのバベルの塔は、特とく殊しゆな魔ま法ほうを使用しながら建てられるため、完成には長い時間を要する。そのため、馬ば鹿かし正よう直じきに目的の場所だけに建造していては、テロリストに格好の的として狙ねらわれてしまいかねない。そこで、こうしたバベルの塔のダミーが、現在世界中で建造されていた。とはいえ、たとえダミーであってもその警備は厳重である。バベルの塔は、コクーンにとっての最重要施し設せつなのだ。そんな場所の警備が手て薄うすであれば、ハリボテであると教えているようなもの。だからこそ、これまでに破壊できた者は存在しない。

「──俺達を除いては、な」

　一通り記事を読み終えた海堂は、新聞を小さく折り畳たたむと脇わきに挟はさんだ。そして懐ふところから携けい帯たい電話を取り出すと、メモリーからとある番号を呼び出しコールする。程ほどなくして、

『…………何の用ですか？』

　繋つながった電話の向こうで、抑よく揚ようを排はいした素っ気ない少女の声が応こたえた。

　海堂は苦くし笑ようしながら、

「おいおい、そんな嫌そうな声出すなよ、めめっち。今ちょっと話せるかよ？」

『駄だ目めです。用があるなら手短にお願いします』

　少女の反応に、海堂は笑えみを深くする。駄目と言いながらも、何だかんだでこちらの話を聞いてくれるあたり、無ぶ愛あい想そにしていても人の好さは隠かくし切れない。すると、

『……ヘラヘラ笑ってる海堂さんの、不快な顔が視えます。電話切っても良いですか？』

「うおっ、そんな事まで視えるのか？　電話なのに表情まで気ぃ抜ぬけないのかよ」

　海堂はペタペタと顔を触さわりながら、取り繕つくろうように表情を顰しかめつつ、

「いや、そんな千里眼のめめっちに聞きたい事があってよ。ホラ、昨日のシンガポールさ、俺おれちょっと用事があって早く帰ったろ。あの後、どうなったのかを聞きたくてよ」

　それは、

「──結局、最後まで誰か残ったのかよ？」

　海堂元春は問い掛ける。電話の向こうの仲間──『朱の黄昏』の一員に。

　団長の呼び掛けで久しぶりに集まったシンガポールで、海堂達は建設中のバベルの塔のダミーを破壊した。それが、ダミーである事を承知の上で。

　たとえダミーでも、配置されている警備と建造物としての耐たい久きゆ性うせいは、本物と同じだ。

　そのため、ダミー塔の破壊は最高の予行演習となるのである。

　──本物のバベルの塔を破壊する、来きたる日のために。

　そして今回の襲撃には、一人を除く全メンバーが参加した。不参加だったのは、いつものようにボスだけだ。団長が一応声を掛けたらしいのだが、飄ひよう々ひようとした『朱の黄昏』の創設者は「雄ゆう大だいなアマゾンが俺を呼んでいる」などと、あっさり不参加を表明したらしい。

　しかも、これが言い訳ではなく本気だから困ったものである。今いま頃ごろはアマゾンの大地を駆けながら、一人でヒャッハーしている事だろう。

　そして、海堂はバベルダミーを破壊・制圧後、早々にシンガポールから引き上げた。

　暁あか月つきの動向の監視を、団長から頼まれていたからだ。

『私も最後まで居なかったから、詳くわしい事は解わかりません。団長も、比ひ較かく的てき早めに現場を離はなれたみたいです』

「──けど、めめっちは、どうなったか視てたんだろ？」

　見み透すかしたように、海堂は笑った。

『朱の黄昏』は、基本的に現地集合の現地解散だ。そのため、襲撃を終えた後の行動は各自の判断に任される。だからいつもなら海堂も、他のメンバーが襲撃後に何をしているのか興味はない。だが、今回はいつもと少し状況が異なっていた。一部のコクーンメンバーが、障害となる自分達『朱の黄昏』の掃そう討とうに動き出そうとしているという情報が入ったからだ。そのため、海堂がすぐにシンガポールを後にした一方で、好戦的なメンバーの何人かが、そのまま現場に留とどまったらしい。コクーンが『朱の黄昏』を邪じや魔まだと考えているのと同じ様に。『朱の黄昏』もまた、コクーンを目め障ざわりだと考えているのだから。

『……サミット帰りのＩＮＤバベルと、ＣＨＮバベル担当のコクーンが様子を見に来たみたいです──それで、最後まで残っていたルカさんとクレアさんの二人と戦せん闘とうに』

「おおっ、本当にコクーンと戦やり合ったのかよ!?」

　海堂は興奮した声を上げる。それは、新聞やネットには載っていない極ごく秘ひ情報だ。

　マスコミは常に報道管制が行われており、この世界ではコクーンに不利な真実は報道されない。コクーンが持つ力は、それ程までに強大なのである。

「──で、どっちが勝ったよ？」

　思わずワクワクした口調になる海堂に対し、電話の向こうは冷静に、

『しばらく戦ってたみたいですが、どうやら決着は付かなかったみたいですね。戦闘が激しすぎて、マスコミだけではなく野や次じ馬うままで集まってしまい、水入りになったようです』

「何だ、そりゃ……つまんねえ」

　期待を裏切る真実に、海堂はがっかりと肩かたを落とす。

　マスコミの報道は規制できても、人の口に戸は立てられないという事だろう。下手に自分達の情報が流れるのは、コクーンと朱の黄昏、双そう方ほうにとって望ましくない事態だ。

『自分でやるのは嫌いなくせに……他人のケンカは大好きですね、海堂さんは』

　呆あきれたような電話相手の声に、海堂は笑いながら、

「まあな。ケンカってのは最高の『舞ぶ台たい』だからよ。そんで俺は自分で演やるより、断然観る派でな。だからこそ、そいつを誰よりも近くで見たいって訳よ」

『それでわざわざ特別自治区で生活し、バベルにまで通っている訳ですか……その割に、団長の招しよう集しゆうにはあっさり応じたりして、良くバレませんね』

「まあ、ちょっとしたコツが有ってよ……」

　と、海堂。特別自治区における、異世界帰りの少年少女に対する管理・監かん督とくは厳重だ。

　しかし、それも定められたルールに則のつとってのもの。

「相手のルールが、どんな『枠わく』なのか解れば──ハミ出すのはそう難しくないんだよ」

『度の過ぎたリスク中毒は、いつか身を滅ほろぼしますよ』

「大丈夫だって。ホラ、俺ってコソコソするの得意だしよ」

『……ゴキブリみたいですね』

　そう言うや、一方的に電話が打ち切られた。

「あれ、もしもし？　めめっち？　何だよ……まだ礼も言ってなかったのによ」

　海堂は嘆たん息そく。携帯電話を懐ふところにしまうと、のんびりと住宅街へ向かって歩き始めた。

　海堂が今歩いているのは、第三番街区の居住エリアだ。ＪＰＮバベルの学生の四割が、このエリアに住んでいた。海堂の一人暮らしのアパートも、このエリアの外れにある。

　だが海堂は今、アパートとは逆の方向へと歩いていた。道の両側に建ち並ぶのは、いずれも一いつ軒けん家や。閑かん静せいな住宅街の一角──そんな道を、海堂元春は歩き続ける。そして、

「お──あったあった。あそこだな」

　海堂は、道の先に目的の家を見つけた。

　それは最近できた『親友（笑）』が住んでいる家だ。

「楽しい春休みだからな。ここは一つ、友情とか深めておかないとよ」

　なあアッキーと呟いた海堂は、しかし見る。

「あっちゃあ……先客か」

　海堂は困ったように頬ほおを掻かく。暁月の家の前に、見覚えのある少女が一人佇たたずんでいた。

「さて、どうしたものかよ……」

　海堂は見る。春休みまで、ご丁てい寧ねいにバベルの制服を身に纏まとった少女を。

　腕うでには生徒会と風紀委員の二つの腕わん章しようが光っていた。

　間ま違ちがいない。ＪＰＮバベル、高等部生徒会副会長──七なな瀬せは遥るかだ。
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　暁月がリビングにお茶を運ぶと、ソファの美み兎うの眼はまだ赤いままで。

　その両りよう隣どなりに、千ち影かげと葛くず葉はが寄り添そっていた。

　暁月は思う。もう少しだけ、三人に時間をあげても良かったかと。

　……だが、時間が経たつと鈍にぶるからな、決意ってヤツは。

　美兎達たちの友情は現在、最も強まっているだろう。ならば──話すなら今だ。

「──ちょっと、良いかお前ら」

　その呼び掛けに、三人が暁月を見た。彼かの女じよ達の視線を受けながら、暁月は告げる。

「俺はこれから、ちょっと野や暮ぼ用ようで出で掛かけなきゃいけねえ所がある。だが、心配はいらねえ……行って戻ってくるのは一瞬だからな」

『────────』

　暁月の言葉の意味が解ったのだろう。美兎達の表情が、即そく座ざに真しん剣けんなものになった。

　だから、凰おう沢さわ暁月は選ばせる。

「一時間だけ待つ……もしお前らにその気があるなら、二階の俺の部屋まで来い。だが、一時の感情に流されるな。どうするか、良く考えて決めるんだ」

　そして──暁月はリビングを後にした。階段を登り、二階にある自室へと戻った暁月は、脇に挟んで持ってきた新聞を見る。そこにあったのは、とあるテロリスト集団がシンガポールを襲った事が書かれた記事だ。暁月は、既すでに記事の内容を知っている。朝からテレビは各局、この報道で持ちきりだったし、朝食の際には一度この新聞に目を通している。

『朱の黄昏』。それは、父に繋がる重要な手がかりだ。

　凰沢暁月は自覚する。この報を聞いて、心を逸はやらせる自分が確かにいると。

　世界最強のテロリスト集団、朱の黄昏の創設者である父。

　世界を統すべる組織、コクーンの実動メンバートップである兄。

　世界の頂点に立つ二人を止める──それが、凰沢暁月が必ず果たすと決めた目標だ。

　だが、暁月は冷静に推測する。今回の襲撃に、恐らく父は関かかわっていないだろうと。

「どうせ今頃はアフリカ……いやアマゾンとかに行ってやがるな、あのクソ親おや父じ」

　ふんと鼻を鳴らしてから、暁月は新聞を机の上に放った。

　ベッドの端はしに腰こし掛かけながら、両手を膝ひざの上で組んで、

「──待ってろよ」

　居場所は解るが、遠くにいる兄。そもそもの居場所すら解らぬ父。

　どちらが先だろうと、凰沢暁月は構わない。だから言い放つ。

「向こうの『忘れ物』を片付けたら──俺はもう前にしか進まねえ」

　──そして、それから三十分が過ぎた頃。暁月の部屋の扉とびらが、静かにノックされた。

「入って良いぜ……」

　暁月の言葉に、室内へと入ってきたのは、三人の少女達だ。

　暁月は見る。自分を見る揺るぎのない瞳ひとみ──決意に満ちた彼女達の表情を。だから、

「…………良いんだな？」

　暁月は三人に問う。それは最後の意志確かく認にん。すると、少女達は無言で頷うなずいた。

　そして、それで全てが決定する。だから凰沢暁月は立ち上がり、ニッと笑った。

「良し。それじゃ、行くとするか──アレイザードに」
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「全く、何で私がこんな事を……」

　コンクリート塀べいにある『凰沢』と書かれた表札を前に、七瀬遥は呻うめくように呟つぶやいた。

　今日は、春休みの初日だ。しかし、遥達たちＪＰＮバベル高等部の生徒会メンバーは、登校を余よ儀ぎなくされた。敷しき地ち内ないセキュリティの見直しなど、ランキング戦で生じたトラブルの、事後処理が残っていたからだ。しかし、校内で技術者の久く保ぼ田た灰かい人とと出会ってから、話の流れがおかしくなったと遥は振ふり返る。

　久保田は、新型のＡＤ──Arms Deviceを携たずさえており、それを遥に手て渡わたしたのである。

　ランキング戦で不ふ審しん者しやに侵しん入にゆうを許したＪＰＮバベルは、生徒や職員に負傷者を出した。

　暁月の活かつ躍やくもあり、何とか事態は収束したが、今後も同様の事件が発生する可能性は否定できない。それどころか、もっと酷ひどい事態だって起こり得る危険もある。バベルは、一部のテロリスト達にとっては最高の標的なのだ。そうした対テロリスト策として、先日のコクーンサミットで新たな決定が下された。それが、ＡＤのバージョンアップだ。

　これまでのような武器の具現化だけでなく、新型のＡＤは使用者の意思で限定解除を行い、常時戦闘衣服への切り替かえを可能とした。無論、戦闘衣服へ切り替えられるのは、体操服のように特殊な精神感応石オリハルコンの繊せん維いが使用されている物に限られるため、春休みが明けた新年度からは、デザインはそのままに制服のマイナーチェンジも決定している。

　そして新型のＡＤが完成した今日、早さつ速そく新しい制服と新型のＡＤの最終同期テストが行われた。他ならぬ遥が、被ひ験けん者しやとなって。バベル最高の技術者の一人である、久保田の作製した物に間違いが起こる筈はずもなく、何の問題もなくテストは成功。

　正式に、新型のＡＤと制服の導入が決定した──そこまでは、良かったのだ。

　……問題は、そこからですわ。

　他の業務に戻ろうとした遥に、久保田は新型のＡＤを一つ手渡した。ランキング戦で出現した謎なぞの巨きよ大だい竜りゆう──その戦闘で自分のＡＤを失った、暁月に届けてやるようにと。

　何で自分が──と遥は思った。だが、何な故ぜか断る事もできなくて。

　思わず、そのＡＤを受け取ってしまったのである。それでも実際に届けるのは、他の人間に頼たのむ事はできたのだ。遥ら高等部生徒会は、ＪＰＮバベルの運営に深く携わっているため、雑務をサポートしてくれるスタッフは多い。だが、遥は誰だれにも頼まなかった。

　そして今、こうして暁月の家の前に立っているのである。

　……認めたくはないのですけど。

　七瀬遥は思う。ランキング戦の時──否、その少し前から、暁月の事が気になっている自分がいると。何故かは解らない。でも、どうしても気になって、だけどそれを認めたくなくて。だから、もうかれこれ一時間近くも、こうして家の前をウロウロとしている。

　……これではまるで私、不審者じゃありませんの……。

　何たる事だ。ＪＰＮバベルの風紀委員長である自分が、不審者とは。そう思ったら、段々腹が立ってきた。どうして自分が、暁月の事を考えたり迷ったりして、不審者にならなくてはならないのだと。遥は大きく深呼吸を一つ。そして心を決める。

　良し。行ってやる。インターホンを押おして「ご免めん下ください」とか言ってやる。後は黙だまってＡＤを渡わたせば、それで話はお終しまいだ。そして、いざインターホンを押そうとして、

「──あっれー、副会長じゃないかよ？」

「きゃああああああああああっ!?」

　突とつ然ぜん背後から声を掛けられ、遥は飛び上がった。

　振り返れば、そこに立っていたのは一人の青年だ。七瀬遥は、その青年の事を良く知っている。授業をよくサボる事で有名な、自分と同じクラスの問題児だったからだ。

「海堂元春……どうして、貴方あなたがここに？」

「俺とアッキーは『親友（笑）』だぜ？　遊びに来たって不思議じゃないだろうよ」

　海堂は肩を竦すくめ、

「アンタの方こそ、アッキーの家の前で何してたんだよ？」

「私は……彼に届け物があっただけですわ」

　言いながら、遥は思う。これはいけない、と。

「………………もしかして、見てましたの？」

「ん？　何が？」

　海堂がキョトンとしたのを見て、遥はホッと嘆息する。どうやら、自分がずっとここに居て、あれやこれやと思い悩なやんでいた事には、気付かれていないようだ。

　良かった。まさかとは思ったが、もしあんな姿を見られていたりしたら。

　恥はずかしさの余り、自分は悶もん死ししてしまう。だから努めて冷静に、

「いいえ。そうですわよね。来たばかりですものね」

「いや──三十分くらい前から見てたけどよ」

　あっさりと海堂に言われ、七瀬遥は思わず眩暈めまいを覚えた。辛うじて悶死は免まぬがれたが、恥ずかしさの余り、一瞬意識が飛びかけてしまった。そして遥は顔を真っ赤にして、

「そ、それなら声を掛ければ良いでしょうにっ！」

「いや、副会長の百面相が余りにも面おも白しろくてよ」

「あ、貴方はっ、見なかった事にする位のデリカシーとかありませんのっ？」

　そう言って、遥が喰くって掛かろうとした時だった。

　──突とつ如じよ、キィィィィィィィィィンという、甲かん高だかい鳴動音がしたのは。

「まさか──次元シフトっっ？」

　弾はじかれたように、遥は音のした方を振り返る。

　視線の先、凰沢家の二階の一室周辺の空間が、揺ゆらぎ始めている。間違いない。あれは次元シフトの兆候だ。誰かが、異世界に召しよ喚うかんされようとしている。すると、

「──ちっ、そう来たかよっ！」

　血相を変えた海堂がいきなり駆かけ出した。鍵かぎが掛かっていなかったのか、あっさり玄げん関かんの扉を開け放ち、家の中へ飛び込んでゆく。そして、

「ま、待ちなさいっ！」

　一呼吸遅おくれて、慌あわてて遥もその後を追い掛けた。



　室内は眩まばゆい光に包まれていた。

　ベッドの上──四人で円を作るように手を繋いだ状態で、暁月は告げる。

「そうだ……ゆっくりと呼吸を深くしながら、強くアレイザードの情景を思い浮うかべろ」

　そして暁月は隣を見る。それは室内の輝かがやきの中心──美兎だ。

　アレイザードの存在である美兎は、彼かの女じよ自身があちらの世界に対する指向性を持つ。

　そして《異界の門》を通った際と同じ様に、暁月が錬環勁氣功で美兎に氣を流せば、全ての状況が再現される。それは、次元シフトの鍵が開くという事。後は美兎が強く念じれば、こちらの世界に戻った際に生じた《次元の穴》から、アレイザードへと飛べるのだ。

　そして同時に、暁月も錬環勁氣功で自らの氣を、繋いだ手を通して千影や葛葉へも流してゆく。巡めぐる氣は循じゆ環んかんし、氣の流れが一つの円を形作る。それは、かつて暁月が美兎を連れて《異界の門》を通ったのと同じ。全てが暁月と一体となる技だ。

　これで、四人全員で次元を超える事ができる。

「良し──行くぞ！」

　それが合図。暁月達までもが輝き出し、そして異世界への次元シフトが行われる。

　──その刹せつ那な。

　開け放たれた部屋の扉から、二つの影が飛び込んで来た。暁月だけが、視界の端にその姿を捉とらえる。海堂元春と七瀬遥だった。何か自分達に用でもあったのか、たまたま現場に居合わせたらしい。外で次元シフトの兆候を見て、何事かと駆け込んできたのだろう。

　だから、凰沢暁月はニヤリと笑う。

「──よう、見送りご苦労さん。ちょっくら行ってくるぜ」

「え……海堂君？　それに副会長さんも？」

　暁月の言葉に、美兎も背後を振り返る。

　──すると、向こうから予想だにしない反応が来た。

　海堂が霞かすむような速度で、右手を振るったのだ。

　暁月は見る。美兎と握にぎり合うようにして繋いでいる手に、一本の鎖くさりが巻きついたのを。

「おいおい……」

　思わず突っ込む暁月に、

「悪いアッキー、生まれて初めて言うぜ──手が滑すべった」

　そう言って、海堂はヘラと笑った。すると暁月達たちの光が鎖を伝い、海堂の身体が同じ様に輝き始める。強ごう引いんにこちらの次元シフトに同調したのだ。すると、

「何を馬ば鹿かな真ま似ねをっ！」

　制止しようと遥が海堂の腕を掴つかみ──その遥までもが、同じ光に包まれてゆく。

「あーあ……副会長まで」

　それを見た千影がやれやれと呟き、

「泥どろ沼ぬまね……」

　葛葉が嘆息する。

　既に次元シフトは始まってしまっているのだ。もう二人も一いつ緒しよに連れて行くしかない。

「お前らなぁ……ピクニックに行くんじゃねえんだぞ」

　そして暁月がやれやれと呟いた──次の瞬しゆ間んかん。

　全すべてが、光に包まれた。
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　森が奏かなでる歌がある。

　それは優やさしく吹ふく風に、心ここ地ち良よく枝葉を揺らす木々の囀さえずりだ。

　大地に仰あお向むけに寝ねた状態で、凰沢暁月はその歌を聞いていた。

　ぼんやりとした思考が定まり、そして理解する。

「…………成功……みたいだな」

　木々が生んだ森の天てん井じようを見上げながら呟くと、暁月はゆっくりと身体を起こした。頬には、微かすかなくすぐったさが残っている。恐おそらく気を失っている間、大地に生えた柔やわらかな芝しばが、風にそよいでこちらの頬に触ふれていたのだろう。暁月は、周囲に美兎達の姿を確認し、安心したように嘆息。そして立ち上がると、周囲をぐるりと見み渡わたした。

「ここは……シェルフィードの森じゃねえのか」

　暁月は眉まゆを顰ひそめる。自分達が今いる場所が、予想していた場所とは異なっていた。

　森の風景がシェルフィードのそれではない。生えている草木が違ちがっているのだ。

「──へえ、ここがアレイザードかよ」

　背後からの声に、暁月は振り返る。すると、呑のん気きに森の上を見上げる青年がいた。

　海堂だ。次元シフトの発生場所が凰沢家である事から、今いるこの場所が、かつて暁月が召喚された異世界である事を見み抜ぬいている。突然の事態にあっても、揺らぐ事のない冷静な判断。それを流石さすがと思いつつも、暁月は呆れたように、

「お前なあ……無理やり付いて来やがって。何のつもりだよ」

「いやぁ。何かアッキーが無む茶ちややろうとしてたみたいだから、つい思わずよ──っと、気付いたみたいだぜ」

　海堂が言い終わるのと同時、覚かく醒せいした美兎達がゆっくりと身を起こした。まだ意識がぼんやりとしているのだろう。美兎は地面に乙おと女め座ずわりのまま、暁月を見上げて、

「……上う手まくいったの？」

「ああ。だが、どうも予定したのとは違う場所に出たみたいでな」

　暁月は手を貸し、美兎を立たせてやった。

　すると、周囲を見渡した美兎がすぐに気が付いたように呟く。

「ここは……」

「知ってるのか？」

「うん……ここゲイルペインの森だよ。間違いない」

　美兎の断言に、暁月は心の中で疑問を得る。かつてアレイザードから元の世界へ戻る際、暁月はシェルフィードの《異界の門》を通った。よって本来なら、シェルフィードに出るのが道理だというのに。

　……ま、あんまり深く考えても仕方ねえか。

　目的は、アレイザードへ来る事だった。そして、それを果たせたのだ。ならば、たとえ降おり立った場所が予定と少し異なろうと、幾いくらでも計画は修正できる。すると、

「──凰沢君、考え事をしている所、悪いんだけど」

　ふと葛葉が、こちらの袖そでを引いた。

「あの二人の事はどうするつもり？」

　トーンを落とした声。彼女の視線の先に居るのは、招かれざる二人の同行者だ。

　隣となりの千影も困ったように、

「特に副会長が、先刻からおっかない顔をしていてね……」

　そう言うのと同時、ついに爆ばく弾だんが爆ばく発はつした。

「──凰沢暁月っ！」

　厳しい口調の呼び掛かけに、「ホラ来た」と千影は肩を竦める。

　遥は大おお股またで暁月の方へと歩み寄ると、ずいっと顔を近づけて、

「これは一体どういう事か、きっちり説明して貰もらいますわよ！」

「どういう事かって言われてもな……」

　困ったように頬を掻きながら、

「つーかよ、アンタの方こそ何で俺の家に居たんだよ？　俺に用でもあったのか？」

「か、勘かん違ちがいしないでいただけますっ？　私は久保田博士に頼まれて、貴方に新型のＡＤを届けに来ただけです！」

　何故か遥は顔を赤くして、こちらに一本のリストバンドを押し付けてくる。

「いや……それを、用があったって言うんじゃねえのか」

　暁月はＡＤを受け取りながら、

「ん……？　新型なのは良いが、一本だけかよ？」

「それは貴方個人の能力波形に合わせて調整されたものですわ。ですから、これまでのような複数本を使用せずとも、武器を具現化できる筈です。そして」

　そう言うや、制服姿だった遥が、光の粒りゆ子うしの奔ほん流りゆうと共に戦闘衣服へと変化した。

「先日のランキング戦のような非常事態に備え、今後はこのように使用者の意思で戦闘衣服に切り替える事も可能になったんですの。いかなる時にも対応できるよう、制服も精神感応石オリハルコンの繊維が織り込まれた新しい物が支給されます」

　こうした新型のＡＤや、新しい制服は、一いつ般ぱん学生には春休み明けに支給されるという。先行して暁月に新型ＡＤが渡されたのは、あくまでザッハークとの戦闘で、暁月が自分のＡＤを損そん壊かいさせてしまっていた事による特別措そ置ちらしい。

「こちらの用件は全て話しました。さあ、今度はこちらの質問に答えて貰いますわよ」

「あー、話すと長なげぇんだけどな……」

　新型のＡＤを腕に通しながら、凰沢暁月は思案する。

　……さて、どうすっかな。

　千影や葛葉は、既に事情を説明した上で、受け入れて貰っているからこそ、自分達と共にここに居る。だが、遥や海堂は違う。下手に美兎の秘密を知られたら、元の世界へ戻った際に問題が生じる可能性がある。

　……まあ、海堂は平気としても、副会長はちっと堅かた物ぶつだからな……。

　そして何より問題なのは、彼女がＪＰＮバベル高等部の副会長である事だ。

　ＪＰＮバベルを管理・統とう率そつしているコクーンは、高等部生徒会長の氷ひ神かみ京きよ也うやである。

　そのため現在のＪＰＮバベルでは、高等部の生徒会が最も大きな力を持っていた。

　七瀬遥は、そんな生徒会の一員なのだ。彼女がもし問題だと思えば、それはそのままＪＰＮバベル全体の問題になり、ひいてはコクーンの問題となる。

　公おおやけには、異世界の者が暁月達の世界を訪おとずれているという事実は、これまでに確認されていないのだ。下手にその事実が知られたら、美兎は捕とらえられてしまうかもしれない。

　そんな暁月の懸け念ねんが伝わったのだろう。ふと見れば、美兎が心配そうにこちらを見ていて。だから、暁月はふっと笑えみを返す。心配がない事を伝えるように。

　次元シフトという決定的な瞬間を見られただけでなく、アレイザードにまで付いて来られた。それを不幸と嘆なげく事は簡単だ。

　だが、凰沢暁月はそれをしない。現実から逃にげる事なく、あるがままを受け入れた上で、暁月が模も索さくするのは最善だ。次元シフトを見られた時点で、既に何がしかの言い訳が必要だった以上、むしろきちんと事情を説明できるこの状じよう況きようは悪くない。

　……良い機会かもな。

　確かに遥は堅物だが、正義感が強く情にも厚い。もし、そんな彼女がこちらの理解者となれば、美兎にとって心強い味方が増える事になる。そしてそのためには、これから暁月と美兎がこのアレイザードで成す事を見て貰うのが、一番手っ取り早い。

　……いざとなれば、俺がどうにかすれば良いしな。

　最悪、美兎の事がバレて問題になれば、事態は一気に動く事になる。そして、美兎を捕つかまえようとする奴やつらを蹴け散ちらしていけば、いずれはコクーンへと繋つながるだろう。

　だから、凰沢暁月は結論づける。問題ないと。そして、遥の両りよ肩うかたにポンと手を置いて、

「良いぜ、きちんと説明してやるよ。だが──その代わり最後まで付き合って貰うぜ」

「な、何ですの……その不ふ穏おんな笑みは」

　そう言って遥が怪け訝げんそうに身を引こうとした時だった。

　森の向こうから、悲鳴が響ひびき渡ったのは。

『──────っ』

　その瞬間、全員の顔色が変わった。悲痛な響きを伴ともなうそれは、明らかに子供が上げた悲鳴だったからだ。だから言葉はいらない。その場にいた誰もが一瞬で思考を共有し、そして駆け出した。気配を殺し、極力音を立てる事なく、悲鳴の上がった現場へと。

　──そして、静せい寂じやくの疾しつ走そうを続けてから数分後。暁月達は悲鳴の現場へと辿たどり着ついた。

　暁月は体勢を低くすると、茂しげみの陰からそっと向こうの様子を窺うかがう。

「あれは……」

　視線の先に居たのは、六名の兵士達だ。彼かれらが身に纏った鎧よろい──その胸に輝く紋もん章しようを確認し、暁月は思う。どういう事だ、と。だが、その疑問の答えを得るより先に、する事があった。だから暁月は探す。悲鳴を上げた子供の姿を。すると、

『──コイツっ……大人しくしろっ！』

　兵士の一人が恫どう喝かつにも似た声を上げた。

　細い腕を乱暴に掴み上あげ、小さな身体を強引に引き摺ずる。

「────っ」

　その光景を目まの当あたりにした美兎が、思わず息を呑のんだ。

　兵士達が捕とらえようとしていた子供──それは幼いダークエルフの少女だった。

　恐きよ怖うふに怯おびえた表情で、必死に逃げようと小さな身体を暴れさせている。

「──で……どうするんだよ、アッキー？」

　ヒソヒソ声で、海堂が訊たずねてくる。常識的な問いを敢あえて投げ掛けてくるのは、この場の正しい判断が行えないからだ。初めて訪れた者にとって、このアレイザードは未知の異世界。事情を知らない海堂や遥はもちろん、ある程度の事前情報を得ている千影や葛葉も、取るべき対応が解らない。だから暁月は当然のように、

「そんなもん──決まってるだろうが」

　そう言って、ゆらりと立ち上がる。すると、

「でも、あれは……」

　心配そうに美兎が、暁月と向こうの兵士達を交こう互ごに見た。

「何、心配いらねえ……上手くやるからよ」

　暁月はニッと笑って、

「俺一人でやる。良いか──お前らは俺が合図するまで、ここを動くな」



　そして暁月は茂みの向こうへ、悠ゆう然ぜんとした足取りで歩を進めた。

　完かん璧ぺきな自然体。それは、図はからずも暁月の足音と気配を完全に消去する。

　暁月は、そのまま気付かれる事なく兵士達に近づくと、

「──よう、ちょっと良いか？」

　おもむろに声を掛けた。途と端たんに兵士達が、ギョッとなって暁月へと振り返る。

「一体いつの間に……？」

　こちらを見る目が、怪訝そうに細められた。

「何者だ、こんな所で何をしている？」

「お前ら正規兵だろ。俺の事を知らないとなると、新設部隊か……隊長はどいつだ？」

　暁月の口調に、小こ馬ば鹿かにされたと思ったのだろう。兵士の一人が表情を険しくして、

「質問に答えろっ！　お前は何者かと訊きいている！」

　暁月の腕を掴もうと手を伸のばしてくる。

「……おっと」

　その手を、暁月は内側からスッと払はらった。と同時、兵士の身体が一回転し、そのまま地面に叩たたき付けられる。大地に打ち付けられた鎧が、けたたましい鋼鉄音を響かせた。

　それを見た兵士達が、顔色を変えて、

「き、貴様っ！」

「そこを動くなっ！」

　二人の兵がとっさに剣けんを抜ぬき放つ。だがその時、既に暁月は二人の横を通り過ぎ、

「──遅ぇよ」

　すれ違い様に、眼めにも留とまらぬ速度で兵士達の首筋へ手刀を浴びせた。

　そのまま二人の兵が気を失い、地に倒たおれ伏ふす音を背中で聞きながら、暁月は問う。

「もう一度訊きく──隊長はどいつだ？」

　すると残る三名の中から、スッと前に出る者がいた。

「──隊長は私だ」

　重じゆ厚うこうな鎧を身に纏ったその姿が、彼が騎き士しである事を教えてくれる。

　そして圧あつ倒とう的てきな力を示した暁月へ、微み塵じんの恐れも見せずに、

「今度はこちらの質問に答えて貰う。お前は何者……────っ!?」

　毅き然ぜんと問おうとした、その顔が驚きよ愕うがくに強こわ張ばった。その表情を表す言葉は呆ぼう然ぜんだ。

「アカツキ殿どの……？　まさか、そんな──貴方は元の世界へ帰られた筈では」

「良かったぜ。俺の顔を知っている奴が居てくれてよ……」

　暁月は苦くし笑ようを浮かべた。

「──だが隊長、それなら俺の美学も知っているな」

　そして一転。その顔から笑みを消すと、ダークエルフの少女を見ながら、

「女が──それも子供が泣いてるように見えるんだが、そいつは俺の見間違いか？」

　暁月の迫はく力りよくに、途端に隊長はしどろもどろになりながら、

「これは……いえ、この者は魔ま族の……」

「敵であれば、無む抵てい抗こうな女子供であろうと容よう赦しやする必要はない、とでも言うつもりか？　気高かったシェルフィードの王国軍も、俺の知らない間に落ちたもんだな」

　暁月は隊長を押しのけ、ダークエルフの少女へと歩み寄った。少女を掴んでいた兵士が、気け圧おされたように、手を離はなして後あと退ずさる。すると暁月は、少女の眼の前で腰こしを落とすと、目線の高さを合わせた。そして少しの間視線を交かわした後、小さな頭にそっと手を伸ばす。

　だが、少女は怯えたようにギュッと眼を閉じると、縮めるように身を強張らせた。

「……………………」

　暁月は、スッと眼を細める。余よ程ほど怖こわかったのだろう。人間に対して、完全に怯えてしまっている。だから暁月はポンと頭に手を置き、優しく撫なでてやった。すると程ほどなくして、

「…………？」

　恐る恐るダークエルフの少女が眼を開けた。だがこちらに向けられた視線には、まだ警けい戒かいが残されたままで。だから暁月は穏おだやかに笑うと、指でそっと少女の涙なみだを拭ふいてやる。

「もう泣かなくても良いぜ。これ以上お前を傷つける奴は、ここには居ないからよ」

「あ、アカツキ殿……我々は」

　弁明しようとする隊長に、暁月は背中を向けたまま、

「──別にお前らが一方的に悪いとか、そんな風に決めつけるつもりはねえよ」

　そう言って、暁月は振り返る。真っ向から隊長を見み据すえて、

「洗いざらい話して貰うぜ。俺が元の世界へ戻ってから今までに、何があったのかをな」
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　暁月の凄すごみが効いたのだろう。隊長騎き士しは、素す直なおに事の次し第だいを説明してくれた。

　その話のほとんどが、暁月が想像していた通りの内容で。

　大方の事態を把は握あくした暁月は、シェルフィードの兵士達を引き上げさせた。

　当初、彼らは困こん惑わくした。暁月が、自分達と一緒には行かないと言ったからだ。そのため兵士達は、必死に食い下がった。本隊に戻ってから自分達は、どのように事のあらましを説明すれば良いのかと。だから暁月は、彼らにありのままを報告するように告げた。

　魔族の少女を捕らえようとして、暁月に邪じや魔まをされた──そう伝えろと。

　──そして、ようやく暁月の説得に応じ、共に行く事を諦あきらめた兵士達が去った後。

「おーい、待たせたな。もう良いぞ、お前ら」

　暁月は、茂みの向こうへ呼びかけた。

　すると一いつ斉せいに美兎達たちが姿を現し、こちらへ歩み寄ってくる。

「────っ!?」

　見知らぬ人間が、いきなり五人も現れた事に驚おどろいたのだろう。ダークエルフの少女は、怯えたように暁月の背後へ隠かくれた。

　しかしすぐに、その五人の中に見知った顔がある事に気が付き、驚きの声を上げる。

「──ひめさまっ？」

　すると美兎は笑え顔がおで「うん」と頷くと、その場に腰を落として両りよ腕ううでを広げた。

「おいで。もう大だい丈じよ夫うぶだよ……」

　それを見た少女は、暁月の背後から飛び出した。

「ひめさまぁ……っ」

　美兎の腰にしがみつく様に、腕うでの中へと飛び込んでゆく。

「怖こわかったね……でも、もう心配いらないよ」



    

  
    
      　美兎は、少女の小さな身体をしっかりと抱だきしめると、優しく背中をさすってやる。

　そして少女が落ち着くのを待ってから、

「自分のお名前、言えるかな？」

　美兎の優しい問いかけに、少女はコクンと頷くと、ゆっくりと顔を上げた。

「…………リルル」

　きちんと答えられた少女に、美兎は「偉えらいね」と頭を撫でながら、

「ねえリルル、ここには一人で来たの？」

「……………………」

　少女は無言のまま、頷きを返す。

「どうやら、他ほかの奴とはぐれたって訳じゃなさそうだな」

　と、暁月。

「だとしたら、どこかこの近くにコイツが暮らしている集落がある筈だ」

「うん。父さんが死んだ後は、この森に身を潜ひそめるようにみんなには言っておいたから」

　美兎は頷くと、小さなダークエルフの少女に問い掛ける。

「──リルル、みんなの所へ帰る道は解わかる？」

　その問いにリルルは頷いて、しかし不安そうに暁月達の方を見た。人間である暁月達が、まだ信しん頼らいできる相手か解らないからだろう。だから美兎は微びし笑ようを浮かべて、

「この人達なら、心配要いらないよ……みんなボクの友達だから」

「……………………」

　リルルはしばらくの間、無言で美兎と暁月達を交互に見ていたが、やがて美兎の手を取って森の奥おくへと歩き始めた。自分の集落へ案内する気になってくれたのだろう。

　暁月達も後に続き、全員での移動が始まる。

　──そして、歩き始めて少し経たった頃ころ、

「ねえ、暁月……」

　すぐ後ろを歩いていた千影が、そっと暁月に耳打ちした。

「これから行くのって、魔族の集落なんだろう？　最悪、顔を知られていないあたし達はともかくとして、魔ま王おうを倒してしまっている君が行っても大丈夫なのかい？」

　尤もつともな心配。しかし、

「さあ、どうだろうな……多分、大だい丈じよ夫うぶじゃねーの」

　暁月は他人事のように呟いた。すると隣を歩く葛葉が、

「多分、ね……という事は、歩いていたらいきなり襲おそわれる可能性もあるって訳ね」

　ジト目をこちらへ向けて、

「……凰沢君、もう少し離れて歩いてくれる？」

「おいおい、何気にひでえな委員長……けど、その手の心配はいらねえよ」

　そう言って、凰沢暁月は肩かたを竦めた。

　笑う。

「いきなり襲い掛かってくるような礼れい儀ぎ知らずな馬鹿は──たとえ人間だろうが魔族だろうが、俺は容赦しねえからな」



　そして程なくして一行は、森の奥にある行き止まりに辿り着いた。

「おいおい、ここであってるのかよ？　まさか散々歩いて迷子とか、切ないぜアッキー」

「俺に言うな、俺に……それに、多分ここで間ま違ちがいねえよ」

　軽口を叩く海堂に対し、暁月は先頭のリルルを見ながら答える。するとリルルは、片手を虚こ空くうにかざして何言かを呟いた。と同時、正面の風景がぐにゃりと歪ゆがみ始める。

　みるみる森が形を変え、そして姿を現したのは、奥へと続く入口だ。

「幻げん術じゆつ……いや、概がい念ねん魔ま法ほうで入口を封ふう印いんしているのか」

　魔ま法ほうによって入口という概がい念ねんを一箇か所しよに設定し、それを封印してしまえば、あらゆる生物はその先に足を踏ふみ入れる事はできない。たとえ封印を迂う回かいしようとしても、正しい入口は一つしかない以上、周囲をぐるぐると回る事になる。中に入るには、封印を解除するしかないのだ。そして一時的に封印を解除し終えると、リルルは振ふり返り、

「こっち……」

　そう言って、現れた道の向こうへと歩き始めた。暁月達は互たがいに顔を見合わせると、黙ってそれに続いてゆく。

　道は、緩ゆるやかな傾けい斜しやを伴う上り坂。それが、歩を進める内に勾こう配ばいが急になってゆく。

　そして、道の先を見上げるようになった頃。前方に視線を送りながら、遥が口を開いた。

「どうやら、あそこのようですわね……」

　その声に、誰もが気が付く。視線の先──斜しや面めんの上に、太い蔓つると蔦つたによって形作られた門が姿を現していた。恐らくは集落の入口なのだろう。見張りと思おぼしき者が二人、直立不動で立っている。彼らは接近する暁月達に気が付くと、ハッとなって武器を構えて警けい戒かい態勢を取った。それを見たリルルが、すぐに見張りの下へと駆けて行く。そして、

「ボクも行ってくるね……みんなの事情を説明してくる」

　そう言うと、美兎もリルルの後を追った。

　小さくなってゆく背中を見送りながら、千影が頬ほおを掻かきつつ、

「どうも、あたしらは少し待った方が良さそうだね」

「……凰沢君が殺されないと良いわね」

　ポツリと呟つぶやく葛葉に、暁月は「ハハハ」と笑って、

「──そうなったら、お前らも元の世界へは戻もどれねえな」

　さらりと告げた事実に、他の全員がギョッとなった。その反応に、暁月は意外そうに、

「当然だろ。今回、俺おれ達たちは『召喚』された訳じゃねえ。俺の錬環勁氣功で、《次元の穴》を通って来てるんだ。当然、帰りも同じ方法を使わなくちゃ、あっちには戻れねえよ」

　今回、暁月達がアレイザードへ来たのは例外なのだ。

「ま、心配すんな……お前らを残して死んじまうような、無様な真似はしねえって」

「確かに。こんな所で死ぬようなタマじゃないもんな、アッキーはよ」

　平然と笑う暁月に、こちらも楽観的な口調で海堂。その言葉に、「まあ確かに……」と女じよ性せい陣じんは妙みように納なつ得とくしたようだった。そして、

「……お、説明が済んだみたいだな」

　斜面の上で門番に説明をしていた美兎が、こちらを振り返って手を振っていた。

　それを見た暁月達が斜面を登りきると、美兎が申し訳なさそうに、

「待たせてゴメンね。ボク達の事情を説明するのに、少し時間が掛かっちゃって……」

「無理もねえさ。こんなに大勢の部外者が来たらな」

　と、暁月は苦笑する。

「──で、良いのか？」

「うん、大丈夫。集落に入る許可は貰えたよ」

　そう言って、美兎は笑顔を見せた。

「ここに来るのは、キミも初めてだよね……」

　そして門の向こうへ足を進めると、くるりと振り返って。

　両手を広げる。

「ようこそ。ボク達の悠ゆうき久ゆう森林都市、フォレストニウムへ──」
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　それは圧巻の光景だった。

　暁月達が足を踏み入れたのは、自然と街とが究極の形で一体となった空間だ。

「凄い……」

　壮そう観かんな光景を眼にして、遥が呆然と呟いたのを暁月は聞いた。

　しかし、彼女を馬鹿にする気にはなれない。誰だれもが同じ気持ちだった。圧倒的な光景に眼を奪うばわれれば、自然と言葉は無くなって。後にはただ、感かん嘆たんだけが残される。

　それは巨きよ大だいな樹きだった。緩やかな斜面の上に生えた巨きよ大だい樹じゆは、その幹がそのまま居住スペースの外周になっていた。一定の高さ毎ごとに放射状にせり出した幹は、居住空間を幾つかの階層に分け、その上に民家と思われる建物を載のせている。その天てつ辺ぺんがどうなっているのかは、地面に立ったままでは視し認にんする事ができない。人の目に触れる事なく、ひっそりと存在し続けてきた魔族の里──それが、フォレストニウムの姿だった。

　そうしてその場に立ち尽つくす暁月達の下へ、一人の老いたダークエルフがやって来た。

　相当の老ろう齢れいなのか、背中が曲がった身長は低く、伸びた白い眉が瞳ひとみを隠しているため、その表情を窺う事はできない。そして、

「出で迎むかえが遅おそくなり、すみませんな」

「ウルム……！」

　知り合いなのだろう。美兎の声が明るく弾はずんだものになる。

「そっか……今はウルムがこの里の長だったね」

「はい姫ひめ様さま。姫様も、ご健勝のようで何よりですわい」

　ウルムは「ふぉっふぉっ」と笑うと、ふと暁月へ視線を向けた。左の眉を上げて、

「──アカツキ殿、ですな？」

　その問いに、周囲が息を呑んだのを暁月は聞いた。それは単なる名前の確かく認にんではない。

　魔族の里の長が訊ねているのだ。お前が、自分達の王を殺した者なのかと。

　しかし暁月は、ウルムの視線を真っ向から受け止めると、

「ああ──そうだ」

「ま、待って、ウルム……この人はっ」

　慌あわてて美兎が、こちらとウルムとの間に割って入る。

　するとウルムは「ふぉっふぉっ」と笑って、

「なあに姫様、彼に危害を加えるつもりはありません。我らは、ガリウス様のご遺志を知っておりますでな。心配はご無用です」

　そして、くるりと背を向けると、

「まずは、こちらへ。落ち着いて話せる場所へご案内しましょう」

　そう言って、ゆっくりと歩き始めた。

　ウルムの後に続きながら、暁月達は周囲を眺ながめてゆく。

　フォレストニウムには、多くの魔族の姿があった。彼らから向けられるのは、様々な思おも惑わくを含ふくんだ視線だ。ある者は疑念を、ある者は好こう奇きを、そして──ある者は無関心を。

　……それにしても、妙だな。

　暁月は、ふと僅わずかな疑問を得る。周囲の魔族達の反応が穏やかだった。仮にも魔王の娘むすめと、魔王の仇かたきが姿を見せたのだ。感情の良よし悪あしはあれ、もっと熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを受けるものと思っていたのだが。するとウルムが、こちらの内心を見み透すかしたように、

「ここに居るのは争いを嫌きらい、戦う事を選ばれたガリウス様とは歩む道を異にした者ばかりでしてな。そこへ、ガリウス様が亡なくなられて戦う事を止め、静かに暮らす事を選んだ者達が移り住んだのです」

「成なる程、それでか……」

　暁月は理解する。先さき程ほどのウルムの言葉の意味と併あわせて。美兎が前に話してくれた事がある。ガリウスが死に、自分も暁月の世界へ行く事を決めた際に、残された魔族達には全てを忘れて、ゲイルペインの森で静かに暮らすように伝えたと。きっとそれが全てなのだろう。ガリウスが死んだ今、彼らの中ではもう戦争は終わっているに違いない。

　彼らは今も忠実に、ガリウスと美兎の言葉を守り続けているのだ。



　そしてウルムが案内してくれたのは、中層階の一角にある彼の自宅だった。

　仄ほのかに甘あまい樹木の香かおりに包まれた、穏やかな空間。

　暁月達は勧すすめられるままに、柔らかな植物の座ざ布ぶ団とんに腰を下ろす。

「どうぞ……」

　ウルムの家族と思しき女性が、落ち着いた所作でお茶を淹いれてくれる。

　するとカップを受け取った千影が、暁月と美兎以外が抱いていた想おもいを口にした。

「魔族って聞いていたから、もっとおどろおどろしい姿をしているのかと思っていたんだけど……ほとんど人に近い姿をしているんだね」

　ここに来るまでに見かけた者達の事を、思い出しているのだろう。彼らの中には、獣けものの耳や尾おがある以外は、人間にしか見えない者達もいた。暁月は「まあな」と呟いて、

「ワーウルフを始めとする獣人は、通常はほとんど人と同じ姿だからな」

「それじゃあ、この世界で人が魔族を恐れ、対立しているというのは──」

　葛葉の言葉に、暁月は頷うなずいた。そして、静かに口にする。アレイザードの真実を。

「ああ──根底にあるのは、強大な力を持つ者達を恐れた結果生まれた、人種差別だよ」

　人は動物を差別しない。だが、自分と異なる人間は差別する。

　肌はだの色が違う、瞳の色が違う、髪かみの色が違う、信しん仰こうが違う。そうやって人という種は、自分とは異なる者を忌き避ひしてきた。そしてそれは、暁月達の世界でも行われてきた事だ。

　理り不ふ尽じんな侵しん害がいと弾だん圧あつ──それは世界が必ず抱かかえる闇やみの一つなのだから。

　すると、海堂がふと気付いたように、

「おいおいアッキー、だったらこの人達はただの被ひ害がい者しやだろ。そんな人達のために戦っていた魔王を、差別する側と一緒になってやっつけて、自分は勇者とか気取ってたのかよ」

　その言葉に、誰もが息を呑んだ。海堂の言葉は、ここまでの事情を聞いた者ならば、誰もが抱く感想だったからだ。だが、暁月を咎とがめようとする者はいない。異世界に召喚されたばかりの段階では、その人間は何の力も持っていないのだ。元の世界へ戻るためには、誰もがガムシャラに生き抜いてみせるしかない。異世界へ召喚された少年少女が一番最初に捨てる物──それは綺き麗れい事ごとだ。それ程までに過か酷こくな状況に、彼らは投げ出され、そして生せい還かんしているのである。だがそれでも、凰沢暁月は言い訳をしようとは思わない。

「俺は自分を勇者と名乗った事はねえが……そういう見方もできるかもな」

「確かに、人間は我らを邪じや悪あくと決め付け、我らはそれに反発しているのが、今の対立関係の原因ですな……しかし」

　ウルムは続ける。アレイザードの人と魔族の歴史は、複雑な問題を孕はらんでいるのだと。

「我々は、自分達を一方的な被害者と訴うつたえる事はできません。古い時代には、我らが力で劣おとる人間を隷れい属ぞくさせていた時代もあるのです。そして、その前はやはり人間が我らを迫はく害がいしていた……。そうやって我々と人間は、永きに亘わたって対立してきたのですよ。それは最も早はや、どちらが良い訳でも悪い訳でもない。ただ互いに自分と自分の大切な者を守りたくて……すれ違ってしまったのですよ、私達は」

　俯うつむき、寂さびしそうに笑うウルムに、葛葉が問い掛ける。

「……貴方あなた達たちと人とが平等だった時代は、これまでに一度もなかったの？」

「かつて──太古の昔には、我らと人が共に在ったという時代が存在したとも言われておりますが、今となっては難しいでしょうな……」

　と、ウルム。「それでも」と顔を上げると、暁月を見据えて、

「我らを邪悪な存在として、戦う意思のない者にまで刃やいばを向ける人間ばかりの中で……アカツキ殿は違いましたな。静かに暮らそうとする我々のような者を、決して害そうとはしなかった。誰よりも先頭に立ち、ガリウス様と戦っていたアカツキ殿が、常に高潔であったから──シェルフィードを始めとする多くの人間が貴方の考えに賛同し、必要以上の戦せん闘とうを避さけるようになってくれたのです」

　ウルムの言葉に、事情を知らなかった千影と葛葉、そして遥と海堂が眼を見張る。

　その視線を受けた暁月は、「勘違いするなよ、お前ら」と嘆たん息そくして、

「人の事を良く言いすぎだな、ジイさん……そんな大層な事をした覚えはねえよ」

「──でも、父さんを倒した時点で戦争を終わりにして、それ以上はボク達を殺さないようにって、諸国を説得して応じさせたのはキミだよ。キミの言葉がシェルフィードを動かして、そして世界を動かしたんだから……」

　と、美兎。真しん摯しな瞳で、

「父さんの遺ゆい言ごんだけじゃない。そんなキミだから、ボクは共に行こうって決めたんだよ」

「或あるいは、ガリウス様も確信しておられたのでしょう。もし自分を倒すとしたら、それはアカツキ殿以外いないだろうと。むしろ、そう望んでいたのかもしれません。だからこそ、自分を倒した者と共に生きろと、そう姫様にお言葉を遺のこされたのではないですかな……」

　そう言うと、ウルムは改めて暁月に向き直った。

　そして、ゆっくりと頭を下げてくる。

「生前ガリウス様は、貴方がいたずらに我らの同どう胞ほうを殺す事なく、正々堂々と戦ってくれた事を感謝しておりました。そしてあの方の遺志を汲くみ、こうして姫様を守り支えていただいている事……今は亡き我わが王に代わり、礼を言わせていただきますぞ、アカツキ殿」
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　フォレストニウムの巨大樹。その奥の森の中に、清せい廉れんな空気に満ちた空間がある。

　美しくたゆたう蒼あおと碧みどりの色しき彩さい。それは圧倒的な透とう明めい度どを誇ほこる清泉だ。

　その泉の中に、一糸纏まとわぬ姿の凰沢美兎の姿があった。

　五泉いずみ千影、桐どう元もと葛葉、七瀬遥の三人もだ。

　美兎達は今、水浴びをしている。外の世界で過ごした際に付いた『穢けがれ』によって、森の精せい霊れいが不安にならないよう、禊みそぎを行い身体を清めるよう勧められたのだ。

　滑なめらかな水の温度はかなり低いが、不思議と寒さを感じる事はない。あるのはただ、身が引き締しまるような、心ここ地ちの良い冷たさだけだ。

「……………………」

　美兎は片手で掬すくった泉の水を、そっと身体に滑すべらせながら、

　……やっぱり、また戦争になろうとしているんだね……。

　これからの事を想い、キュッと唇くちびるを噛かみ締めた。先程までウルムの家で行われていた話し合い。そこで得られたのは、数日前に突とつ如じよ人間達たちの軍が、森へ侵しん攻こうを開始したという情報だった。やって来たのはディスディア、アレクラスタ、そしてシェルフィード。父ガリウスを倒すために、軍事同盟を結んでいた三国だ。リルルを捕まえようとしていたシェルフィードの兵から暁月が聞き出した情報では、ゲイルペインの国境沿いに監かん視し目的で展開していたディスディアとシェルフィードの混成部隊が、魔族によって壊かい滅めつさせられた事が発ほつ端たんらしい。ただフォレストニウムは、概念魔法の封印によって他者の侵しん入にゆうを阻はばんでいるため、現在の所は周辺の森を包囲される以上の事にはなっていないのだという。

　……だけど。

　ウルムは言っていた。自分達は、監視部隊を襲ってなどいないと。

　それを聞いた暁月が、ポツリと言っていたのを美兎は覚えている。

　──どうやらその辺りが、今回の鍵かぎになりそうだな。

　人間達が単に誤解をしているだけなら、それを解けば軍を引いてくれる可能性はある。

　だが、もしこれが何者かの策略で、魔族を滅ほろぼすための理由を演じていたとしたら。

　人間達の中に、戦争を望んでいる者がいるという事だ。

　……でも、その可能性が一番高いよね。

　魔族を殲せん滅めつする──そのために自分を捕らえに来たと、あのフィル・バーネットは言っていた。だとしたら、それが失敗したから次の手に出たと考えるのが自然だろう。或いは、元からそういう計画になっており、同時に動いていたのかもしれない。

　──ただ魔族の中にも、人間に対して抵てい抗こうを続けている勢力がない訳でもない。

　そういった者達はゲイルペインを離れ、他の土地で独自の集落を形成していると聞く。今回の件が、彼らの仕し業わざだという可能性は捨てきれない。だが、と美兎は思う。フォレストニウムに居るのは、争いを嫌い、この場所で静かに暮らす事を望んでいる者達なのだ。

　そんな彼らが戦火に巻き込まれるような事になるのは、断じて避けなくてはならない。

　……何とかしなくちゃ……絶対に。

　たとえ、どんな事になろうとも──この事態の原因は、美兎が関係しているかもしれないのだから。美兎が、そう心に固く誓ちかった時だった。

　背後から、にゅっと伸びてきた二本の手が、美兎の胸を鷲わし掴づかみにした。

「っっわあああああああっ!?　い、いきなり何してるのさキミはぁっ！」

　美兎は叫さけび、手を振りほどこうとしながら背後の暁月を振り返った。

「え…………あれ？」

　しかし思わずキョトンとなる。そこに暁月の姿はなかったからだ。

　美兎を背後から抱きすくめていたのは、一いつ緒しよに水浴びをしていた少女。

　五泉千影だ。そして千影は、ニンマリとした笑みを見せて、

「ん～？　今、一体誰と勘かん違ちがいしたのかな？」

　その言葉に、みるみる美兎の顔が赤く染まる。胸を揉もまれたままでいる事も忘れて、

「べ、別に……勘違いなんてしてないよ？」

　何とか取り繕つくろおうとする美兎の耳に、千影が口元を寄せてきた。

　そして悪いた戯ずらっぽい声で、そっと真実を囁ささやく。

「──暁月だと思ったんだろう？」

「ち、違ちがうよっ！」

　こちらの必死な言い訳にも、千影は眼を弓にしたまま、

「やっぱりいつもされていると、条件反射が出ちゃうのかな」

「ちょっと待ってよ『いつも』って何さ！　ボク、そんな事されてないよ！」

　心外だと美兎は憤ふん慨がいする。すると千影は不思議そうに、

「あれ？　でも、本当の兄きよ妹うだいじゃなかったんだろう？　若い男女が一つ屋根の下に二人きりで、何もないなんて信じられないな」

　それに、

「大体あたし達に事情を話してくれた時──あんなに自然に胸を触さわられてたじゃないか」

「あれは、単にあの人がおかしいだけだよっ！」

　叫んでから、美兎は嘆息する。

「もう……何でいきなりこんな真ま似ねしたのさ？」

　その問いに対する言葉は、驚くほど静かに返って来た。

「──美兎が、また一人で抱え込もうとしていたからね」

　え、と眼を見開いて、美兎は千影を見る。すると千影は、穏やかな笑みを浮うかべて、



    

  
    
      「確かにこれは美兎の問題だ。でも、美兎は一人じゃない。今この世界には暁月も居るし、あたし達だって居る。だから、美兎一人が頑がん張ばる必要はないんだ」

「──五泉の言う通りだわ」

　ふと、横から重ねられた同意の声に、美兎は見る。桐元葛葉がすぐ傍そばに立っていた。

「委員長……」

「凰沢君だけじゃない。私達だって貴女あなたの力になりたくて、こうしてここに居るのよ。だから、一人で何とかしようとか、そんな悲しい事は思わないで。頼たよりないかもしれないけれど、それでも私達だって何かの力にはなれる筈はずだから……」

　いつも通りの抑よく揚ようのない声。だけど、そこには精せい一いつ杯ぱいの想いが込められていて。

　……そっか……うん、そうだよね。

　いけないと美兎は思い、とっさに「ゴメンね」と口にしそうになって、しかしそうじゃないと考え直す。今言うべきなのは、謝罪の言葉ではない。だから、

「ありがとう。千影さん、委員長──」

　凰沢美兎は微笑ほほえんだ。そして素直な想いを口にする。

　大切な友達──その存在を表す言葉を。

「心強いよ……二人が居てくれて」

　するとこちらの言葉に、千影と葛葉もまた笑みを返してくれて。だから美兎は、心に新たな勇気を得る。──よって、後は当面の問題だ。

「千影さん、いい加減こそばゆいんだけど……そろそろ胸から手を離してくれないかな」

「──おっと、そういえば」

　そう言いながら、しかし千影は手を離そうとしない。

「ちょ、ちょっと……」

　美兎は躰からだをくねらせながら、困惑の声を上げる。

　……えっと、これってどうすれば良いの？

　どうにも上う手まい拒こばみ方が解らない。もしも相手が暁月なら、問答無用でしばき倒せば、それで問題は解決するのだが。いかんせん相手は同性で、そして友達である。

　……あ、千影さんって女の子が好きな人なんだっけ？

　そういえば以前、千影は体育倉庫で女の子と逢おう瀬せを楽しんでいた。その現場を目もく撃げきした時の事を思い出し、美兎は妙に納得。だがそんな事を思い出しても、何の意味もなかったが。そして千影は、確かめるような手付きでこちらの胸に指を埋めながら、

「美兎、また胸が大きくなってないかい？　やっぱり、毎晩暁月にされてるからかな」

「ひ、人聞きの悪い事をっ！　ボク、毎晩なんて揉まれてないよっ！」

　思わず美兎が反論すると、葛葉がポツリと、

「でも、揉まれている事は否定しないのね……」

「うっ──」

　美兎は思わず言葉に詰つまる。別に自分と暁月は、千影や葛葉が考えているような関係ではない。だが、暁月の事を好きかと問われれば、その答えは間違いなくイエスだと美兎は思う。そして男女の関係にこそなってはいないが、それでもこれまでに、何度か暁月に胸を触られているのは事実だ。すると、また千影がこちらの耳に口元を近づけて、

「──で？　暁月に揉まれている時はどんな感じなんだい？」

「ど、どんなって……」

　問われ、美兎は思わず縮こまった。思わず脳が言葉に反応してしまう。そして刺し激げきされ、蘇よみがえった記き憶おくは鮮せん烈れつだ。それは千影にされているような、くすぐったさとは違っていて。

　……だって、あの人にされると……。

　美兎は、暁月に触れられた時に感じる、甘く切ない感覚を思い出す。それだけでもう、躰の奥が仄かな熱を持った。暁月の手によって、導みちびかれるように躰が敏びん感かんに研とぎ澄すまされてゆく、あの感覚……それは、こちらの抵抗の一いつ切さいを奪い去る、余りにも優やさしい蹂じゆ躙うりんだ。

　凰沢美兎は、その感覚を知っている。だから、恥はずかしすぎてどうにかなりそうで、

「……か、勘かん弁べんして下さい」

　消え入りそうな声で短く呟くのが、恋こいする少女の精一杯。
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　千影と共に美兎をからかっていた桐元葛葉は、ふと視線を感じて背後を振り返った。

　すると泉の畔ほとり、視線の先の木こ陰かげから顔を出し、こちらを見ている幼い少女が居る。

　ダークエルフの少女リルルだ。リルルは葛葉と視線が合うと、慌てて木陰に身を隠した。

　しかし、すぐに再び顔を出すと、ジッとこちらを見つめてくる。

「…………………………」

「……えっと」

　無言のままのリルルに、どうしたものかと葛葉は思う。視線が合ってしまった以上、今いま更さら無視をするというのも気が引ける。どうやら何か用があるようだが、近寄って来ない所を見ると、まだこちらに対する警けい戒かい心しんがあるのだろう。

　……多分、凰沢さんよね。

　だったらと、葛葉は美兎を呼ぼうとして、

「んあっ、ちょっ、千影さん……んうっ、それ以上したら怒おこるよ、ボク……やあんっ」

「ふっふっふ。止めて欲ほしかったら、暁月にどうされているのか言って貰もらおうか」

　妙にピンク色の声が聞こえてきたため、取り敢あえず向こうの事は華か麗れいにスルー。

　……参ったわね。

　幼い瞳に見つめられながら、こういうのは苦手だ、と葛葉は思う。それでも葛葉はリルルの方へと、泉の水を掻き分けて進み始めた。近付き過ぎれば逃にげてしまう。だから接近は慎しん重ちように、逃げられないギリギリの距きよ離りを見み極きわめて。しかし目測を誤ったのか、

「────っ」

　リルルが、あっという間に木陰に隠れ、森の奥へと逃げていってしまう。だから葛葉は、苦笑と共に小さく嘆息して思う。やはり自分は、こういう事には向いていないと。

　だから美兎達の方へ戻ろうと、くるりと背を向けた時だった。背後から草を踏む音が聞こえたのは。そして振り返れば、先程と同じ木陰から、顔だけを出してこちらを見るリルルが居て。葛葉は小さく苦笑すると、湖の中から岸の方へ、そっと手を差さし伸のべる。

「一緒に入る……？」

「…………………………」

　対するリルルは無言だった。だが、今度は逃げるような事はなくて。

　やがてコクンと頷くと、着ていた服をもそもそと脱ぬぎ始めた。

　……この子の身長だと、足が着かないわね。

　泉の水深は、リルルの身長よりも上だ。つたない手付きで服を脱いで裸はだかになったリルルを、葛葉は脇わきの下から両手で持ち上げると、抱き寄よせるように自分の胸へ。すると葛葉の腕の中、リルルの小さい手が、こちらを信頼するように首の後ろに回された。

「怖くない……？」

　自分と、泉の深さと──二つの意味で葛葉は問い掛かける。すると、

「……ん」

　小さいながらも、確かな頷きと声を聞き、葛葉は「そう」と小さく微笑んだ。

　そして美兎と千影のいる方へ泉の中を移動しながら、桐元葛葉は思う。

　……まだこんなに小さい子なのに。

　そんなリルルに、戦争という脅きよ威ういが襲い掛かろうとしている。腕の中で確かに感じるのは、命という名の温ぬくもりと重みだ。葛葉は思い出す。かつて自分は召しよ喚うかんされた異世界で、これと同じものを失ったのだと。自分の腕の中で、失われていった命があった。その経験は、今でも葛葉の心に消える事のない傷として刻まれている。それはきっと、生しよう涯がい癒いえる事はないだろう。桐元葛葉には、抱え続けている後こう悔かいがある。だが、それ故ゆえに自分はここまで強くなれたのだ。──だから、今度こそ守ってみせる。

　大切な友達と、友達が大切にしているもの──その両方を。

「──おや」

　すると、美兎を背中から抱きすくめている千影が、ふとこちらに気が付いた。

　そして葛葉とリルルを見るなり、穏やかな笑えみを作って、

「新しん鮮せんだね、そんな風にお姉さんをしてる委員長は」

「……そうね」

　ＪＰＮバベルでは飛び級をしているため、籍せきを置く高等部ではいつも、常に年上に囲まれているのが桐元葛葉の実情だ。葛葉が小さな苦笑を浮かべると、

「た、助けてっ、委員長っ！　委員長からも、千影さんに何とか言ってよっ！」

　顔どころか首まで赤くした美兎が、必死に助けを求めてくる。

　流石さすがに少し気の毒に思い、葛葉は助け船ぶねを出してあげようとして、ふとそれが眼に入った。千影から逃のがれようと美兎がもがく度、葛葉の眼の前でそれが揺ゆれる揺れる。

　まるでこちらに見せ付けるかのように──たわわに揺れる美兎の胸に、葛葉は微かすかな苛いら立だちを得る。こちらが現状、遺い憾かんながら周回遅おくれになっている事を知りながら、良い度胸だ……胸だけに。あそこまで量感たっぷりに主張されると、流石に少々目め障ざわりだ。

　桐元葛葉は思う。現実とは残ざん酷こくだ。たとえ友達であっても、時に敵となる事は充じゆ分うぶんに有り得るのだと。だから葛葉はリルルに耳打ちをして、そのまま美兎の方へと向かせた。

「え、何……？」

　怪け訝げんそうに見る美兎に、リルルは純じゆ粋んすいな眼まな差ざしを返して、



「……ひめさまは、あかつきにおむねをもまれると、きもちいいの？」



「へ…………？」

　一いつ瞬しゆん、言葉の意味が解らなかったのだろう。

　美兎は眼をパチクリとさせると、みるみるその顔を真っ赤にして、

「わーっ、何言わせてるのっ！　こんなに小さい子供に、何言わせてるのさ委員長っ！」

　それまで以上に、声を大にして騒さわぎ始めた。



９



　そしてそんな美兎達の様子を、泉の少し離れた場所で七瀬遥が眺めていた。

　まるで戯たわむれるかのように、互いの友情を確認し合っているその姿を見て、遥は思う。

　かつて異世界に召喚される以前、自分にもあのような友人が存在していたと。だが異世界に召喚され、特別自治区へやって来て、バベルに通うようになってからは、あのように友人と騒ぐ機会は得ていない。入学してすぐに、その優ゆう秀しゆうな能力を認められ、氷神京也の生徒会に抜ばつ擢てきされたからだ。無論、京也や遼りよ平うへい、それに美み奈な巳みは自分の大切な友人である。だが彼かれらとはあくまで、互いに尊敬し合える戦友のような関係で、責任ある立場上、決して馴なれ合いになる事はないよう心ここ掛ろがけている。その上で、同性の美奈巳とは女友達として良好な関係を築けているとは思うが、いかんせん彼かの女じよはやや感情の起き伏ふくには乏とぼしいタイプだ。ああした密接なコミュニケーションをしてくる事はないし、こちらもできない。

　だから遥は思う。ああやって素直に自分を曝さらけ出せる関係が、少しだけ羨うらやましいと。

　──そして、そう思ったのと同時にそれが来た。

　いきなり背後から抱きしめるようにして、自分の胸が揉まれたのだ。

「～～～～～っ」

　まさか自分に矛ほこ先さきが向くとは考えていなかった。思わず悲鳴を上げそうになり、しかし遥は必死になってそれを堪こらえる。ここで下手に取り乱せば、イタズラを仕し掛かけてきた千影はおろか、美兎や葛葉にまで弱みを見せる事になってしまう。突とつ然ぜんの事に慌ててしまったが、こういう女の子同士のスキンシップにおける対応は、自分も心得ているのだ。

　……っと、いけませんわね。

　久しぶりの事態を、少しだけ嬉うれしいと思う自分がいる。或いは、それは感傷かもしれない。だが、たまにはそれも良いだろうと遥は思う。少し位ならば、自分を許しても。

　だから遥は、自分の胸に触れている手に、そっと自らの手を重ねると、

「もう……駄だ目めですわよ、こんな子供っぽい真似をしては」

　優しく窘たしなめる口調と共に、首から上だけで背後の千影を振り返った。

　だがそこに居たのは、全ぜん裸らの暁月だった。

「は………………？」

　その瞬しゆ間んかん、七瀬遥の世界が静止した。現実が、完全に精神を上回ったのだ。思考のブレーカーを落としたまま、それでも遥は見て聞いた。暁月が少しだけ困ったように、

「結構攻せめたつもりだったんだが……これを子供っぽいとか言われちまうとな」

　仕方ねえ。

「お望み通り、今度は大人な俺おれを全開で」

「っっきゃああああああああ────っ！」

　何かを言おうとした全裸の言葉を、遥は絶ぜつ叫きようで掻き消した。

　だが、それでも現実は消えてくれない。暁月の腕うでの中で、遥は暴れながら、

「あ、あ、あっ、貴方っ、何をしてるんですのっ、凰沢暁月っ！」

「いや……あんまりアンタが切ない眼めェして、アイツらの事を羨ましそうに見てたんでな。俺で良ければと思ってよ」

「お、大きなお世話にも程がありますわよっ！」

「何だよ、遠えん慮りよするなよ副会長……お前が言ったんだぜ？」

　遥の胸を揉みながら、フッと暁月は笑って、

「見せてやるよ、お前に……大人な俺の全開って奴やつを。そしてお前は、自分が何も知らない子供だったと思い知る事になる」

　すると、

「フ……フフ、フフフフッ」

　怒いかりで肩を震ふるわせ始めた遥は、ふと頭の中でプチっという音がしたのを聞いた。

　もうこれ以上は限界だ。だから一気に意識を集中させる。

　そのまま風の魔法を、殺す勢いで発動させようとして──しかし愕がく然ぜんとなった。

「っ？　そんな……魔法が使えない？」

　予想外の事態に、「ああ、そいつはな」と暁月はふと思い出したように、

「次元シフトしたばかりで、魂たましいと肉体の状態が安定してないんだ。個人差はあるが、この世界に馴れるまで数日は、魔法を使うための意識チャンネルは上手く繋つながらねえよ」

「そ、そんな……」

　絶望的な声を上げる遥に、暁月は穏やかな笑え顔がおで言う。

「何、悲しむ事はねえ……俺が魔法よりも凄え、大人の世界をお前に教えてやる」

　すると背後から、



「──魔法は駄目でも、武器の具現化はできるんだよ」



　そう声がしたのと同時。

　具現化された美兎の聖錫が、横薙なぎの軌き道どうで暁月の側頭部へ吸い込まれ。

　鈍にぶい音と共に、暁月が盛大に横へと吹ふっ飛んだ。



　──それから、ひとしきり全員で、暁月をタコ殴なぐりにした後。

「全く……」

　いそいそと服を着終えた遥は、怒りと恥ずかしさで頬を赤く染めたまま暁月を見た。

「一体どういう頭をしているんですの、貴方は？」

「別に。女が水と戯れていたら、混ざりたいと思うのが普ふ通つうだろ」

　服を着ながらしれっと言う暁月に、遥は青筋を立てながら、

「たとえそう思っても、普通それを実行に移しますっ？」

「ふ、副会長さん、落ち着いて……ホラ、子供も居るんだよ？」

　とっさに美兎がこちらを宥なだめてくる。

　その言葉にふと見れば、リルルの純粋な瞳が遥を見つめていて、

「くっ……」

　仕方なく遥は怒りの矛先を収める。そして信じられないように美兎達たちを見ながら、

「貴女あなた達たちもこの男に肌を見られていますのに……良く平気でいられますわね」

　すると、美兎と千影、それに葛葉の三人は顔を見合わせた後、

「ボク達は……その、多少免めん疫えきとかあるから」「うん。これ位なら、まあ想定の範はん囲い内ないだよね」「私達は、もっと凄すごい事とかされているし……」

「は？　も、もっと……？」

　美兎達の反応に、七瀬遥は思わず眼が点になる。裸を見られた女の子の感想が「免疫がある」「想定の範囲内」「もっと凄い事されてる」というのは、激しくどうなのかと。

　……わ、私の方がおかしいんですの？

　すると暁月が笑顔で歯を見せながら、こちらの肩をポンと叩たたき、

「心配すんな──すぐにお前も慣れるさ」

「そんな事になる方が、心配ですわよっ！」

　遥は、馴れ馴れしく肩に置かれた暁月の手を払はらいのけると、キッと暁月を睨にらんだ。

　問う。

「凰沢暁月……貴方、解っているんですの？」

　自分が何をしているのか──そして、自分がどんな状じよう況きように置かれているのか。

　成り行きで付いて来てしまい、そのまま今に至っているが、この状況は異常事態なのだ。

　自らの意思で次元シフトを行い、異世界へ飛んだ事。美兎がこのアレイザードの住人だった事。そのどちらもが、見過ごす事のできない重大事件であり、そして重要事実だ。

　バベルの生徒会に属する自分には、この件を委細包つつみ隠さず報告する義務がある。

　……でも、もしそうなれば彼らは……。

　七瀬遥は確信する。そうなった場合、恐おそらく暁月と美兎は、罪に問われる事になると。

　重要な事実を隠いん匿とくしていただけでも問題なのに、ランキング戦では美兎を狙ねらう存在によって、ＪＰＮバベル自体が危機に陥おちいっている。極きよ刑つけいなどという大げさな事にはならないとは思うが、少なくとも暁月の禁固は免まぬがれないだろう。彼の能力の高さは確かに魅みり力よく的てきだが、もし下手に反はん抗こう的てきな態度を取れば、生しよ涯うがいを隔かく離り施し設せつで過ごす事になる。

　……ですが、それ以上に問題なのは彼女の方……。

　遥は、チラと横目で美兎を見た。これまでに異世界に召喚される事はあっても、異世界の住人が自分達の世界へやって来たという話は聞いた事がない。もし美兎の正体が公おおやけになれば、その稀きし少よう性せいから間違いなくバベルの厳重な管理下に置かれる事になるだろう。そしてそこから先は、幾いくらでも最悪のケースを考える事が可能だ。

　……どうすべきなのでしょうね。

　美兎の事情を鑑かんがみれば、確かに仕方のない事だったのかもしれない。美兎に残されていた選せん択たく肢しはきっと本当に少なくて……彼女と暁月が選んだものは、考え得うる限り最善のものだった筈だ。そう──他ほかに方法はなかった。だとしたら、もしそれを許さないとしたら、美兎の未来は破は滅めつか死しかなかった事になる。

「……………………」

　そうした事情と状況を知った上で、七瀬遥は思う。自分が抱える理性と感情──そのどちらを優先するべきかと。遥は自分が今、苦い顔をしているのが解る。それは選ぶべき方を決めかねているからだ。すると、

「──悩なやんでくれるんだな」

　ふと、静かな声がする。顔を上げれば、そこに穏やかな表情の暁月がいて、

「サンキューな。アンタの立場を考えれば、本当なら答えは一つしかねえ。なのに迷っているって事は、それはアンタが優しいからだ」

「わ、私は別に……」

　迷ってなんか──そう言おうとして、だけど言えなくて。

　だから遥は認めざるを得ない。自分は今、確かに迷っているのだと。すると、

「もし考えを決めかねているなら──答えを出すのはもう少しだけ待ってくれねえか？」

　そう言って、暁月は美兎の肩を抱だいた。

「俺とコイツが、これからこの世界で何をするのか──それを最後まで見届けて、その後で聞かせて欲しいんだ。アンタがどうするのか……その答えってヤツを」

　暁月の提案に、遥はしばし黙もつ考こう。そして、

「………………良いでしょう。解わかりましたわ」

　承しよ諾うだくする。どの道、暁月や美兎の事を報告するのは、元の世界へ戻ってからになる。

　ならば、この世界での二人の行く末を見届けてからでも、考えを決めるのは遅くない。

「良し……決まりだな」

　遥の返答に、暁月は満足そうに笑みを浮かべて。

「──それじゃあ、これからの話に入るとするか」



　凰沢暁月は告げる。

　まずは今、この森の周囲を囲んでいる軍勢を何とかしなくてはならないと。

「そこでシェルフィード、ディスディア、アレクラスタの三国に会談を申し入れ、何とかこちらの事情を説明した上で、軍を引いて貰えるように交こう渉しようしようと思う訳だが……」

　と、暁月。既すでにウルムには、交こう渉しよ役うやくを任せて貰っている。もし今、三国同盟軍を引かせられるとしたら、それは暁月を措おいて他にいないと理解しているからだ。

「とはいえ、既に一いつ触しよ即くそ発くはつの事態を考えると、動くとしたら極ごく秘ひ裏りじゃないとまずい。そこで、メンバーを二手に分けようと思う。実働隊として必要最低限のメンバーが交渉へ向かい、残りは待機組としてこの里に留とどまって、万一の襲しゆ撃うげきに備える」

　異論はないと、美兎達が頷きを返したのを暁月は確認し、

「交渉へ行くのは俺の他に、当事者の美兎。そして──副会長、アンタだ」

「私……ですの？」

　意外そうに驚おどろく遥に、暁月は「ああ」と頷いた。

「俺と美兎以外に連れて行くとしたら、アンタが一番適任なんだよ」

　今回暁月達は、相手の懐ふところ深くにまで入り込まなくてはならない。当然、何か起きないとも限らないのだ。だから、万一のための事態を考えておく必要がある。

　その点、遥が得意とする魔ま法ほうは、移動力に優すぐれた風系統だ。今でこそ次元シフトの影えいき響ようで魔法が上手く使えないが、程ほどなくそれも解消される。いざという時には、同じ風系統の美兎と一緒に逃げに徹てつすれば、余よ程ほどの相手じゃない限りは捕つかまる心配はないだろう。

「何より、アンタは俺おれ達たちの事を見極めなくちゃならねえんだ。だったら当然こっちだろ」

「……成る程、道理ではありますわね」

　遥が納なつ得とくしたのを確認して、暁月は美兎に向き直る。

「お前もそれで良いな？」

「うん……それで良いよ」

　静かな了りよう承しようを美兎は返した。既に覚かく悟ごを決めているのだろう。

　その表情からは、固い決意が見て取れる──少し気負い過ぎな程に。

　……ま、無理もねえか。

　魔王の娘という自身の立場に、戦争寸前というこの状況だ。気楽に考えろという方が無理だろう。それは悪い事ではないが、ともすれば周りが見えなくなりかねない。そして、いざという時の判断に影響を及およぼす事もある。だからこそ、暁月は遥を同行者に選んだのだ。千影や葛葉では、心情的に美兎に近すぎる。いざという時に、感情的になった美兎を最も早く、無む理り矢や理りにでも連れて逃げてくれるのは、この中では間ま違ちがいなく遥だ。

「つー訳で、五泉と委員長は一いつ旦たん待機だ。悪いな」

「了りよ解うかい。委員長と良い子にして待ってるよ」

　軽口を叩く千影の隣となりで、葛葉がリルルを抱きかかえながら、

「……凰沢君は、敵が攻めて来る可能性をどれ位だとみているの？」

「そうだな……」

　真しん剣けんさを含んだ問いかけに、暁月は表情を改めて、

「今もこのフォレストニウムに攻めて来ていない事や、リルルを捕まえようとしていた事を考えると、向こうが概がい念ねん魔ま法ほうの封ふう印いんを解く可能性は、かなり低いと思う。だが、ゼロって訳じゃねえ。念のために用心しておくにこした事はない……って所かな」

　だからこそ、凰沢暁月はチームを二つに分け、そして『彼』をこちらへ配置する。

「──そういう訳だから海堂、お前もここで留守番な」

　そう言うや、

「おいおい……つれないぜアッキー。また俺を置いて行っちまうのかよ？」

　不満の言葉と共に、傍の茂しげみの陰から、いきなり海堂が姿を現した。

「聞いてりゃ、勝手にズバズバ話進めて。俺の意思は完全無視とか、それってどうよ？」

　不平を漏もらす海堂に、暁月は呆あきれたように、

「あのな……力のバランスを考えたら、どう考えても俺の代わりはお前──」

「──おおっと、アッキーっ！　ちょっと男同士で内ない緒しよ話ばなしとかどうよっ？」

　突如、神速の海堂の手によって強ごう引いんに口を塞ふさがれると、そのまま暁月は離はなれた木陰の方へと連れて行かれる。そこでようやく解放された暁月は、

「何すんだよ、いきなり？」

「それはこっちの台詞せりふだ。いきなり何を言い出そうとしてるんだよ、アッキー？」

　と、ヒソヒソ声で海堂。

「高次生命体の巨大ドラゴン、一人でぶった斬ぎったバケモンのアッキーの代わりを、平和と平へい穏おんをこよなく愛する一いつ般ぱんピーポーの俺がする？　馬ば鹿かじゃねーの？　そんな悪い冗じよう談だんを、もしあの副会長が本気にしたら、俺の静かな学園生活はどうなるんだよ」

「誰が馬鹿だ。黙だまってここで待ってりゃ良いのに、お前が言う事聞かねえからだろうが。ドサクサでここまで勝手に付いて来やがったクセして、態度がでけえんだよ態度が」

「あっ、そういう言い方しちゃうかよ？　ランキング戦の時に、人に鬼おに塚づかって奴運ばせておいて、恩を仇で返すのがアッキーのやり方かよ？」

「そんなのはな、人のプライバシーに勝手に首突っ込んだ時点でとっくに帳消しだ」

　海堂と互たがいに額を押おし付け合っていた暁月は、ふと距離を離して嘆息し、

「つーか、これでもし副会長の代わりにお前が来たとして。副会長が最後まで、俺らの味方になるのに乗り気にならねえまま、帰ってからバベルで今回の件を報告したりしたら、そっちの方がお前の学園生活的にはマズイだろうよ。アイツは真ま面じ目めだから、本当に何もかも包み隠かくさず話すと思うぞ？」

「うわ……やっぱそう思うかよ？」

　激しく嫌いやそうな顔をする海堂に、暁月は相あい槌づち。

「ああ。そうしたら当然、お前も異世界に二度行った事が知られる事になる。きっと問題になるだろうなぁ……そんで色んな事を調べられて、やましい隠し事ごととか全部バレちまう訳だな。実力を過小に隠してる奴は、突っ込まれるぞ～」

「いやいや、俺には大した力はねえから……そんな事にはならねえよ」

「ああ、無理無理。その時は俺がチクるから。ある事ない事」

　ふふんと強がる海堂に、暁月は満面の笑顔で告げる。そう──たとえば、

「──お前が『朱あけの黄たそ昏がれ』だ、とかな」

　暁月の何気ない一言が生んだのは、しばしの沈ちん黙もく。そして、

「フフフ、フフフフフフフフ」

「ハハハ、ハハハハハハハハ」

　互いに声を上げて笑い合い──次の瞬間、暁月と海堂は激しく額をぶつけ合って、

「テメー、アッキーこの野や郎ろう。さてはお前、冗談で人を社会的に抹まつ殺さつする気だな？」

「うるせー。こうなりゃ一いち蓮れん托たく生しようだ。観念して俺に協力しやがれ」

　そうして押し問もん答どうする事、実に数分。話を付けた暁月は、海堂と肩かたを組んで美兎達の下もとへと戻もどっていった。そして爽さわやかな笑顔で、

「おーし喜べお前ら。海堂君は、快くこの場に留まってくれるそうだ」

「…………ははっ、どうも……ヨロシク」

　と、引き攣つった笑みで海堂。明らかにそれは、不満の表情だ。すると、

「あの……ありがとう、海堂さん」

　美兎が海堂の手を取って、

「ボク達が居ない間、この里の事よろしくお願いします」

　丁てい寧ねいに頭を下げる。だから海堂はやれやれと嘆息すると、苦くし笑ようを浮かべて、

「ああ解った……けど、あんまり期待はしないでくれよ」

　そんな海堂に、美兎もまた笑みを返すと、

「それで、あの──ちょっと聞きたい事があるんだけど」

　そう言って、ギュッと海堂の手を握にぎる力を強めて、

「先刻、あの人が呼びかけたら、すぐに茂みから出て来たよね？」

　ニッコリと問とい掛ける。

「──海堂さんは、一体いつからこの泉の傍に隠れてたの？」

　それと同時、暁月を押しのけるように千影、葛葉、遥の三人が海堂を取り囲んだ。

　だから暁月は、空を見上げて思う。どうやら雨になりそうだと。

　……血の雨にな。

　しかし、海堂は全く彼かの女じよ達たちの殺気に気が付く事なく、ヘラヘラ笑いながら、

「全然解らなかったろ？　実は、アッキーがいきなり服脱いで裸になって、『ズッキュン女の子だらけの水浴び大会・秘境編』に特とつ攻こうかました辺りからだったんだけどよ──」

　その答えを聞いた瞬間、暁月の天気予報通り雨が降ふり始める。

　血の雨の前に、まずは少女達の拳こぶしという名の雨が──集中豪ごう雨うとなって。
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　長く続いている廊ろう下かがある。

　大理石の床ゆかに赤い絨じゆ毯うたんが敷しかれたその場所は、シェルフィード王国のエルディア城だ。

　そんな廊下を今、リスティが慌あわただしく進んでいた。

　左右一歩後ろの位置に、ゼクスとルーティエを伴ともないながら、

「……本当に間違いないの？」

　リスティは問い掛ける。すると、背後を歩くルーティエが「ええ」と頷きながら、

「私も公務で少々城を離れていたため、まだ直接確認できていませんが……応対した兵とメイドの話では、まず間違いないと」

「マジかよ……」

　と、まだどこか信じられない口くち振ぶりでゼクス。

「戻ってきた偵てい察さつ隊たいの話は、本当だったって訳か……」

「………………っ」

　リスティは唇くちびるをキュッと噛かみ締しめると、歩くスピードをさらに早足へと加速させた。

　──暁あか月つきが、アレイザードへ戻ってきている。

　その報告をリスティとゼクスが耳にしたのは、ディスディアやアレクラスタと共にゲイルペインの森付近に展開していた、本隊後方のテントだった。

　偵察隊の隊長は余よ程ほど驚きよ愕うがくしたのか、報告を行う彼は興奮を通り越こし、軽い錯さく乱らん状態で。

　俄にわかには信じ難がたい情報に、リスティはどうすべきか判断を迷わせた。確かにゼクスやルーティエからは、一度元の世界へ戻った異世界人でも、《次元の穴》を通れば再びこのアレイザードへやって来る事が可能という話は聞いていた。とはいえ、余りにも急な話だ。隊長の見み間ま違ちがいではないにしても、魔ま族に幻げん術じゆつを掛けられた可能性もある。だがそこへ、空けているシェルフィード本国から、魔法通信による緊きん急きゆ連うれ絡んらくが入った事で、状況は動き出す。魔族の代表を名乗る者から、リスティに会談を要求する書状が届いたというのだ。

　会談場所には、シェルフィードのエルディア城が指定されており、また同じ内容の書状をディスディアとアレクラスタにも送ってあると記されていた。すぐに他の二国に対して事実確かく認にんを行った所、やはり同様の書状が届いていて。突然の会談要よう請せいに当初、応じるか否いなかで、シェルフィード、ディスディア、アレクラスタの意見は割れた。

　ディスディア皇こう帝ていのバラムは、書状は罠わなとし、要請に応じるべきではないと判断。

　一方、アレクラスタの教皇ヴォルクは、会談に応じるという態度を取った。可能な限り無益な争いを避さける、リシャル聖教の教義に則のつとっての判断だろう。

　そしてリスティはといえば、シェルフィードとしての判断を決めかねていた。心情的には争いを避けようとするアレクラスタの考えに同調したかったが、今回壊滅させられたのは、ディスディアとシェルフィードの混成部隊なのだ。失われた命に対して、果たさなくてはならない女王としての責任が、リスティにはあった。

　そうしてリスティが態度を保留していると、今朝になって突然事態が動いた。魔族の代表を名乗る者が、いきなりシェルフィードの王城へ姿を現したというのだ。信じられない暴挙。リスティは思わず眩暈めまいを覚え、話にならないとばかりに会談の拒きよ否ひを考えた。

　──だが、そうする事はできなかった。

　やって来た魔族の代表の一人が、暁月だと知らされたからである。

「あの馬鹿……っ」

　リスティがそう呟つぶやくのと同時、廊下の終わりが見えてきた。

　突つき当あたりにあったのは、大広間へと通じる扉とびらだ。だがリスティは、一切足を止める事はしなかった。早足の勢いを、そのままぶつけるようにバンと扉を開け放つ。

　リスティを迎むかえたのは、見慣れた広い空間と、部屋の中央に置かれた巨大な装そうし飾よく机。

　そして、



「──よお、早かったな」



　その席に、一人の青年が悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけていた。

　それを見て、ようやくリスティの足が止まる。

　変わっていなかった。その長身も、肩まであるボサボサの髪かみも、そして不敵な表情も。

　別れた時と同じままの──凰おう沢さわ暁月がそこに居た。だから、

「──っ」

　思わず駆かけ寄りそうになって、しかしリスティは必死に思い止とどまる。

　暁月と再会できた。本当なら、手放しで喜ぶべき状況だ。もし、もう一度会えたら……その時を想おもい、再会の言葉だって考えてあった。──だが、それは許されない。

　リスティは見る。こちらを向いた暁月──その両りよ脇うわきに、二人の少女が立っているのを。

　一人は知らない顔だった。凛りんとしたその佇たたずまいは、まるで騎き士しか何かのようで。暁月との関係が少し気になったが、取り敢あえず今はそれを問う気にはならなかった。

　もっと大きな問題があったからだ。だから、リスティはゆっくりと視線をそちらに向ける。もう一人の少女へと。リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、その少女を知っていた。顔も、名前も、その素すじ性ように至るまで。だから問う。少女ではなく、暁月に向かって。

「何でよ……っ」

　絞しぼり出すような声で、リスティは訊たずねた。眼の前の事実を確認するように。

　どうして行方ゆくえ不明になっていた魔ま王おうの娘むすめミュウが、暁月と共に居るのかと。そして、

「どうしてなのよ……アカツキ！」

　リスティは問う。暁月と、そして自分自身に。

　あんなにも望んでいた自分達の再会が──どうしてこんな形になってしまったのかと。
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　シェルフィード王国、エルディア城。その大広間の中央に置かれた巨大な正方形のテーブルには今、各国の代表が席に着ついている。

　シェルフィードからは、女王であるリスティ、将軍のゼクス、精務長官のルーティエ。

　アレクラスタからは、教皇のヴォルクと、大司教のミランダ。

　ディスディアからは、皇帝のバラムと、その息子むすこで第四皇子のアルフォンス。その後ろには、護衛と思われる騎士が一人、控ひかえるようにして立っている。いつものインペリアルナイトとは異なる、リスティが初めて見る騎士だった。

　……何者なの？

　豪ごう華かな金の意いし匠ようが施ほどこされた重じゆ厚うこうな鎧よろい。ご丁寧にフルフェイスの兜かぶとを被かぶっているため、表情を窺うかがう事はできないが……その佇まいから相当な実力の持ち主である事が窺える。

　わざわざバラムがこの場所に連れて来ている位だ。相当の信しん頼らいを得ているのだろう。

　──そして。

　ゲイルペインからは、暁月とミュウ、そして自らを「ハルカ」とだけ名乗った少女。

　以上の十一名が、この会談への参加者だった。

　……本当だったら。

　リスティは、内心臍ほぞを噛んだ。本音を言えば、他の二国より先に、暁月から諸もろ々もろの事情を聞いておきたかった。暁月の行動の真意を知る事ができれば、味方の立場になれる余地だってあったかもしれない。だが、もしそれをすれば、他の二国に対する重大な裏切りになってしまう。バラムが言っていたように、暁月がミュウを匿かくまっていたのが事実だった以上、暁月を支持していたリスティ達はもう、これまでのような擁よう護ごの態度を取る事はできなくて。そのまま、バラムとヴォルクの到とう着ちやくを待つしかなかった。

　だが、やって来たバラムやヴォルク達は、暁月を見ても驚く事はなかった。だから、リスティは確信する。やはり彼らは、《次元の穴》について知っていたに違いないと。

「──ワルキュリア」

　リスティの言葉に、常に沈ちんち着やく冷静な侍じじ従ゆう長ちようが静かに頷うなずいた。そして数名の部下と共に、準備をしていたお茶を、各国の代表に注いでゆく。

　すると暁月が感かん慨がい深ぶかそうに、注いで貰ったお茶の入ったカップを口に運びながら、

「お前の淹いれてくれたお茶を、また飲めるなんてな、ワルキュリア──別れの時に、森の中でメイド服を引ん剥むいて以来だけど、元気だったか？」

　笑いながら、隣に立つワルキュリアへ言ってのける。

　思わずギョッとなる周囲の中、しかし言われたワルキュリアは表情を変える事なく、

「お陰かげ様さまで──そのお礼という訳ではありませんが、アカツキ様のカップにだけ、先さき程ほど毒を塗ぬっておきました。致ち死しり量ようの五倍程」

「ブホオオオオッ？」

　暁月は盛大に噴ふいた。すると、ワルキュリアが汚お物ぶつを見るような白い目で、

「冗談を真に受けて、お茶を吐はき出すとは……時と場所をわきまえられては如何いかがかと」

「お前こそ……そういう冗談は時と場所を考えろよ」

　ちょっとむせながら、暁月。僅わずかに、その場の緊きん張ちようした空気が弛し緩かんする。

　……ホント……尊敬するわ、ワルキュリア。

　女であれば誰だれもが圧あつ倒とうされてしまう暁月を相手に、時折とはいえ完全にその上を行けるから、この侍従長は凄すさまじい。これで少しは、会談が穏おん便びんに進めば良いが。

　……まあ、無理よね。

　リスティは思う。バラムも、そして一見穏おだやかに見えるヴォルクも、会談が始まれば一いつ斉せいに暁月に対し、厳しい追つい及きゆうを行う事だろう。それを止める術は、リスティにはない。

　何より自分ですらまだ、暁月がミュウを匿っていたという事実に、心中穏やかではないのだ。とてもじゃないが、冷静でいられる自信はなかった。

　そして──お茶が行き渡わたるのを待って、

「さて。突然のこちらの要望に対し、こうして会談の場を用意して貰って感謝するぜ」

　それを聞いたミランダが、「フフっ」と短い忍しのび笑わらいを漏らす。

「あっ──今、笑ったなミランダさん。いきなり話の腰こしを折るなよ」

「御ご免めんなさいね……」

　ミランダは嬉しそうに眼を細めて、

「こんな時でも、貴方あなたは自分を変える事のない、奔ほん放ぽうなままなんだなと思って……」

「ああ、そんなのは当然だろ」

　と、暁月。

「この場に居る全員が、俺がどういう人間かを良く知ってるんだ。そんな相手に、自分を取り繕つくろった態度や言葉で、何が伝えられるよ。生あい憎にく、上辺だけ耳みみ障ざわりの良い言葉で聞いて貰えるような、軽い話をしに来た訳じゃないんでね」

「構わんとも。代理とはいえ、ゲイルペインの代表として来ているのだ。対等の立場の者同士が、無理に堅かた苦くるしい言葉を使う必要はないなぁ。皆みなも、それで構わんかな？」

　と、ヴォルク。この場で最も年長で、権けん威いのあるリシャル聖教の教皇の呼よび掛けに、異を唱える者はいない。返る沈黙をこの場の総意と受け止め、ヴォルクは満足気に頷くと、

「ワシらも、お前の飾かざった言葉が聞きたくて、ここまで来た訳ではない──さあ始めよ」

「ありがとよ……それじゃ、改めて自己紹しよ介うかいしておくとするか。今日はアンタらに頼たのみがあって、はるばる元の世界から、またこのアレイザードへやって来た凰沢暁月だ。ちょっとした成り行きもあって、ゲイルペインの代表代理も任されているんで、よろしく」

　微み塵じんも臆おくする事なく、語り始めた暁月の言葉を聞きながら、リスティは思う。

　これからアレイザードの行く末を左右する、会談が始まるのだと。

　そしてその会談は、先制攻こう撃げきにも似た暁月の一言によって、火ひ蓋ぶたが切って落とされる。

「まず最初に宣言しておくぜ。アンタ達がどう思うかは自由だが──今回の件の全すべてを、この俺が司つかさどると。その上で、結論から言わせて貰う。ゲイルペインは、シェルフィード・ディスディア・アレクラスタの三国と、対等の和平条約の締てい結けつを望んでいる。ついては今後、威い嚇かく・挑ちよ発うは行つこ為ういを含ふくむあらゆる敵対行動を止めて貰いたい。手始めに、現在ゲイルペインの国境沿いに展開されている、アンタらの軍を即そく時じ撤てつ退たいさせてくれ」



　その場の空気が一気に緊張した事を感じ、凰沢美み兎うは思う。

　今、自分達の戦いが始まったのだと。そして、隣に座すわる暁月の横顔をそっと見た。

　……信じてるからね。

　今回、交渉役は全て暁月に任せている。自分の役目は、魔王の娘として、きちんと事態を見届ける事だ。暁月が口にした、人間とゲイルペインの和平──それは無む謀ぼうな要求だが、この先の未来を見み据すえれば、必要不可欠な条約だ。確かに、暁月が頼みこめば、人間達は一時的に軍を引いてくれるかもしれない。しかしまた何か口実を作って、戦せん端たんを開かれてしまえばそれまでだ。このままでは、これから先ゲイルペインの民たみは、いつ戦争になるか解らない──そんな恐きよ怖うふに、怯おびえ続けなくてはならない。

　……もし、その火種として、ボクが利用されようとしているなら。

　美兎は思う。自分は、暁月と共にそれを阻そ止ししてみせると。

　暁月の発言によって、一気に会談は紛ふん糾きゆうするものとばかり思っていたが、美兎の予想を裏切り、立ち上がりは静かなものだった。

「あー。良いかなぁ、アカツキ」

　ゆったりとした喋しやべり方かたで、口火を切ったのはアレクラスタの教皇ヴォルクだ。

「まずは、何な故ぜお前さんが魔王の娘と共に居て、そして魔族の代表を務める事になったのかを教えてくれんかなぁ。突然軍を引けと言われても、話が急すぎて付いていけんでな」

「知ってると思うが、ガリウスとの最後の戦いは、俺と奴との一いつ騎き打うちだった。そこで死にゆくガリウスから頼まれたんだ。『貴様に娘を託たくしたい』ってな。敗戦国の姫ひめとなった、娘の未来を憂うれえたんだろう。何とかしてやりたいと思うのが、人情ってもんだろうが。そこで、極秘裏に俺の世界へ連れて行く事にしたのさ」

　と、暁月。

「そして元の世界へ戻った訳だが……そうしたらある日、自じし称よう勇者とかいう馬鹿が、問答無用で襲おそい掛かってきやがってな」

　苦笑。

「──止むを得えないんで、ブッ倒たおした訳だが」

「貴様……」

　それを聞いたバラムが、怒りを露あらわにする。しかし、暁月は飄ひよう々ひようと、

「そういや、アイツはディスディアの勇者とか言ってたな。頼むぜ、あんなイカれたガキを勇者なんて認めたら、ディスディアの名を貶おとしめる事になるぞ」

　一息。

「ブラックマウンテンの邪じや竜りゆうと、契けい約やくするような輩やからをよ」

「──まさか」

　信じられんとばかりにバラム。

「本当にあのザッハークを倒したというのか……」

「残念だったな。いかに高次生命体とはいえ、触しよ媒くばいが人間では発揮できる力も限られる。多分、本来の力の半分も出せていなかったと思うぜ」

　と、暁月。

「とにかく、そんな訳でフィルって野郎は撃げき退たいしたんだが……今後も下らない追っ手の相手をさせられるのは面めん倒どうなんでな。きちんと話を付けに、こうしてアレイザードへ戻って来た訳だ。……ここまでで、何か質問あるか？」

　すると、

「どうして──」

　静かな声がした。誰もがそちらを見る。口を開いたのは、シェルフィードの若き女王。

　リスティだ。彼女は、暁月を見据えながら、

「……どうして、言ってくれなかったのですか？」

　敢あえて丁寧な口調で問う。まるで他人や──それこそ敵に対して使う言葉のように。

　それはリスティが、自分の抱かかえる激情を、それでも何とか冷静に伝えるために選んだ言こと葉ば遣づかいなのだろう。彼女は暁月に問う。真剣な眼差しで、

「ガリウスに娘を託されたと──そう言っていただければ、皆で良い方法を考える事は可能だったでしょう。なのに……どうして一人で、そんな勝手な真ま似ねをされたのです？」

　誰よりも暁月を想っているからこその、切なる訴うつたえに、その場に沈黙が降りる。だが、

「良い方法、か……」

　そう呟くと、逆に暁月が問い返した。

「──なら訊きくが、他にどんな方法があったんだよ？」

「どんなって、それは……」

　思わず言葉に詰つまり、口調をいつもと同じに戻すリスティに、暁月は告げる。

　魔族の下もとに置いておけば、新たな魔王として祭り上げられかねない。かといって軟なん禁きんして厳重な監かん視し下に置いた所で、今度は民衆の中から不満が生じるだろう。一部の魔族が反乱を起こし、奪うばい返しにくるリスクだってある。だから、

「誰にも知られる事なく、行方不明って事にして、俺の世界へ連れて行く以外に、どんな選択肢があったんだよ」

　暁月の言葉に、美兎は思う。

　……そうだね。

　アレイザードには最も早はや、美兎の居場所は残されていなかった。あの時の自分は、暁月に付いて行くしかなかったのだ。すると、

「──選択肢はあっただろう。それも、全ての問題を解決できる選択肢が」

　と、バラムが口を開いた。暁月を見据えて、

「殺しておけば、何の問題もなかった。貴様が自分の世界に連れて行く事が、唯ゆい一いつの選択肢ではない。殺す事こそが、唯一の選択肢だったのだ。それを貴様が履はき違ちがえたからこそ、こうして禍か根こんの種は残り、この世界はまだ魔族の不安に怯え続ける事になっている」

「────っ」

　真っ向から自身の存在を否定され、美兎は小さく身体を震わせた。

　覚悟していたとはいえ、それは面と向かって言われるには辛つらすぎる言葉で。しかし、

　……あ。

　隣の暁月が、そっとこちらの肩に手を置いて、

「アレイザードの平和のために、追っ手を差し向けたって言うのか……」

　正面からバラムを睨みすえた。

　凰沢美兎は思う。自分達たちは、ディスディア帝てい国こくの真の狙いを知っていると。

　だが、フィルから聞かされていたその狙いを、暁月が口にする事はなかった。それは、

　……証しよ拠うこがない話だもんね。

　美兎は理解している。感情的になって追及を行えば、根こん拠きよのない中傷だとされ、こちらの立場が悪くなるだけだと。美兎を餌えさに魔族を煽あおり、新たな争いを生み出そうとしていた事や、それを解決して新たなアレイザードの主しゆ導どう者しやとなろうとしていたディスディアの真の思おも惑わくは、この場で糾きゆ弾うだんする事はできない。だから暁月は、別の角度から異議を訴える。

「王の命は、全ての民の命と引き換かえにできるだけの価値を持つ。ガリウスが死んで魔族は降こう伏ふくし、戦争は終わったんだ。これ以上、人も魔族も無む駄だに血を流す必要はないだろ」

「無駄な血、か……良くそんな事が言えたものだな」

　と、バラム。忘れた訳ではあるまいと、リスティを一いち瞥べつしながら言い放つ。

「かつてガリウスが、シェルフィードの王都エルディアに侵しん攻こうした際──当時王女だったリスティ女王以外の王族を、魔族は皆みな殺ごろしにしたのだぞ」



　バラムの言葉に、リスティは俯うつむき、唇を噛み締めた。

　脳のう裏りに、五年前の惨さん劇げきがフラッシュバックする。

　あの日、自分が失ったもの。それは両親と親しん戚せき、そして国。さらにはレオンまで失った自分は、絶望の淵ふちに立たされた。それは紛まぎれもない事実だ。

　……でも。

　リスティが顔を上げ、何かを言おうとするより先に、

「──申し訳ありませんが、バラム陛下。それは我わが国くにの問題です」

　隣のルーティエが、異議を口にした。さらに逆隣のゼクスも、

「ルーの言う通りだな。あの日の悲しみと憎にくしみは、俺達のものだ」

　バラムを見据えて、

「それを他国の、発言の道具にされるのは困るぜ」

　自分の気持ちを代弁してくれた二人に、有あり難いとリスティは思う。

　そして無言でバラムを見つめると、ややあってからバラムは憮ぶ然ぜんとして、

「そうか……私としては、シェルフィードの怒りを代弁したつもりだったのだがな。貴国がそう言うのなら、他国の我々がとやかく言うべき話ではなかったのかもしれん……」

「……あの日、あの場所には俺もいた」

　ポツリと、呟くような口調で暁月。その眼を見て、リスティは思う。

　あれは自分の瞳ひとみと同じだと。暁月は、過去を思い出しているのだ。

「あの日起きた出来事は、戦争が生んだ最悪の悲劇だった……。だが、もう責めるべき相手はいねえ。もし居るとするなら、そいつはレオンを死なせちまった俺だけだ」

「──止めてアカツキ。その話は、もう散々した筈はずよ」

　リスティは、咎とがめるような口調で暁月に告げる。

「何度も言ったでしょう……あの時、貴方に力がなかったからといって、それは貴方の所せ為いじゃない。自分一人で背せ負おおうとしないで」

　リスティの言葉に、大広間がシンと静まり返った。すると、

「……少し話が脱だつ線せんしたようだなぁ」

　とヴォルク。

「続きを聞かせて貰もらおうか、アカツキ。我々に追っ手を止めるように頼むために、再びアレイザードを訪おとずれたという所までは理解できた。だが、代理とはいえお前さんが魔族の代表に就いたのはどういう訳かな？　ガリウスを倒したお主を、魔族が自分達の代表として認めたとは考え難いのだがなぁ」

「──他に選択肢がなかったからだよ」

　消去法さ、と暁月。

「彷徨さまよいの森で暮らしている魔族は、ガリウスが俺にコイツを託した事を知っている。そして争あらそう事を止め、静かに暮らすようにというガリウスが遺のこした言葉を、忠実に守っているんだ。それなのに、いきなりアンタらの軍が侵攻を開始しようとしたから、困こん惑わくしていたよ。自分達が何を言っても、人間は耳を貸してくれないだろうから、軍を引いて貰えるよう、俺に説得を頼みたいとよ。魔族としても、苦くじ渋ゆうの決断だったろうな」

「いきなり侵攻されただと……そのような物言いが、通用すると思っているのか？」

　とバラム。

「先に仕し掛かけてきたのは魔族の方だろう。ゲイルペインの国境沿いに展開させていた、我々の監視部隊を壊かい滅めつさせてな」

　そう言った瞬間だった。

「──してないよ、そんな事っ」

　そう言って、ガタンと席を立つ者がいた。

　会談が開始して以来、ずっと黙っていた美兎だ。



　七なな瀬せは遥るかは見る。暁月を挟はさんだ向こう隣どなりの席から立ち上がった、美兎の横顔を。

　自身に集中する視線に構う事なく、美兎はキッとバラムを見据えている。

　……許せないのでしょうね。

　汚きたない策略で、自分達を滅ほろぼそうとする者を。

　暁月と美兎に対し、今後どのように相対すべきか。二人を見届ける事で結論を出すと決めた遥は、第三者の視点に立って、これまで会談を静観してきた。あらかじめ聞いていた事情と、ここまでの話の流れから推察すると、やはりゲイルペインは罠に嵌はめられていると考えるのが妥だ当とうだろう。ディスディアのバラムが先程から見せている、魔族に対する敵てき愾がい心しんはかなりのものだ。敢えて自分が被ひ害がい者しやとなり、容疑から外れるという強引な手を使った可能性も考えられる。同盟を結んでいる他の二国まで関かかわっているかは不明だが、

　……もしそうだとしたら、状況はかなり厳しくなりますわね。

　暁月の読みでは、少なくとも彼が身を寄せていたシェルフィードは無関係との事だった。

　だが、もし三国が結託していたとしたら、それこそ和平は不可能に近い。自分と同じ事を考えているのだろう。暁月が静かに「落ち着け」と美兎を座らせてから、

「その件だが──証拠はあるんだろうな？」

　そう言って、相手の主張を崩くずしに掛かる。すると、シェルフィードの赤髪の将軍が、

「ああ。襲われたのは、ウチとディスディアの混成部隊だったんだが……辛かろうじて助かった奴の話では、魔族の仕し業わざで間違いないそうだ。ディスディアだけじゃなく、生き残ったウチの兵士も同様の報告をしている」

　その言葉に、



「──ですが、あくまでそれは『証言』であって、『証拠』ではありませんわよ」



　とっさに遥は反論していた。そして、自分に視線が集まった事に気付き、

　……あら私、今何を……。

　相手が卑ひき怯ような濡ぬれ衣ぎぬを着せようとするのが許せず、つい口を挟んでしまった。部外者が余計な真似をしてしまったかと、遥は苦い表情になる。しかし、隣の暁月の表情は穏やかで。だから遥は胸を撫なで下おろす。少なくとも暁月や美兎の邪じや魔まはしていないのだと。

　そして暁月の視線が、遥を促うながした。他に言いたい事があれば、言って構わないと。

　……それならば。

　遥は頷きを返すと、正面へと向き直る。自分は、暁月や美兎を見み極きわめるためにここに居るだけで、味方になった訳ではない。だが、眼の前で卑怯な真似が行われようとしているのを、黙って見過ごすような真似はしたくない。それは七瀬遥の、譲ゆずれない信条だ。

「恐らくですが……生き残った兵士の証言以外に、確たる証拠はないのでしょう？」

　遥は問う。確信にも似た推測と共に、

「魔族は人間の敵──その考えが根強くあるため、他の可能性の検証は行われなかった筈です。傷付き倒れた味方が、魔族にやられたと言った。それなのに、魔族の犯行かどうかを調査するという事は、裏を返せば敵である魔族を擁護するのと同じですもの。もし調査を提案すれば、そのまま人間に対する裏切り行こう為いとみなされかねない」

　一息。

「違いますか？」

「──待って下さい」

　ふと、気弱そうな青年が発言した。バラムの隣で黙って座っていた、ディスディアの第四皇子アルフォンスだ。軍事帝国の皇子でありながら、帯たい剣けんしておらず、服装も文官のものを身に纏まとっている。その姿や体つきを見て、恐らく戦う事は得意ではないのだろうと、遥は判断。だが、その声には力が込められていた。

　……仮にも皇族ですものね。

　有る程度の胆たん力りよくは備えているのだろう。するとアルフォンスは、

「我々としても、無用な争いは望んでいません。きちんと調査を行い、その結果、魔族による犯行と断定したのです」

「それは、どのような根拠があっての事ですの？」

「戦場に残っていた足あし跡あと、使用された武器、魔法使用後に発生する魔まり力よくの残存反応……そのいずれもが、魔族の仕業である事を示していました」

「事実です」

　と、シェルフィード側に座っているハイエルフも、アルフォンスの言葉を肯こう定ていする。

「鎧傷から割り出された武器は、ダークエルフが好んで使う特とく殊しゆなシミターである事が判明しました。残存していた魔力成分からも、人間には使用できない暗黒魔法が使われていた事が確認されています」

　成なる程、と遥は頷きを一つ。

「ですが──それらは全て偽ぎ装そうが可能なのでは？」

「……我々が、偽装工作を行ったと仰おつしやりたいんですか？」

　アルフォンスの眼がスッと細められる。だから、遥は「いいえ」と首を振ふって、

「私はあくまで可能性を問うているだけですわ。偽装は可能なのかどうかを」

「それは……」

　言葉を濁にごしたルーティエに、「行ける」と遥は言葉を重ねる。

「確実に魔族の犯行と言い切れる証拠はなかった筈です。しかし貴方あなた達たちは、『魔族の仕業』という証言だけで、恣し意い的てきに侵攻へと踏ふみ切ったのではありませんの？」

　このまま押し切れる──そう遥が意気込んだ時だった。



「あら──それが、そんなにいけない事かしら？」



　冷たい笑えみを含んだ声で、思わぬ方向から横よこ槍やりが来たのは。

　それはアレクラスタの若き才さい媛えん。大司教のミランダだ。まるでこの世の深しん淵えんを見てきたかのようなその瞳に、遥は思わず吸い込まれそうになる。

　知り合いではなく、間違いなく初対面の相手。だが、

　……この人、誰かに……。

　ゾッとするような寒気を感じながら、それでも遥は微かすかな既き視し感かんを得る。

　しかし、すぐにその思考を振り払はらって、

「……どういう意味です？　偽装工作を正当化するおつもりですの？」

「まさか……私が肯定したのは、恣意的な判断の方よ」

　とミランダ。

「確かに偽装工作は可能かもしれない。けど、その可能性を最後まで追及しろという貴女あなたの理り屈くつは、魔族側の立場の物言いよね。でも証拠は魔族の仕業だと示していて、生存者の証言だってあるのよ。私達からしてみれば、それでもう充じゆ分うぶんじゃないかしら？　それに人が下す判断に、少なからず恣意的な要素が含まれるのは、避けられない事でしょう？」

　だって、

「私達の意思は理性ではなく、感情でできているんですもの。無論、時に国益を前にした際は、私達政治を司る者の感情は勿もち論ろん、人民への配はい慮りよすら後回しにする事もあるでしょう。でも人の命が失われている、今回のような事態でそれをするのはどうかしら？」

「っ……ですが！」

　押されてしまい、それでも食い下がろうとする遥に、

「そうね……逆の立場だったらどう？」

　ミランダ・クエンティが、畳たたみ掛かける。

「ある日、貴女の仲間が殺された。証拠は敵の犯行だと示していて、目もく撃げき証言だってある。貴女はそうした材料を眼の前にして、敵の仕業と考えず、民の感情を無視して、その事実を検証するために奔ほん走そうするというの？」

「…………っ」

　やられた、と遥は臍を噛んだ。アルフォンスやルーティエは、理屈で押してきたため、こちらも強引に理屈で返す事ができた。だがミランダのように、感情を交えた正論で責められては、相手の弁を認めざるを得ない。それは、そのまま相手の行動を正当化する。魔族に対する侵攻は、正当な行為だったのだと。

「理解して貰えるかしら……？　多くの国民を抱える私達にとって、今回の判断は止むを得なかったと」

　ミランダが悠然と笑みを浮うかべて、告げてくる──その時だった。



「──ああ、良いんじゃねえの」



　あっけらかんとした声が、その場に響ひびき渡ったのは。

　そして誰もが見る。その声の主を。

　頭の後ろで手を組み、平然と告げた暁月を。



３



　凰沢暁月は、自分に視線が集まったのを見て思う。

　さあ、ここからが本番だと。

　……ん？

　しかし、ふと暁月は隣の美兎を見た。

　暁月の発言の真意が解らなかったのだろう。暁月を見る美兎の表情は「何故？」と哀かなしげに問うていて。だから暁月は、ただ笑みを返してそれに応こたえた。大だい丈じよ夫うぶだと。すると、

「────────」

　曇くもっていた美兎の表情が、ゆっくりと晴れてゆく。こちらを信じてくれる気になったのだ。そして暁月が正面へ向き直ると、笑みを湛たたえたミランダが問い掛けてくる。

「──私達の判断を理解するというの、アカツキ君？」

「ああ、全面的にな。証拠があるんだろ？　だったら仕方ねえよ」

「全員聞いたな……」

　と、バラムが低い声で、

「この会談は極ごく秘ひ裏りとはいえ、正式なものだ。たとえ失言だったにせよ、今の発言は絶対に取り消させんぞ」

「………………………………」

　暁月が黙ったままでいると、バラムはフッと笑って、

「異議があるならば言ったらどうだ。沈黙は、肯定と受け取らせて貰う」

「……あー、まあそっちがそう言うなら、仕方ねえな。良いぜ、それで」

　暁月は肩を竦すくめてみせる。

「どういう事……ここまで来て、和平を諦あきらめるつもり？」

　怪け訝げんそうに問うリスティに、暁月は首を振って、

「いいや。別に、諦めるつもりはさらさらねえよ……何かおかしいか？」

「おかしくはない……ただ、監視部隊を襲ったのが魔族だとするこちらの判断を理解して貰えた以上、我々の侵攻には正当性が生じる。当然軍を撤てつ退たいさせる理由もない。交こう渉しようの余地が残されているかなぁ」

「そんなもの、ある筈がない」

　ヴォルクの言葉に、バラムが吐き捨すてるように言ってこちらを見てくる。

「この男は認めたのだ。我々が魔族に対し侵攻したのは、正当な報復だと」

　だが、

「ああ、認めるとも──」

　それでも、余よ裕ゆうの態度を崩さないまま。

　凰沢暁月は宣言する。



「監視部隊を襲ったのを、魔族と判断した……あんた達の立場を」



　だから──今度はこちらの番だ。

「ゲイルペインは、貴国らの立場と判断を理解し、認めよう。証言があった。証拠もあったんだ。ああ、誤解してしまうのも無理はないとも。だが、残念ながら真実はそうじゃない。魔族は監視部隊を襲ってなんかいないぜ。証言だってある。そちらが発見した証拠は、恐らく真犯人による偽装工作だろう」

「何を……言っている？」

　まくしたてる暁月に、バラムは怪訝そうな表情を浮かべた。こちらの言っている意味が解っていないのだ。だから暁月は満面の笑みを見せると、堂々と言い放つ。

「今度はアンタ達が、こちらの立場を理解し、認める番だと言ってるんだよ。濡れ衣を着せられ、困惑し、軍を引いて貰いたいという、こっち側の立場をな」

「あ……」

　ようやく解ったとばかりに、美兎が声を漏もらしたのと同時。

「──詭き弁べんだ！」

　バンと机を叩き、バラムが立ち上がった。その勢いで椅い子すが後ろへと倒れ、けたたましい音を響かせる。苛いら立だちを込めた眼めで睨にらんでくるバラムに、暁月は悠然と、

「こちらは納なつ得とくできないような、アンタ達の立場を認めてやったじゃないか。だから、アンタ達も納得しないで良いぜ。ただ黙って、俺達の立場を認めてくれればそれで良い」

「敗戦国の分際で……対等な要求をするつもりか？　貴様がこちらの立場を認めたからといって、我々が貴様らの立場を認めるとは言っておらんぞ！」

「おいおい、忘れたのかよ……ヴォルクのジイさんが『対等の立場の者同士が、無理に堅苦しい言葉を使う必要はない』って言ってたろうが。そして立場が対等である以上、等価の要求を行う事は正当だろう？」

「成る程なぁ……そう来たか」

　引き合いに出されたヴォルクが、ニヤリと笑いながら顎あご鬚ひげをしごく。

　バラムは、忌いま々いましげに舌打ちをして、

「ヴォルク皇が勝手に言った事だ……私は認めた覚えはない」

「だがあの時、アンタは何も言わなかった。『異議があるなら言え』『沈黙は肯定だ』と言ったのは誰だったかな？」

「ぐっ……」

　怒いかりで顔が赤くなったバラムを見て、ミランダがそっと口元に手を当てた。笑いを噛み殺ころしながら、楽しそうに肩を揺ゆらす。

　暁月はそれを視界の隅すみで確認しながら、それでもバラムに対する反論の手を緩ゆるめない。

　駄だ目めを押す。

「一度した発言は『絶対に取り消させない』。これはそちらが迫せまり、こちらが譲じよ歩うほして決まった事だ。まさか自分達の立場が苦しくなったから、今さら無かった事にしようとか、そんな恥はじ知しらずな真似ができるとは思っていないだろうな？」

　それは正に威い風ふう堂どう々どう。

　己おのれの言葉の前に、誰もが無言になったのを見て、暁月はニッと笑みを見せた。

　告げる。

「──な、言っただろ？　今回の件の全てを、この俺おれが司ると」

「…………………………っ」

　暁月の言葉の前に、魔族打だ倒とうの急きゆ先うせ鋒んぽうであるバラムが、あらゆる反論を封ふうじられて。

　だが──それでもなお、政治の戦いは終わらない。

「──宜よろしいか、アカツキ殿どの？」

　アルフォンスが口を開いた。

「確かに先程、ヴォルク様は『我々は対等の立場』と仰いました。ですが、それはあくまで国主という立場を指してのもの。国同士が、対等と仰られた訳ではないと思いますが」

「へえ……」

　挑いどむかのようなアルフォンスの真まっ直すぐな視線に、しかし暁月は好感を覚える。

　このままでは、バラムの失言によってゲイルペインの要求が通り、その原因を作ったディスディアの立場が悪くなる。その失態を、アルフォンスは取り戻そうとしているのだ。皇子として、国を想っての発言だろう。かといって、暁月も手加減をする訳にはいかない。

「そちらはそう考えていたのか。俺はてっきり、国同士の意味も含んでいたと思ってたぜ。見解の相そう違いだな。そちらの立場も解るが、こちらの立場も理解して貰おうか」

　互いの立場を認め合えば、意見は真っ向から衝しよ突うとつし、相そう殺さいされる。アルフォンスの異議は、効力を持たない。しかし、アルフォンスはあっさりとそれを受け入れ、

「成る程……では、仮に貴方達の立場を我々が認めたとして、望みは何なのです？」

「まずは彷徨いの森を包囲している、アンタ達の軍を引いて貰う事さ」

　と暁月。

「我々は既に、包囲という行動を起こしたそちらの立場を容よう認にんしている。ならば、今度はこちらの立場を理解し、撤退という行動をもって応えて貰いたいと考えるのは当然だろ」

「──では、今回の侵攻の発ほつ端たんとなった、我が国とシェルフィードの監視部隊が壊滅した件については？　こちらもそちらも互いの立場を主張していますが、その論はいずれも証拠不十分で、どちらもまだ事実とは確定していない。ですが、監視部隊が壊滅した事だけは、紛れもない事実です。そして、確たる証拠がないとはいえ、その犯行が魔族の仕業である可能性が高い事は、否定できないのでは？」

　アルフォンスの言葉に、暁月は心の中で舌打ちする。

　……上う手まいやり方だな。

　先程までは、互いに己の正当性を訴えていたからこそ、両者の意見は拮きつ抗こうしていた。

　だがアルフォンスは、あえて自分達の意見を不確かと認める事で、同時に暁月達の意見も根拠のないものとしたのだ。互いの感情を引き揚あげれば、残るのは現実という名の状じよう況きようだ。そして事象だけを見れば、魔族側の「自分達が何者かに嵌められた」という主張よりも、「魔族に襲われ、監視部隊が壊滅した」という彼かれらの主張の方が通りやすい。

　……さて、どうする？

　このまま誤解だと強きよ硬うこうに訴え続ける事も可能だが、論としてこちらの方が弱い以上、いずれはジリ貧になる。暁月は、ならばと方針を転てん換かん。

「ゲイルペインとしても、無実の証明のために、何としても真相は明らかにしたい。だがやはり、こちらを一方的に犯人と主張する、そちらの調査結果を受け入れる訳にはいかないな。無論、逆にこちらが無罪を主張したところで、そちらは信用しないだろう？」

「ええ……」

　頷くアルフォンスに、「だったら」と暁月。

「航海貿易都市国家のエアスマリナといった、公平な第三者に依い頼らいし、両者立会いの下で再調査ってのが、この場合は最も相応ふさわしいと思うが……どうだ？」

　これならば、両者の都合は無視され、事実だけが洗い出される。

　そしてゲイルペインが犯人ではない以上、事実はこちらに味方してくれるだろう。

「……………………」

　暁月の提案に、アルフォンスはしばし黙もつ考こうしていた。そして、

「──確かに、それが妥当かもしれませんね」

　やがてそう呟くと、

「……シェルフィードはどうです、リスティ女王？」

「ええ……私達も、それで構いません」

　リスティが了りよう承しようの姿勢を見せると、アルフォンスは視線を逆へ向け、

「ヴォルク様、アレクラスタもそれで宜よろしいですか？」

「ああ、構わんとも。そもそも、今回壊滅したのはシェルフィードとディスディアの部隊だ。儂わしらがゲイルペインに対する報復措そ置ちの侵攻に同行しているのは、あくまで軍事同盟によるもの。そちらがそれで良いというなら、断る理由はないなぁ」

「良し……決まりだな」

　そう言って、満足そうに笑う暁月に、

「──ただし、アカツキ殿」

　と、アルフォンス。

「彷徨いの森から、全ての軍を引くわけには行きません。占せんり領よう政策を行わない代わりに、監視部隊を置く事については、ゲイルペイン側も承服していた筈です」

「やれやれ……抜ぬけ目め無いな」

　と暁月。

「これまでと同数の監視部隊を残させろって訳か？」

「いいえ……我々の部隊を全ぜん滅めつさせた以上、何者にせよ相手はかなりの手だれです。再び壊滅などという事態にならぬよう、兵については増強させていただきたい」

　自分達の立場を有利なものとしようとするアルフォンスの言葉に、しかし暁月は即そく答とう。

「ふむ……良いぜ、それで構わねえよ」

「…………具体的な増員数を確認されないのですか？」

　こちらがあっさり了承したことに、アルフォンスは意外そうな表情を見せた。

　だから暁月はフッと笑って、

「アンタを信じるよ。下手な真似をして、また互いの立場を考えなくちゃいけなくなるような事態は、アンタも望んじゃいないだろう？」

「……成る程、確かに」

　静かに苦笑するアルフォンスを見ながら、暁月は考えを巡めぐらせる。

　……折せつ角かく、話がまとまったんだからな。

　一時的とはいえ、彷徨いの森を包囲している軍を引かせられるのだ。これ以上、下手にアルフォンスを相手に論戦を繰くり広げれば、いつ逆手を取られるか解わからない。

「──父上も、それで構いませんね？」

　アルフォンスが穏やかな口調で、バラムへと確認を取る。バラムとしてはこの状況は納得できないだろうが、自分の失言から圧あつ倒とう的てき不利に追い込まれたのを、息子がここまで盛り返してくれたのだ。文句は言えないだろう。何より、ヴォルクとリスティも既すでに了承の意を示している。ここで自分だけが首を横に振れば、恥はじの上うわ塗ぬりをするだけだ。

「…………解った、それで良い」

　未いまだ収まらぬ怒りを滲にじませながら、呻うめくような声でバラムが答えたのを聞くと、

「では──この件については、そのように」

　アルフォンスはそう言うや、無言の視線で暁月に対しても了承の意を訊ねて来る。

　だから暁月も、その視線を真っ向から受け止めた上で、頷きを返した。

　……ディスディアの第四皇子、アルフォンスか。

　三人の兄は既に魔族との戦争で死亡し、ディスディアに残った唯一の皇位継けい承しよ者うしや。

　生まれつき身体が弱いため、父や兄のように戦場で戦う事はできないが、代わりにその頭脳を活いかし、政治の面で父の補ほ佐さを行ってきたと聞く。軍事国家のため、実際に戦場に立たない彼を、一部の国民は『腰こし抜ぬけ皇子』と揶や揄ゆしているそうだが、先程の論戦で見せた気き概がいは、大したものだった。現に彼は、監視部隊の再度の駐ちゆう留りゆうを正当なものとし、これまでと同じ状況に持ち込んだ。それだけでなく、部隊の増強までこちらに認めさせ、父親の失態によって損そこなわれかけたディスディアの面めん目ぼくを見事保ってみせている。

　……手て強ごわい奴やつがいたもんだな。

　それにアルフォンスは、あっさりとこちらの第三者による再調査という提案に乗ってきた。それは、事実が明らかになっても構わないという事だ。

　余よ程ほど、自分達の正当性に自信があるのか、それとも──

　……何か策でもあるのか？

　考えられるとしたら買収や脅おどしだろう。だが、そういう真似をしてくるタイプには見えない。暁月は思う。自分に対して向かってきた、アルフォンスの眼は真っ直ぐだったと。

　……まあ良いさ。

　もし小細工をしてくるようなら、捻ひねり潰つぶすまでの事。だから暁月は思考を切り替かえる。

　取り敢えず自分達は、第一関門をクリアした。だが、まだ自分達には、やらなければならない事が残っている。まずは現在に対する不安は取り払われた。

　……なら、次は未来の不安を何とかしようか。

　すると、

「……彷徨いの森から、監視部隊を残して、我々の軍を撤退させるという要求は呑のもう」

　静かな声でバラムが言った。

「だがゲイルペインと、対等の立場での和平などはありえん。誰が何と言おうと、魔族と我々の国力は同等ではないのだ。認める訳にはいかん」

　その言葉を聞いた暁月は、心の中で思う。有り難いと。

　この和平交渉のプロセスには、ネックになるディスディアから今の言葉を引き出す事が必要だった。それをバラムは、自分から言ってくれたのだ。だから、凰沢暁月は問う。

「国力が同等じゃない、ね……それは一体どういう意味だ？」

「そんなものは決まっている！」

　断固としてバラム。

「互いの武力の差がそれを証明している。今また再び戦争になれば、我々は容易たやすくゲイルペインを滅ぼせるのだ！」

「容易くか……そいつはどうかな？」

　そう言って、凰沢暁月はニッと笑った。

　告げる。

「忘れるなよ。もし戦争になった場合──ゲイルペインにはこの俺がつくんだぜ？」



４



　その言葉に、誰もが息を呑んだのをリスティは聞いた。

　そしてようやく理解する。暁月の狙ねらいは、初めからこれだったのだと。

　……本気なのね、アカツキ。

　暁月は既に、自分達と敵対してでも、魔族のために戦う覚かく悟ごを決めていたのだ。

「貴様……自分一人が加わった位で、我々と戦力が互ご角かくになるとでも思っているのか？」

　怒り心頭のバラムに、しかし暁月は余裕の態度を崩さない。

「そっちこそ本気かよ？」

　笑う。

「俺と戦争をやったらどうなるか、きちんと考えて言っているんだろうな」

「何だと……………っ？」

　暁月の問い掛けに、バラムはハッとなった。

　……どうやらバラム皇も気付いたみたいね。

　リスティは思う。暁月を敵に回す本当のリスクを考えれば、バラムが言葉を失くしたのは無理もない事だと。相手は、このアレイザードで絶大な力を誇ほこっていた魔王ガリウスを、たった一人で倒した勇者である。その事実だけで、兵に及ぼす心理的効果は絶大だ。いかに『はぐれ勇者』と揶揄されようと、暁月に心しん酔すいしている者は、シェルフィードは勿論、各国にも数多く存在している。特に、同じ様に戦場で戦う兵にとって、どんな時でも最前線で戦い続けた暁月は絶対的な英えい雄ゆうなのだ。そして、そんな暁月の戦いぶりを眼にしてきたからこそ、彼らは知っている。暁月の戦せん闘とう能力の凄まじさを。誰にも倒せないと言われていた最強の魔王を、たった一人で倒した勇者──そんな彼を敵に回して戦えば、一体どうなるかを。だからこそバラムは、暁月を恐おそれる事のない最強の追手を差し向けたのだ。ところがフィル・バーネットはおろか、ザッハークまでもが撃退されてしまった。暁月の底知れない戦闘能力は、完全にバラムの想像の上を行っていたのだろう。

「だが……っ、それでも、戦えば勝利するのは我々の筈だ」

　と、苦い表情でバラム。確かに正面きって戦えば、勝てる公算は高い。いかに暁月が強かろうと、たった一人で数百万もの兵を相手にはできないのだから。だがそれは最早、魔族の掃そう討とう戦ではない。血みどろの全面戦争だ。たとえ勝利できたとしても、自分達が受けるダメージもまた計り知れない。いかに強大なディスディアも、永きに亘わたったガリウスとの戦争によって、国力は疲ひ弊へいしてしまっているのが現状だ。これ以上のダメージは、国の存亡を揺るがしかねない。バラムもその事は理解しているだろう。

　……それに。

　リスティは思う。確かに正面から戦えば、勝てる可能性は高い。だが、

　……全面衝突だけが、戦争じゃないものね。

　それを理解しているかのように、

「戦えば勝利するのは我々、ね……果たしてそう言い切れるかな？」

　解っている筈だ、と暁月。こちらをぐるりと見み渡わたして、

「戦える息子むすこを全て亡なくし、現皇こう帝ていの威い信しんで保たれている軍事国家のディスディア。絶対的な象しよう徴ちようとして、教皇が統とう率そつする宗教国家アレクラスタ。王族として唯一生き延び、王都奪だつ還かん後も、魔王を倒すために戦い続けた希望の象徴が女王のシェルフィード。こうした絶対的なカリスマがトップに就ついている国は、『王』と『王城』という国の象徴を落とせば、大たい抵ていカタは付く。かつて俺がガリウスを倒し、魔族との戦争を終わらせたように」

　そう。戦争に勝つだけなら、何も相手の兵全員と戦う必要はないのだ。

「ほお、戦争になればワシらを殺すと……そう言うのか、アカツキ？」

　スッと眼を細めて、ヴォルクが暁月を見る。すると暁月は肩を竦めて、

「俺だってそんな真似はしたくねえよ。だがアンタ達が俺の敵になり、俺や俺の仲間を殺すというなら、それは因果応報って奴だろ」

　まあ、

「殺さずに生いけ捕どりにして、抑よく止しり力よくにするって手もあるけどな。アンタ達が魔王の娘を、人ひと質じちに利用しようとしたのと同じように」

　だから、

「良く考えてくれよ。もしこの場で、何の検討の余地もなく、和平の可能性が全くないと言い切るなら。その瞬しゆ間んかんからもう──ここは戦場だぜ？」

『────────っ』

　暁月の発言に、一いつ瞬しゆんその場が緊きん迫ぱくする。

　しかし、

「駄目よ、アカツキ君……思ってもいない事を、口にしては」

　あっさりと、ミランダが笑え顔がおで窘たしなめた。

「この会談は、そちらが要求したもの。ここで狼ろう藉ぜきを働けば、魔族に対する人間の敵愾心を煽るだけ。和平を望む貴方が、そんな最悪の事態に陥おちいるような真似をする筈がないわ」

「やれやれ、お見通しか……」

　フッと暁月は苦笑。すると、

「しかしなぁ……アカツキ」

　と、ヴォルク。

「お主はこの和平に、可能性を見ているようだが、果たして民がそれを許すかなぁ？」

　何故ならば、

「人と魔族の争いの歴史は長く、そして根深い。未だに互いを憎しみ合う気持ちは消える事なく、引きずったままだ。そんな者同士で、和平など行えるものかなぁ？」

　その通りだと、リスティは心の中で同意する。民が望まぬまま、国が勝手に結んだ和平など、形けい骸がい化かするだけで何の意味も持たない。しかし、暁月は心配いらないと首を振って、

「別に和平を結んだから、国交をしてくれとか、一いつ緒しよに生活をして欲ほしいとかいう訳じゃない。二度と争いが起こらないように、互いに不ふ可か侵しんにしようってだけだ」

「……不可侵？　つまり、互いに一いつ切さい干かん渉しようをしない、という事？」

　オウム返しに問うリスティに、暁月は「ああ」と頷いて、

「魔族は静かに暮らしたいだけだ。だから互いに接せつ触しよくを持たなければ、争いが起きる事もなくなる。これまでは、魔族と戦争にならない保証はなかった。だが和平を結べば、形のある保証を得られる。民衆の不安は、むしろ今よりも解消されると思うぜ」

　ふと沈黙が生まれる。誰もが、暁月の言葉の可能性を、心の中で検証しているのだ。

　……確かに、それなら……。

　互たがいに不干かん渉しようを貫つらぬくならば。和平の可能性はあるのでは、とリスティは思う。すると、

「ふむ、成る程ほど……それは確かに、道理だなぁ」

　ヴォルクもまた、納得したかのように呟いた。

「なっ──正気か、ヴォルク皇？」

　驚おどろいたように、バラムがヴォルクを見る。

「まさか、こんな戯たわ言ごとを本気で信じるというのか？」

「そうかなぁ、戯言とも言い切れんだろう？　やっと戦争が終わったばかりなのだ。民も本心では、これ以上の争いを望んでおらん。長く続いた戦争によって、子供達の中にはまだ平和がどういうものかを知らぬ者さえおる程だ。誰もが一刻も早く、かつての平へい穏おんな暮らしを取り戻もどしたいと思っておるよ。ならば、互いに不可侵という条件付きの和平は、そう悪い話でもあるまいて。……シェルフィードはどう思うかなぁ、リスティ女王？」

「……はい、我が国の民も、無用な争いは望んでおりません」

　現に、今回の侵攻へリスティが派兵したのは王国軍だけだ。復興作業があるという名目で、人民軍は帯同させていない。これ以上の争いを、民に強しいたくなかったからだ。

　もう戦争をする必要がないというなら、それに越こした事はない。それに、何よりも。

　……これで、アカツキと戦わないで済むなら、それが一番良いもの。

「さて。後はディスディアだけのようだが、どうかなぁ？」

　そんなヴォルクの問いに答えたのは、バラムではなくアルフォンスだった。

「耳みみ障ざわりの良い言葉に、惹ひかれるのは解りますが……残されている問題が二つあります」

「ふむ……聞こう」

　ヴォルクの促しに、アルフォンスは頷いて、

「まず、壊滅した監視部隊の件。もし、これがやはり魔族の仕業だった場合、我々はゲイルペインへの侵攻を再開します。そうなれば、和平の余地などありません」

「確かに、その通りだなぁ。この和平は、あくまで監視部隊の件と魔族が無関係である事が前提だ。その事は、アカツキも納得しておるな？」

「ああ、当然の話だと思うぜ」

　暁月が頷いたのを確認し、アルフォンスは続ける。

「そして次に、今の和平の話は、アカツキ殿の存在が、我々の対たい抗こう力りよくと成り得るというのが前提です。ですが、それはあくまでこの場で話された机きじ上ようの空論でしかない。もし和平を意味あるものとするなら、アカツキ殿の力を改めて証明していただきたい」

「ほっほ……成る程なぁ」

　楽しそうに笑い、ヴォルクが眼を細める。

「どうかなぁ、アカツキ。アルフォンス殿の要求は、正当なものと思うが？」

「俺は別に構わないぜ。力を証明しろというなら、幾いくらでもやってやるさ」

　と、暁月。

「──で、どうやって力を証明すれば良いって？」

「そうですね……現在の我々が持つ最高の戦力と戦い、勝利していただくのが良いでしょう。それが最も解りやすく、アカツキ殿の力を証明する」

「確かにそうだなぁ……だが君の言う『最高の戦力』とは、一体何を指しておるのだ？」

「それは、決まっていますよ」

　そう言った次の瞬間、アルフォンスの笑みが冷たいものになったのをリスティは見た。

　……まさかっ。

　ハッとなったリスティが次の言葉を制止しようとして──しかし間に合わない。

　そしてアルフォンスが告げる。



「──お願いできますね？　リスティ女王、ゼクス将軍、ルーティエ精務長官」



　やられた。リスティは思わず、唇くちびるを強く噛かみ締しめる。隣となりに座るゼクスやルーティエの表情も、苦いものになっていた。自分と同じく、アルフォンスの狙いが解ったのだろう。

　このままではいけない──リスティは何とか、話の流れを変えようと、

「アルフォンス殿。実力を評価していただき光栄ですが、私達が最高戦力という貴方のお言葉には根拠がありません。何か別のお考えがあるのではありませんか？」

「他意はありませんよ。それに根拠もある。かつてアカツキ殿と共に戦った貴女あなた達たちは、彼と同じくアレイザードを救った英雄です。その実力は、一人一人がアカツキ殿に引けを取らないと聞いています。間ま違ちがいなく貴女達三人が、今の我々にとっての最高戦力ですよ」

「それは……ですが……っ」

　いけない、とリスティは頭を必死に働かせる。とっさに隣のルーティエに視線を送るが、彼かの女じよも良い考えが浮かばずに、その顔に焦あせりを滲ませていた。

　……どうしよう。

　もしも自分達が勝ってしまえば、暁月に力がないものとして、再び戦争になってしまう。

　だが、もしも自分達が負ければ。

　……私達が負けたせいで和平が結ばれてしまったと、世界に思われかねない。

　いくら争いを望んでいないとはいえ、魔族との和平に生理的な嫌けん悪お感を示す者は少なからずいる。だからこそ、その責任は三国が和平に同意する事で、分散させるべきもの。それをアルフォンスは、シェルフィードだけに背負わせようとしているのだ。

「アルフォンス殿……恐きよう縮しゆくですが、我々には荷が重すぎます。貴国やアレクラスタにも関わりのある和平──その成否という重大な責任を、我が国単独では背負いきれません」

「ご心配には及およびません。少なくとも我が国は、和平の成否を貴女達に委ゆだねても構いません。貴女達だけに責任を背負わせるような真似はしませんよ──そうですね、父上？」

「ああ、そうだな……」

　バラムは笑みを見せながら、

「我がディスディアは、アカツキとリスティ女王達との勝負に、和平の可否の判断を委ねよう。アレクラスタはどうかな、ヴォルク皇」

「ふむ……ディスディアがそれで良いなら、アレクラスタも別に構わんなぁ」

「ヴォルク皇っ？」

　悲痛なリスティの言葉に、しかし老ろう獪かいな教皇は笑みを見せながら、

「任せて良いかな、リスティ女王。何、気負わずにやってくれれば、それで良いでなぁ」

「…………っ」

　リスティは歯は噛がみする。ヴォルクが同意するのは当然だろう。自分達が負うべき筈だったリスクを、こちらに背負わせられるのだから。アルフォンスの要求にしても同様だ。たとえ戦争になろうがなるまいが、これから先も国は続いてゆく。彼らは国主として、今回の件の先をも見据えているのだ。言うなればこれは、同盟関係における今後の三国の立場を占うらなう、主導権を巡った政治的な綱つな引ひき。

　……やってくれるわね。

　アルフォンスやバラム、ヴォルクが口にしたのは建前だ。確かにリスティ達が負けて和平が成立する事になったとしても、ディスディアやアレクラスタはシェルフィードに対して責任を問う事はしないだろう。だが、それはあくまで国という器同士での話である。

　自分達の王の失態ですら、許せず反発する民がいるのだ。もし他国の王の責任で、望まぬ和平が結ばれたとしたら、和平に反対するディスディアやアレクラスタの民の恨うらみを買う事は必至。その感情的な負い目は、今後の国交に著いちじるしく影えい響きようを及ぼすだろう。無理な要求を呑まざるを得なくなる可能性だって出てくる。

　……それに、これは。

　リスティは確信する。これは、自分達と暁月の関係を見み越こした上での策略なのだと。

　暁月はシェルフィードの勇者だ。そんな暁月に、魔族のためにシェルフィードを追い詰める事になっても構わないのかと、アルフォンスは言っているのだ。

　……アカツキ……。

　リスティは縋すがるような目で、暁月を見た。先さき程ほどバラムを言い負かせ、アルフォンスとも互角に論戦を繰り広げた時のように、何か逆転のアイディアはないのかと。

　だが、次の瞬間リスティは信じられない言葉を耳にした。

　それは、暁月の宣言だった。

　聞く。

「──ああ良いぜ。それで和平ができるというなら、俺は一向に構わねえよ」
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　そして数分後。各国の想おもいが交こう錯さくした会談が、静かにその幕を閉じた。

　暁月まで了承してしまった以上、リスティ達に断る術はなく。

　リスティ達と暁月の勝負は、準備期間を考えて三日後に開かい催さいされる事で決定した。

　そして今、リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、城の正門へと走っていた。

　リスティは自分が追いかけていた背中を見つけると、声を振り絞しぼって呼び掛ける。

「──待って、アカツキっ！」

　すると、ゆっくりと呼ばれた青年が振り返った。

　リスティの表情を見た暁月は、すぐに彼女の意図を察し、傍かたわらの美兎と遥に告げる。

「悪いな、少し二人にしてくれるか……どうやら話があるらしい」

「でも……」

「大丈夫だ。お前が心配するような事にはならねえよ」

　不安そうにする美兎に、暁月は笑って、

「あんまり遠くには行かなくて良い。だから、少し離はなれた所で見ていてくれ」

　暁月の言葉に、美兎は仕方なく頷いてみせた。そして、遥に促されるようにしてその場を離れる。彼かの女じよ達たちとの距きよ離りが充分に開いた事を確かく認にんし、リスティは口を開いた。

「父親の仇かたきなのに……この短い間で、随ずい分ぶんと信頼を得ているのね」

「ま、それなりの修しゆ羅ら場ばを一緒に潜くぐり抜けたからな……後は、俺の人徳って奴だろ」

　穏やかな眼で、離れた場所の美兎を見る暁月に、リスティは棘とげのある声で、

「……どうせスケベな事をして、骨ほね抜ぬきにしたんでしょ」

「さあ、どうだろうな？」

　暁月が苦くし笑ようし、肩かたを竦めてみせる。その反応に、リスティは少し不ふ機き嫌げんそうに、

「相手は魔王の娘だっていうのに……節操なし」

　言いながら、しかしリスティは思う。今、こうして自分達がしている会話は、共にアレイザードを旅していた時と変わらぬままだと。でも、

　……もうあの時とは違うのね、私達は。

　女王に即そく位いした自分と、代理とはいえ魔族の代表である暁月。かつての自分達の関係が、まるで嘘うそのような異なる立場。共に旅を続けていた頃ころ、他た愛あいのない話をして、当たり前のように傍そばに居られた事が、夢か幻まぼろしだったみたいに。

「……………………」

　思わず言葉を失くし、俯くリスティに、

「──で、どうしたよ？」

　暁月が訊たずねてくる。

「そんな話がしたくて、わざわざ呼び止めたのか？」

　だから、リスティはそっと顔を上げて、

「…………本当に私達と戦うつもりなの？」

　問う。アルフォンスの提案を受け入れた、暁月の真意を。

　最早、人と魔族の戦争を止めるために、暁月が形だけの敵対をして抑止力となる事は不可能だ。アレイザードの行く末は、自分達と暁月との試合に委ねられた。道は二つ。和平の道を失いゲイルペインが滅びるか。和平が結ばれ、それを望まぬ国内外の民からリスティ達が恨まれ、シェルフィードが緩やかな崩ほう壊かいを辿たどるかだ。

　だからこれは問い掛け。暁月が、一体どちらを選ぶつもりなのか。すると、



「──本気で来いよ」



　驚く程あっさりと、暁月はそう口にした。

　だからリスティは呆ぼう然ぜんとなる。自分の聞き間違いではないかと。

　信じられなかった。無用な侵攻を止めたい気持ちは解る。自分だって気持ちは同じだ。

　これ以上の戦争なんて、望んでいやしない。何とかしたいと、心の底からそう思う。

　でも、そのためにシェルフィードが犠ぎ牲せいにならなければいけないとしたら、話は別だ。

　自分はシェルフィードの女王で、何よりこの国を愛している。だから王として、何としても国と民を守らなくてはならない。そして、

　……それは、アカツキだって同じじゃなかったの……？

　この五年、自分達は同じ時を過ごしてきた。そして暁月は、何度となくシェルフィードのために、命を懸かけて戦ってくれたのだ。リスティは信じている。暁月もまた、シェルフィードを愛してくれていると。なのに暁月は今、少しも迷う事なく魔族の側に立つと言った。だから、想いが揺らぎそうになる。暁月を信じる気持ちは、確かに心の中にあるというのに。否──信じているからこそ、今の暁月の言葉が信じられない。

「……私達より、魔族を選ぶの？」

　ポツリと呟つぶやくように言葉が零こぼれ落ちる。すると暁月は困ったように、

「いや……別にそういう意味じゃねえよ」

「だったら、どういう意味よっ！」

　思わず感情的になり、声が大きくなった。離れた場所にいる美兎や遥、シェルフィードの門兵達が、何事かとこちらを見る。だが、リスティは構わない。

　他人の眼も気持ちも関係なかった。今はただ、眼の前の暁月の気持ちが知りたかった。

「俺はただ、裏切りたくねえだけさ……俺を信じてくれている連中と、俺自身を」

　と、暁月は静かな表情で、

「そりゃ、見て見ぬフリはできるさ。このまま魔族が滅びるのを、黙だまって指を咥くわえて見てる事だってできる。だけどよ、お前の知っている俺は、そんな事を許す奴だったか？」

「それは……っ」

　思わずリスティは言葉に詰つまる。暁月の言った言葉に、間違いはなかったからだ。

　だから暁月は続ける。

「そうやって、目の前の現実から眼を逸そらすような真似を、俺を信じてくれたお前や、他の連中に見せろって言うのか？　できねえだろうがよ、そんな無様な真似は。俺が俺である事、俺が俺を偽いつわらない事、俺が誇れる俺である事──それだけが、はぐれ勇者である俺が、お前らに信じて貰える唯ゆい一いつの方法だっただろうが。それを曲げる事はできねえよ」

　ふと表情を真しん剣けんなものにして、

「泣いている女がいて、これから泣く女がいて、ここで何もしないような奴は、俺じゃねえよ。だから戦うぜ、俺は……お前達と。お前達が信じる、俺を裏切らないために」

　言われた言葉の中にあった「裏切り」という言葉に、リスティは思う。

　そうだ──自分は心のどこかで、暁月に裏切られたと思っていたのだと。だが、そんな風に思うのはおかしい。誰だれよりも暁月を知っている自分だから解る。この状況で、暁月の性格を考えれば、むしろこの行動は自然なのだ。それなのに、どうして自分はバラムが言ったように、暁月がミュウを連れて行ったという可能性を考えようとしなかったのだろう。

　簡単だ。考えたくなかった──否、信じたくなかったからだ。暁月に、他の誰かを守って欲しくなかったから。そして、その想いの名をリスティは知っている。嫉妬だ。

　……どうしよう、私……。

　今いま更さらながらに、思い知る。自分がどんなに暁月に惹かれていたのかを。あの日。暁月が自分の世界へ帰っていったあの時。自分は最後まで素す直なおになれないまま、暁月と別れた。

　本当は──ずっと傍に居て欲しかった。だから、行かないでと泣いて縋る事もできた。

　それでも彼を見送ったのは、暁月にも自分にも、譲れぬ大切なものがあったからだ。

　暁月は元の世界に止めなくてはならない人が居ると言っていたし、自分にはシェルフィードという国と民たみがあった。だから、別れのキスの温ぬくもりを、密ひそかな心の支えにしてきた。

「……………………」

　リスティはふと、少し離れた場所に居る美兎を見る。心配そうにこちらの様子を窺うかがう彼女が見つめているのは、暁月だ。隣の少女もそうだった。リスティには解る。二人が暁月に対し、どのような感情を抱いだいているのかは。だってそれは──きっと自分が彼に抱いている気持ちと同じ筈だから。羨うらやましいとリスティは思う。きっと美兎は、暁月に対して素直になれたのだろう。だからこそ彼は今、彼女を守るために戦っているのだろうから。

　……私には……できなかった。

　何かあったら呼べ、必ず駆かけつける──それは別れの際、暁月が自分に言った言葉だ。

　でも、自分は彼を呼ぼうとしなかった。何とか一人で頑がん張ばりたかったからだ。いつか再会できた日に、胸を張って会えるようにと。だから彼に迷めい惑わくをかけたくなくて、彼なしでも強くなろうと思って。そうやって自分は、寂さびしさや辛つらさに耐たえて頑張ってきたのだ。

　それなのに、どうしてだろう。今こうして、敵同士のような立場になっているのは。

　……私がした事は、間違いだったの？

　思う。美兎のように、すぐにでも助けを求めたら──暁月は彼女ではなく、自分の方を助けてくれただろうか。泣いて叫さけべば、ゲイルペインではなくシェルフィードを、美兎ではなく、自分の事を選んでくれたのだろうか。

　……いけない、私……。

　リスティは軽く頭を振って、自分が陥っている良くない思考を振り払う。

「おい……どうした？」

「────っ」

　ふと、こちらに手を伸のばしてくる暁月に、リスティはとっさに身を引いた。離れる。

「あ……」

　まるで暁月を拒こばんでしまったかのような態度。リスティは思わず呆然となる。

　だって仕方がないだろう。この場には自分達以外にも、門兵など幾つもの目がある。

　そして自分はシェルフィードの女王で、今の暁月は魔族を代表する立場なのだ。そんな自分達が馴なれ合うような事はできない。してはならないのだ。だから震ふるえる声で、

「……私は、アンタを勝たせる訳にはいかない」

　この国の女王として、民と……そして暁月に誇れる自分であるために。すると暁月は

「ああ、それで良いさ……」

　と頷うなずいて。穏やかな声で告げる。

「悪いな……お前には辛い想いをさせて」

「っ…………」

　その言葉に、リスティは身体を震わせる。

　限界だった。もうこれ以上は、感情が溢あふれてしまいそうで。だから、

「……さよなら、アカツキ」

　リスティは踵きびすを返して駆け出した。暁月から逃にげるように、城内へと戻って行く。

　息を切らせて走りながら、リスティはずっと一つの事を考えていた。何故だろう。何でこんな事になってしまったのだろう。自分はただ、素直になれなかっただけなのに。

「どうしてなの……？」

　思わず呟きが零れ落ちる。

　それはきっと、リスティ・エル・ダ・シェルフィードの真実。



「私だって……強くなんかないよ、アカツキ」
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　暁あか月つきがリスティとの話を終え、シェルフィードの王城を出た後。

　美み兎う達たちは、シェルフィードの王都エルディアの城下町を訪れていた。

「わあ……」

　人の波を縫ぬうように歩きながら、周囲の様子に美兎は驚きを得る。

　戦争が終わったばかりで、まだ心はおろか肉体の傷すら癒いえていない筈なのに。道を行き交う人々の顔には笑顔が溢れ、広い大通りの両りよ端うはしに並ぶ市場には活気が満ちていた。

「凄すごい数の人だね……お祭りでもあるのかな？」

「いいや。ここは毎日、こんなもんだ」

　と、隣を歩く暁月。

「ここは、シェルフィードの物流が集中している場所だからな。国内外を問わず、あらゆる人と物が集まってくるんだよ」

「そんな人目に付く場所で……良くもまあ、そんなに堂々としていられますわね」

　遥はるかが信じられないとばかりに、

「貴方あなたはこの国の勇者だったのでしょう？　当然、人々には顔を覚えられているでしょうに。こうしている所を気付かれでもしたら、色々とマズイんじゃないですの？」

　遥の忠告はもっともだと、美兎も思う。勇者だった暁月が、魔ま王おうの娘むすめである自分と一緒の所を見られでもしたら、大問題になる事は避さけられない。各国の王達にとっても、美兎が暁月と共に居る事は、問題視されていたのだから。

　無論、自分の顔がシェルフィードの一いつ般ぱん人じんにまで知られているとは思わない。

　……でも、知っている人が全くいないとも言い切れないもんね。

　だから、気付かれる可能性はあるのだ。そして気付かれたが最後、下手をすればパニックになりかねない。

「何、バレないようにしているから大丈夫だ」

　と、暁月は平然と笑って、

「現に、先刻から誰も俺おれ達たちに気付いてないだろ？」

　そう。これだけ多くの人ひと混ごみを歩きながら、美兎達は誰にも気付かれていなかった。

　顔を知られていない自分や遥はまだ解る。だが、暁月が気付かれないのは明らかに変だ。

　ここはシェルフィードの王都。それもエルディア城のお膝ひざ元もとである。シェルフィードに身を寄せていた暁月にしてみれば、言わばここは地元。国民的な英雄の暁月の顔は、誰もが知っていておかしくない筈なのに。不思議そうにしている美兎に、暁月は笑いながら、

「完全に氣を消しているからな。たとえ視界に入っても、意識で捉とらえられなきゃ見えていないのと同じって訳だ」

　そして、

「魔王の娘がこんな場所に居るなんて気付かれないように、お前の氣も一緒にコントロールしているんだ。そのまま手ぇ離すなよ」

「う、うん……」

　ほんの少し顔を赤くしながら美兎は頷いた。

「副会長もどうだ？　こっちの手は空いてるぜ」

「結構ですわ。この世界に、私を知っている方は居ませんので」

　軽口を叩たたく暁月に、遥は素す気げなくフン鼻を鳴らしてそっぽを向いた。それを見た暁月は、肩を竦めると、気にした様子もなく前へと向き直る。そして程なくして、

「──着いたぜ、ここだ」

　暁月の言葉に、美兎と遥は足を止めた。大通りから、一本中に入った裏通りにあったのは、一軒けんのレストランだ。表に掲かかげられた看板を見た遥が、

「『山やま猫ねこ亭てい』……貴方が立ち寄りたいと言っていたのは、ここですの？」

「ああ。シェルフィードに来たら、必ずここで飯を食って行く約束なんでな」

　さらりと言う暁月に、

「でも、準備中って札が……それにボクの事がバレたりしたら」

　美兎が不安そうに告げると、

「良いから良いから。ほら行くぞ」

　そう言って暁月は強ごう引いんに美兎の手を引き、店の中へと入って行った。



　店内に入った暁月達を迎むかえたのは、小さなフロアだった。

　木目の床ゆかに所とこ狭ろせましと並んだ、様々なサイズのテーブル。石造りの壁かべにはポスターや貼はり紙がみ。天てん井じようには巨きよ大だいなシーリングファンがあり、ゆっくりと店内の空気を循じゆ環んかんさせている。

　この山猫亭は、シェルフィードの郷土料理のレストランだ。アレイザードに居た頃は、リスティやゼクス、ルーティエらと良くこの店を訪れていた。暁月にとっては見慣れた、しかし久しぶりの光景。それを目まの当あたりにした暁月は、懐なつかしそうに眼を細めながら、

　……変わらねえな、ここは。

　思わず、安あん堵どにも似た郷きよう愁しゆうが湧わき上あがる。

「誰も居ないみたいですわね……勝手に入って良かったんですの？」

「おかしいな……この時間なら居ると思ったんだが」

　遥の言葉に、暁月は頭を掻かきながら、

「おーい居ないのかよ、おばちゃん」

　少し大きめの声で呼よび掛ける。すると、

「……はーい、どなた～？」

　奥おくの厨ちゆ房うぼうから、女性の声が返って来た。

「表に札を懸け忘れたかしら……ごめんなさいね、今準備中なのー。悪いんだけど、もう少ししてから来てくれるー？」

「おいおい水みず臭くさいな、もう俺の声を忘れちまったのかよ……」

　と暁月。

「いつでも食いに来て良いって、言ってくれてただろ」

　すると、厨房の向こうから一人の女性がひょっこりと顔を出した。

　そして暁月を見るなり、みるみる表情を変えてゆく。驚きから、喜びへと。

「ちょっと……誰かと思ったらアカツキじゃないの！」

　エプロンで手を拭ふきながら、慌あわててフロアへ出てくる女主人に、暁月は笑いながら、

「久しぶりだな、おばちゃん。元気にしてたかい？」

「勿もち論ろんよ、それだけが取とり柄えだからね」

　女主人はカラカラと笑いながら、ふと美兎と遥に気付いた様に、

「おやおや、また可愛かわいい娘を二人も連れて……リスティ様に怒おこられても知らないよ」

「もう遅えよ。ちょうど今、怒られてきた所だ……」

　苦笑する暁月に、女主人は眼を細めながら、

「それにしてもビックリしたわ、突とつ然ぜん来るんだもの。ほら、立ち話もなんだから、好きなとこ座んな。今、何か飲む物を持ってくるから」

　厨房へ戻って行く女主人の背に、暁月は声を掛ける。

「それよりも、何か食わしてくれねえ？　腹減っちまってさ」

「そりゃ構わないけど……まだ仕込みの途とち中ゆうだから、大したものは作れないよ？」

「別に良いよ。おばちゃんの料理が食えるなら、何でも」

「嬉うれしい事言ってくれるじゃないか……それじゃあ、ちょっと張り切ろうかね」

　女主人はニッと笑みを見せると、厨房へと戻ってゆく。

「優やさしそうな人だね……」

　初対面の美兎が得た感想に、暁月は「だろ」と笑いながら近くの椅子に腰こし掛かけ、

「一人でこの店をやりながら、人民評議会の議員もしててな。あの人ひと柄がらもあって、あちこちに顔が利きくんだ。俺やリスティ達が、一番世話になった人だよ」

　調理の準備だろう。賑にぎやかな音をフロアにまで届かせながら、

「それより、どうしたんだい今日は。アンタ、自分の世界に帰った筈だろ？」

　女主人の質問に、暁月は「ああ」と呟いて、

「自分の世界へ帰る時に、隠かくれてガリウスの娘を連れて行ったのがバレてさ。ディスディアから追手を差し向けられたりとか、面めん倒どうな事になってよ。そういうの止めてくれって同盟三国の王様連中に頼たのみに戻ってきたんだ。後、ついでに侵しん攻こうも止めろって言ってきた」

　暁月が言い終えると同時、ガシャーン！　とけたたましい音が厨房から響いてきた。

　床に調理器具でも落としたのだろう。

「えーと、何だって……？」

　料理の手を止め、厨房から困こん惑わくした顔を出す女主人に、暁月は肩を竦めて苦笑する。

「なあ……俺らしいだろ？」
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　大した料理はできないと言いながらも、女主人が用意してくれた料理は、いずれも手の込んだものばかりだった。

　初めて見るシェルフィードの郷土料理は、美兎にはどれも新しん鮮せんなものばかりで。

「どうだい、口に合うかねえ……？」

　女主人の問い掛けに、美兎は心の底から頷きを返す。

「はい……どれも、凄く美お味いしいです」

「本当に、とても素す晴ばらしいお料理ですわね……しかもあの短時間で、この品数。そして、この味。恐れ入いりますわ」

　舌した鼓つづみを打ちながら、遥が感服する。

　美兎はナイフとフォークを動かしながら、隣の暁月をチラリと見た。美味しそうに肉料理を頬ほお張ばる暁月の表情からは、確かな至福が見て取れて。美兎は思う。自分も料理はする方だが、この味には敵かなわないと。恐らくは、女主人の人柄が出ているのだろう。味の良さもさる事ながら、どの料理からも　優しさと温もりのようなものが感じられる。

　……こういうの、お母さんの味っていうのかな……。

　自分には得る事ができなかった、幸せの味。

　思わず美兎の口から、本音が零れ落ちる。

「こんな料理を食べられるご家族は、幸せですね……羨ましいな」

　そんな美兎の感想に、女主人は嬉しそうに眼を細めた。

「そうかい……ありがとうね。最高の褒ほめ言こと葉ばだ」

　それから表情を改めて、暁月を見る。

「……しかし、まさかそんな事態にまで発展していたとはね」

「ああ。俺が戻ってきた時は、もう一いつ触しよ即くそ発くはつの状態だった……」

　と、暁月。

「人民評議会の方には、情報は入っていないのか？」

「監かん視し部隊の件は聞いていたけどね……でも、今回の派兵には評議会も人民軍もタッチしていないんだ。それでもリスティ様は、何とか戦争を回かい避ひしようとしたみたいだよ。まだ魔族の仕し業わざだと、決まった訳じゃないからって。でも、軍事同盟は有効なままだからね」

　女主人は虚こ空くうを見上げて、

「ディスディアが強硬に報復措置へ出た以上、シェルフィードとしても動かざるを得なかったんだろうさ。それに監視部隊には、少数とはいえシェルフィードの兵も混ざっていたしね……何も手を打たなければ、国内の保守派層の反発は避けられない」

　そうか、と暁月は呟いて、

「なら評議会は、今回の件をどう見てるんだ？」

「庇かばうつもりはないけれど……魔族の仕業じゃなければ良いと思ってるよ」

　女主人は苦い表情で、

「アンタやリスティ様達たちが、命いの懸ちがけで掴つかんだ平和なんだよ……私達はもう、充じゆ分うぶんすぎる程血を流しただろう。それを、こんな簡単に無かった事にするなんて」

　あんまりだよ。

「こんな束つかの間まの平和のために、あんなに多くの命が失われたってのかい……」

　絞しぼり出された声に、美兎達の食事の手が止まる。重い言葉。だからこそ美兎は、人間にも自分達と同じ想いを持つ者が居てくれる事に、素直に有あり難がたいと思う。

　……みんなが、この人みたいだったら。

　きっと戦争なんか起きないのに。すると女主人は暁月に視線を戻し、

「アンタが魔族の側に付いたって事は──やっぱり今回の件、魔族は無関係って事かい」

「少なくとも、同盟軍が攻せめ込もうとしていた所に暮らしている魔族は無関係だろうな」

　と暁月。

「とりあえず、第三者を含めた再調査の結果が出るまで、兵は引いて貰もらう事になったから……当面の猶ゆう予よは得られたけどよ」

「そうかい……」

　神しん妙みようそうな顔で頷いた後、女主人はふと苦笑を浮かべて、

「それにしても、幾ら戦争を止めるためとはいえ、魔族の側に立つなんて……相変わらずアンタは、やる事が極きよ端くたんだねぇ」

「自分ではそうは思わないんだがな……」

　さらりと暁月は言う。

「ただ生あい憎にくと俺は、中ちゆ途うと半はん端ぱってのが上手くなくてね」

「いきなり帰って来たと思ったらこんな真ま似ねして……リスティ様はさぞ怒っただろう？」

「まあな。こっちも色々と譲ゆずる訳にはいかないから、無む理り矢や理り押おし通したけどよ。アイツの立場を考えたら、怒るのも当然だと思うぜ」

　すると、

「──頑張ってるよ、あの方は」

　静かな声こわ音ねで、女主人が告げる。

「最近は人民評議会への権限移いじ譲ようも軌き道どうに乗り始めていてね……かなりの分野で、私達が政治を行えるようになっているんだよ」

　嘆たん息そく。

「上手く行けば、もうすぐ国民選挙だったのにねえ……」

「あの……選挙って？」

　不思議そうに訊ねる美兎に、

「新しいシェルフィードの代表を決める選挙だ。ゲイルペインとの戦争で、この国は血が流れ過ぎたからな……最後の王族として、アイツは責任を取るつもりなのさ」

　と暁月。

「この国は王制を廃はい止しして、国民の代表が政治を行う民主主義国家になるんだよ」



　凰おう沢さわ暁月は思い出す。

　それは、一度は魔族の手により陥かん落らくした王都エルディアを、奪還して少し経たった頃。

　王が選んだ戦争への道が、国を深刻な不安に陥らせ、民の命を危険に晒さらした事を、リスティは悔くやんでいた。そして唯一生き残った王族として、できる事を考えて。

　そして優しすぎるシェルフィードの王女が選んだのは、魔王ガリウスの打だ倒とうと、シェルフィードの民主化だった。国の行く末を、王ではなく国民が選べるように。そんな国を作るため、リスティは暁月やゼクス、ルーティエらと共にその制度作りを行って。そして生まれたのが人民評議会と人民軍なのである。それは王に仕えるのではなく、国のために集まった、民衆の政治組織と軍隊だ。無論、現在も最高意志決定権はまだリスティにある。だが、政策の方針自体を決めているのは人民評議会なのだ。

　そんな中、唯一聖域となっているのが、先の戦争にまつわる事こと柄がらだった。

「言ってたよ、アイツ……あの戦争は、自分達王族が決めたものだからって」

「そ、それじゃあ、彼女が女王に即位したのは……」

　美兎の言葉に、暁月は「ああ」と頷く。

「王制を廃止できるのは、王だけだ。クーデターでも起きない限りはな。だが、この国の連中のほとんどが、リスティを慕したっている……」

　つまり、

「アイツは自分達王族が残した負の遺産を、民衆に押し付ける事にならないように、事後処理のためだけに即位したのさ──最後の王として、責任を果たすためにな」



「そんな……」

　真実を知らされた美兎は、言葉もない。

　自分は魔王の娘としての責任を放ほう棄きしている。無論それは、他に方法がなかったからだ。

　魔王が斃たおれた以上、その娘である自分の存在は、争いの種にしかならない。だからこそ父ガリウスは、美兎を暁月に託たくしたのだ。そして暁月は最善の方法として、自分の世界に美兎を連れて行った。それでも美兎を狙って、追手がやって来る状況なのだ。もしアレイザードに留とどまっていたら、今よりも酷ひどい事態になっていただろう。

　だが、それでも自分が魔王の娘としての責任から逃げた事に変わりはない。そんな自分に対して、リスティは己の責任から逃げなかった。そして今も、戦い続けているのだ。

　思わず呆然となる美兎の隣で、遥が静かに口を開いた。暁月に問い掛ける。

「……良かったんですの、凰沢暁月。そこまでリスティ女王の決意や努力を知っていながら、彼女と戦う事を了承して」

「他に方法がなかったからな……人と魔族の戦争を止めて、さらに無くすためにはよ」

　と暁月。

「それに魔族のためだけじゃねえ。アイツのためにも、この戦争は止めねえと」

　だってそうだろう。

「戦争が嫌いやで王になった奴に、その道を選ばせてたまるか。止めてみせるさ……この戦争も、戦争になれば流れる事になる、アイツの涙なみだもな」

「………………………………」

　吐はき捨てるように言う暁月の言葉に、誰もが言葉をなくして黙り込んだ。

　そんな中、美兎は微かすかな自己嫌けん悪おを得る。

　……やだな。ボク、今嫌な事考えてる……。

　いけない事だと解っているのに。暁月がリスティのために戦おうとしていると聞いたら、胸が少しだけ苦しい。そしてそんな自分が嫌で、美兎は余計に苦しくなる。すると、

「──とはいえ、どうするつもりですの？」

　遥が確認する口調で、

「解ってますわよね。和平のためには、三日後の試合に負ける訳にはいかない。ですが、もし貴方が勝って、調査結果も問題ないと判明し、無事に和平が実現したら……彼女とこのシェルフィードは、非常に苦しい立場に追い込まれますわよ」

「和平を望んでいない国内外からの反発だろ……解ってるよ」

　そう言って、暁月はフンと鼻を鳴らして。

　笑う。

「ディスディアの第四皇子は確かに相当切れる奴だが、まだ方法はある。上手くやるさ」
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　そして、全すべての食事が終しゆう了りようした。

　食器の後片付けをする女主人を手伝おうと、美兎は席を立とうと腰こしを浮かせて、

「ああ、良いからそのまま座すわってておくれ。これを片付けるまでが、私の仕事だからね」

　笑顔でやんわりと断られ、美兎は申し訳なさそうに椅い子すに座り直す。すると、

「──っと、そうだ。おばちゃん、ちょっと裏でアイツに挨あい拶さつしていっても良いかい？」

　思い出したように言う暁月に、厨房から声が返ってくる。

「ああ構わないよ……積もる話もあるだろうさ。ゆっくりしていくと良い」

「サンキュー……それじゃあ、お前らもちょっと付き合え」

　そう言って席を立つと、暁月は厨房の横を通り、店の裏口へと歩き始めた。

　美兎は遥と顔を見合わせると、仕方なく暁月の後を追う。

　ドアを開けた暁月に続いて外に出ると、そこには家庭菜園の畑が広がっていた。

　隅すみ々ずみまできちんと手入れされた十ｍ四方程のその畑には、シェルフィードの芳ほう醇じゆんな大地が生んだ、様々な有機野菜が実を付けていた。店の料理で出している野菜は、ここで採れた物を使用しているのだろう。しかし、見渡す限り人の姿はどこにもない。

「挨拶って……誰もいないじゃありませんの」

　眉まゆを顰ひそめる遥に、「こっちだ」と暁月は畑の端はしの方へ。すると畑の柵さくの先は森になっていて、暁月は柵の端に設置されている押し戸から、そちらへと足を踏ふみ入れた。

　そして足を止めた暁月の隣に並んだ美兎は、暁月の視線の先にあるものを見る。

「これって、お墓……？」

　そこには、墓石の代わりなのか、並ぶようにして三つの岩が置かれていた。一人だけ亡くなった時期が違ちがうのだろう。一番奥の岩だけ、他の二つとは異なる色をしていた。

　一体誰の……そう思い、暁月の正面にある墓石に彫ほられた文字を見て、

「────っ？」

　美兎の表情が凍こおりついた。そこには、一言こう刻まれていたのだ──『レオン』と。

「まさか……」

　美兎は暁月を見る。すると暁月は、墓石から視線を逸らさずに「ああ」と短く頷いた。

「ここはシェルフィードの真の勇者……レオンの生家だ。これは、わざわざ王城近くの霊れい園えんにまで行かなくても、家族が祈いのりを捧ささげられるように作られたもう一つの墓だよ」

　その言葉に、美兎は呆然と立ち尽つくす。

「それじゃあ、あの人は……」

　美兎は裏口を振ふり返る。その先にあるのは、自分達を歓かん迎げいした女主人がいる厨房だ。

「彼女の名は、セリーナ・エスペリオ……レオンのお袋ふくろさんだ」

　と、暁月。その場に腰を落として、

「悪いな……霊園の方はどうにも警備が厳しくて、落ち着いた話ができそうになくてよ」

　寂しい笑えみを浮かべる。

「あっちの墓を壊こわした馬ば鹿かは、俺がぶっちめておいたぜ。それに向こうの墓はきちんと作り直すって、ワルキュリアが言ってたよ……だから安心してくれ」

　暁月が、レオンの墓に語り掛けていた。凰沢美兎の耳は、その言葉を聞いている。しかし、頭がそれを理解できない。気が付けば、美兎は芝しば生ふの上に尻しり餅もちを搗ついていた。身体から力が抜け、立つ事すらままならない。勇者レオン──彼を殺したのは他でもない。

　魔王であり、そして自分の父でもあるガリウスだ。

　……じゃあ、ボクは……。

　そんなレオンの母親が作った料理を、何も知らずにのうのうと食べていたというのか。

　どうしよう。胸が苦しくて、呼吸が上手くできない。その正体は──きっと罪悪感。

　ついには震え出した身体を抑おさえようと、美兎は両りよ腕ううでを交差するようにして掻き抱いだいた。

　だが止まらない。身体の震えはどんどん大きくなって、

「──落ち着け、大丈夫だ」

　罪悪感へ完全に呑みこまれそうになる直前、暁月の手がこちらの肩を抱いた。

　優しく力を込められる。

「あ…………」

　そしてようやく、美兎の身体が呼吸の方法を思い出す。

　肺が酸素を取り入れた瞬間、凍こごえるような寒気が全身に来た。

「お前が罪悪感を感じる必要はねえ……黙って連れて来たのは俺だ」

　悪かったな、と暁月。

「でも、もし先に言っていたら、お前は彼女が作る料理なんて食べても、後ろめたくて味の事なんか考えられなかっただろ。それに、魔族との戦争を望んでいないと言った彼女の言葉さえ、素直に受け取れなかった筈はずだ」

　けどよ。

「お前には知っておいて欲しかったんだ。偽りのない彼女の料理の味と、そして彼女の想いを……。お前にしてみれば、人間なんざ言いい掛がかりをつけて自分達を滅ほろぼそうとする連中にしか思えないかもしれない。でも、中には彼女みたいな人も居るって事をな」

「………………」

　美兎は無言のまま、それでも暁月へと頷いた。暁月は、父ガリウスを殺した事実から逃げる事なく、それでも美兎を受け入れた。美兎の憎にくしみを知った上で、それでも美兎のために最善を尽くして、ついにはどこにもないと思っていた、美兎の新たな居場所にまでなってくれた。そして今、戦争で滅びかけている魔族のために立ち上がってくれている。

　そしてリスティは、王族という自身の生おい立ちから逃げる事なく、戦争が終わった今も戦い続けているのだ。ならば、美兎も背せ負おうべきだろう。自身が、魔王ガリウスの娘である事を。父ガリウスが殺した、多くの人間の命の重さを。たとえそれが戦争によるもので、魔族が安心して暮らせる世界を作るためだったとしても。

「……ありがと、もう大だい丈じよ夫うぶ」

　そう言って、美兎はゆっくりと立ち上がった。

　そしてゆっくりと厨房の方へと戻ってゆく。己の責任を取るために。すると、

「黙って連れてきたのは俺だ……お前一人で行く必要はねえよ」

　そう言って付いて来ようとする暁月に、美兎は「ううん」と首を振った。

「お願い……ボク一人で話をさせて」

　凰沢美兎は、自分の発言を思い出す。

『こんな料理を食べられるご家族は、幸せですね……羨ましいな』

　あれは、事情を知らずに告げた言葉だ。決して悪気があった訳ではない。だが、だからといってそれが許される訳でもないだろう。凰沢美兎は──否いや、ミュウは知っている。

　勇者レオンの生い立ちが、どういうものだったかを。魔族との戦争で父と姉を失い、死しに物もの狂ぐるいで平民から騎き士しを目指した青年の話を。レオンの墓の隣にあった二つは、きっと父と姉のもの。だからセリーナにはもう、彼女の手料理を食べさせる家族はいないのだ。

　そして美兎は、裏口の扉とびらに手を伸ばした。取っ手は音もなく回り、静かに扉が開け放たれる。その先の厨房へと足を踏み入れると、巨大なシンクで食器を洗っていたセリーナがこちらに気付き、声を掛けてくる。

「おや、どうしたんだい？」

「あの……」

　美兎は何かを言おうとして、しかし上う手まく言葉が出て来ない。

「あの……っ」

　伝えたい想いがある。確かにここにあるのに。それを言い表す言葉を、凰沢美兎は知らない。情けなくて、もどかしくて──思わず涙が出そうになる。

　……駄だ目めだ、泣いたりしちゃ絶対に。

　違う。ここで泣くのは卑ひき怯ようだ。美兎は唇をキツく噛み締める。

　自分には、彼女やレオンのために涙を流す資格はない。もしそんな自分がここで泣いたりしたら、それは己も被ひ害がい者しやであると訴うつたえる卑怯な涙にしかならない。

　だから、凰沢美兎は泣かない。でも、どうしても言葉が出て来なくて。

「あの……、ボク……ボクは……っ」

　ギュッと眼を瞑つぶり、必死に何かを言おうとして、



「──良いんだよ」



　それより先に、優しい声がした。目を開ければ、いつの間にかすぐ眼の前にセリーナが立っていて。穏おだやかな笑みを浮うかべながら、

「これでもシェルフィードの評議会議員だ……あんたが誰なのかは、すぐに解ったよ」

　セリーナの言葉に、美兎は眼を見開いて、

「そんな……だったら、どうして……」

「あのね。レストランなんてものをやっていると、色んな客が来るものなんだよ」

　ゆっくりとセリーナは語り始める。

「人の善い奴、悪い奴。他人を騙だまそうとする奴、騙されそうな奴。底そこ抜ぬけに優しかったり、酒さけ癖ぐせが悪かったり、馬鹿でスケベだったり……そうやって沢たく山さんの連中の相手をしているとね、自然と解ってくるんだよ。一体誰が、信じられる相手なのかをね……」

　だから、

「すぐに解ったよ、あんたの眼を見た瞬間にね……この子は信じても良いって」

「でも、ボクは……」

「確かに私は、戦争で夫や子供達を亡くした。でも、あんただって両親を亡くしている。それにあんたも、ウチの息子の事は知っているだろう？　もしかしたらあんたの大切な人を、あの子が手に掛かけていたかもしれない」

「……………………」

　セリーナの言葉に、美兎は押し黙る。すると、

「人だろうが魔族だろうが、大切な人を亡くす悲しみは同じ筈だ。もう戦争は嫌だという、その気持ちもね……」

　そう言って、セリーナは美兎を抱きしめて──そっと囁ささやく。

「辛かったねえ……」

「…………っ」

　そう言われた瞬間、美兎は自分の身体が一いつし瞬ゆん震ふるえたのを感じた。



    

  
    
      　そしてゆっくりと感情が溢れ始める。瞳ひとみの端に、透とう明めいな雫しずくが浮かび上がった。

　それでも嗚お咽えつを堪こらえようとするこちらの背を、セリーナは優しく撫なでながら、

「でも、もう平気だよ。どんな経けい緯いがあったのか知らないけれど……あんたの傍には今、アカツキが居るんだから。だから何の心配もいらない」

　何な故ぜなら、

「あの子はスケベだけどね、信じて付いて行って良い。今回の事だって、きっと何とかしてくれる。一緒に居るんだ、アイツの笑っちまうような美学はもう知っているんだろ？」

「はい……」

　美兎は、目め尻じりに浮かんだ涙をそっと指で拭いて、

「信じてます……ボクが今こうして居られるのも、あの人のお陰かげですから」

「……そうかい。それなら、あんたはもう大だい丈じよ夫うぶだ」

　セリーナは眼を細めて、告げる。

「さっさとアイツと一緒に、下らない戦争なんて止めてきちまいな」

「…………はい」

　しっかりと美兎は頷くと、暁月達を呼びに行こうと裏口へ向かい、

「全部終わったら、またおいで」

　そこへ、セリーナの優しい声が来る。

「次は営業時間中に。そしたら今度は、私の自じ慢まんの料理をたっぷり振ふる舞まってあげるから」

「はい……この戦争を止めて、全てが終わったら」

　凰沢美兎は振り返り、笑顔で約束する。

「きっとセリーナさんのご飯を食べに来ます──その時は、またあの人と一緒に」



４



　遠くの空が橙だいだ色いいろに染まりつつある。

　太陽が優しい茜あか色ねいろを放ち始めた頃、暁月は美兎と遥を連れて城下町を歩いていた。

　リスティ達との試合は三日後。その間、暁月達は王都であるここエルディアへ滞たい在ざいする必要がある。そして暁月が足を向けたのは、城下町の外れにある一角だった。

「ねえ……本当にこっちであってるの？」

　後ろを歩く美兎が、不安そうに訊ねてくる。周囲にある建物や、歩く人間の雰ふん囲い気きが、先程までの表通りとは異なっているのが解ったのだろう。暁月は「ああ」と頷いて、

「俺達の存在を、周囲に知られる訳にはいかねえんだ。普ふ通つうの宿に泊とまれば、街中に知られる事になっちまう。信しん頼らいできる奴の所じゃないとな」

「確かに、それはそうなのでしょうが……」

　暁月の言葉に、遥は顔を顰めて周囲を見回す。

「……残念ながら、あまり治安の良い場所ではなさそうですわね」

「まあな……」

　暁月は笑う。遥がそう思うのも無理はないと。暁月達が今歩いているのは、シェルフィードの王都エルディアにある裏の歓かん楽らく街がい。日が落ちた後に、その真の姿を見せる夜の街だ。

　そして程なくして、暁月達は目的の場所に辿り着いた。夕日の差し込む路地裏。白い壁が続く通りの中で、そこだけが他と異なり、闇やみのような漆しつ黒こくの建物が佇たたずんでいる。

「──着いたぜ、ここだ」

「ここが宿屋なの？　確かに看板はあるけど……」

　と、美兎。漆黒の壁へき面めんに浮かび上がるようにして作られた看板には、流線形の金文字で『メリッサ』とだけ書かれていた。だが建物の入口に眼めを向けた遥が、感想を口にする。

「ですが宿屋のドアマンにしては、少々あれは厳いかついと思いますわよ」

　扉の両りよ脇うわきには、黒服に身を包つつんだ強こわ面もての大男が二人立っていた。

　長身の暁月ですら、見上げるような巨きよ体たいの持ち主だ。

「ガードマンも兼かねているのさ……至いたれり尽くせりだろ？」

　暁月は笑いながら、彼らへ歩み寄り、

「よう、お仕事ご苦労さん。ボスは居るかい？」

　すると黒服達は一いつ切さい表情を変える事なく、冷たい視線を暁月へ向けて、

「──申し訳ありませんが、当店は現在営業時間外です。夜になってからお越し下さい」

「いや、客として来た訳じゃねえよ。顔かお馴な染じみがちょっと寄らせて貰ったのさ」

　暁月は肩を竦すくめて、

「メリッサに取り次いでくれ」

「生憎オーナーからは、客人が見えられるという話は伺っておりませんので」

　丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかい。しかし、黒服達は恭うやうやしく頭を下げたりはしない。代わりに半歩、前に出た。それだけで、彼らの巨体が発する威い圧あつ感が倍増する。明らかな威い嚇かく。だが、

「……お前ら、つい最近新しく雇やとわれたばかりだろ」

　そう言って、暁月は嘆息。

「職務に忠実なのは悪くないが……全く融ゆう通ずうが利かねえのも、客商売的には問題だぜ？」

　仕方ねえな。

「アカツキが来た、と伝えてくれ。俺おれの風ふう貌ぼうと一緒に説明すれば、話は通じる筈だ。もしメリッサがそんな奴は知らないって言うなら、その時は追い返してくれて良いからよ」

「残念ですが、オーナーは現在不在です」

　取り合わない黒服達に、

「なら、他の適当な奴に俺の事を訊きいてみてくれ。もし本当に俺が馴な染じみだったら、後で困る事になるのはアンタ達だぜ。それを考えれば、確認する位しても構わないだろ？」

「……………………」

　暁月の言葉に、黒服達はしばし顔を見合わせた。

　そして一人が中へと入って行き、もう一人はそのまま外に残る。すると、

「……ねえ、本当に大丈夫なの？」

　美兎が心配そうに耳打ちをしてくる。

「心配いらねえよ、ここはいつもこんな感じだ」

　と暁月。すると遥が白い目で、

「その割に、思い切り警けい戒かいされてるじゃありませんの……顔馴染みが聞いて呆あきれますわ」

　そう言った瞬間だった。ドアの向こうから、悲鳴のような声が聞こえて来たのは。

『────────っ』

　何事かと美兎と遥がそちらに視線を向けるのと同時、勢い良く扉が開け放たれた。そして美しい女性が、慌てて外へと飛び出してくる。

「──アカツキっ？」

　嬉しそうに声を弾はずませた女性を見て、しかし美兎が思わず絶句した。隣の遥も硬こう直ちよくする。女性はホットパンツ一枚で、上半身には何も身に着けていないという、扇せん情じよ的うてきな格好だったからだ。長い赤髪で胸の前は隠れているが、外に出てくるには刺し激げきが強すぎる格好だ。しかし、暁月はそんな女性の姿を見ても微み塵じんも動どう揺ようする事なく、片手を軽く上げて、

「よお、セシリー……元気にしてたか？」

「きゃあああぁっ、本当にアカツキじゃない！」

　そんな暁月に、セシリーと呼ばれた女性は勢い良く抱きついた。

　豊かな胸を押し付ける事になるのも構わず、興奮した口調で暁月を見上げ、

「どうしたの？　アンタ確か、自分の世界に帰るって……」

「ああ、一度は帰ったんだけどな。ちょっと野や暮ぼ用ようがあってよ」

　と、こちらも余よ裕ゆうで暁月。セシリーの腰に手を回しながら、

「それで、メリッサに頼みたい事があって来たんだが……留守なのか？」

「ええ、ちょっと買い出しに。でも、そろそろ戻ってくる筈よ。中で待ってると良いわ」

　とセシリー。そして硬直している美兎達の方を見て、

「もしかして、そっちの娘こ達たちも……？」

「ああ、俺の連れだ」

「ふーん、可愛い娘達じゃない……ママも喜ぶわよ、きっと。さあ、どうぞ入って」

　暁月の腕うでを引っ張るセシリーに、黒服達が慌ててそれを制止するように立ち塞ふさがる。

「困ります、セシリーさん……勝手に部外者を中に入れられては」

「こんな真似をされては、私達が後でオーナーに叱しかられます」

「良いから退きなさい。入ったばかりのゾムドとラムゴは知らないだろうけど、この人はウチの大恩人なの。無礼な態度は、あたしもママも許さないからね」

　と、暁月に身を寄せながらセシリー。キッと黒服達を睨にらんで、

「どうしても駄目って言うなら──あたしの一存でアンタ達をクビにしても良いわよ。それならアンタ達が、アカツキを閉め出す理由もなくなる。ママには後で言っておくから、何ならそうしてあげようか？」

「そ、それは……」

　狼ろう狽ばいする黒服達に、暁月は苦笑。そしてセシリーの頭にポンと手を乗せて、

「あんまり苛いじめてやるなよ……こいつらはただ、自分の仕事をしているだけだ」

「でも、アカツキ……」

　不満そうなセシリーを「良いから」と宥なだめると、暁月は黒服達に向き直り、

「悪いな、アンタ達に自分の仕事をさせないつもりはねえよ。心配ならどっちか一人、中で俺達を監視してくれて構わない。それで勘かん弁べんして貰えないか？」

「…………………………」

　黒服達はしばし沈ちん黙もくする。自分達が邪じや険けんにしていた暁月から、己おのれの立場を酌くんで貰える言葉が来るとは思っていなかったのだろう。やがて、

「…………解りました、それならば」

　そう言って、ようやく黒服達は扉の前から、自分達の巨体を退けた。



　ドアの向こうは、薄うす暗ぐらい通路が延びていた。

　……外の見かけより、ずっと大きな建物なんだ。

　長い廊ろう下かを歩きながら美兎は思う。やはり普通の宿ではなさそうだと。

　だが美兎には、それよりも気になる事があった。前を歩くセシリーと暁月だ。

　再会できた事が余よ程ほど嬉うれしいのだろう。セシリーは、暁月の腕に自分の腕を絡からめていて。

　そのため暁月の二の腕に、明らかにセシリーの胸が当たっているのだ。

　……くっつき過ぎじゃないかな。

　ムッとしながら、美兎は二人の後を付いて行く。店名にもなっているメリッサというのは、セシリーの母親の名前だろう。暁月が頼たよろうとしているのはその女性のようだが、美しいセシリーの母親なのだ。さぞかし美人に違いない。改めて、はぐれ勇者は女好きという噂うわさは、本当だったのだと美兎は思い知る。そして、程なくして廊下の先が開けた。

「嘘……」

　眼の前に広がった光景に、美兎は思わず言葉を失う。

　暗い通路の先──そこは別世界だった。それはまるで、豪ごう奢しやな王宮のエントランスを思わせる空間。壁、床、天井の造りから、赤い絨じゆ毯うたんに花や壺つぼといった調度品に至るまで、全てが超ちよう高こう級きゆう。先程まで居たエルディア城と比べても、引けを取らない豪ごう華かさだ。

　そして三階までの吹ふき抜け構造が、より空間を大きく感じさせる。

「これは……」

　隣の遥もその光景を前に、呆然と立ち尽くす事しかできなくて。

　……あ、でも……。

　ふと美兎は気が付いた。二階と三階には、幾つものドアがあった。もしや、あれが客室なのかもしれない。美兎が、超高級な宿しゆ泊くは施くし設せつの可能性を思い浮かべていると、

「みんなーっ、アカツキが帰ってきたわよーっ！」

　セシリーが、フロア全体に響ひびくような大声で叫んだ──次の瞬間、

　ガチャガチャガチャガチャッ！

　二階と三階にあった扉という扉が、一いつ斉せいに開け放たれる。

「────っ？」

　思わず美兎はギョッとなった。開いた扉の向こうから出てきたのは、全員が若い娘達だ。

　それぞれ思い思いの時間を過ごしていたのだろう。ラフな部屋着の者、扇情的な下着姿の者から、バスタオル一枚の者に、それこそ素すっ裸ぱだかの者までいる。いずれもセシリーに劣おとらぬ、美しい女性と可愛らしい少女ばかり。そんな彼女達が、暁月を見るなり動きを止めた。一いつ瞬しゆんの沈黙の後、その中の誰かが震える声で問う。

「嘘……本当にアカツキなの？」

　すると暁月が、

「ああ、久しぶりだなお前ら」

　そう言って、上の彼女達に笑いかける。

　その直後──大気が震えた。女性達が一斉に悲鳴を上げたのだ。そして我先にと、暁月へ向かって殺さつ到とうする。軽く二十人を超こえる美女と美少女に囲まれた暁月に、

「えっ、何っ？　ねえ、この人達って何なのっ？」

　事態を把は握あくできず、美兎は気け圧おされるように後あと退ずさりながら問う。女性達は、自身の肌はだを暁月に見せる事に対し、まるで抵てい抗こう感を抱いていなかった。すると暁月が振り返って、

「前に話しただろ。こっちに居た時、とあるギルドの護衛をしてたって」

「え……それって、もしかして」

　以前、暁月や千ち影かげ、葛くず葉はと共に下着を買いに行った時。何の間違いか、美兎が暁月にブラジャーを着けられる羽目になってしまった事を思い出す。

「じゃあ、ここは……」

　よろりと、一歩後ろに下がった拍ひよ子うしに、美兎は背中から誰かにぶつかってしまう。

「あ、すみませ……」

　とっさに後ろを振り返り、そして凰沢美兎は全ての動作を停止した。

　ぶつかった背が感じたのは固い感かん触しよく。だから、てっきり後を付いてきた黒服の胸にでもぶつかったとばかり思っていた。だが、そこに黒服は居なかった。

「っ…………!?」

　黒服よりもさらにゴツイ体たい躯くの男。それが、真っ赤な女物のドレスを身に纏まとって立っている。綺き麗れいな長い黒くろ髪かみのため、何とか女性の可能性を思おうとしたが、無理だった。

　顔がでかい、胴どうがでかい、そして手足までもがでかい。相撲すもう取とりを上回るでっぷりとした体型に、鷹たかのように鋭するどい眼光。子供が見たら、絶対に泣くレベルだ。それを完全な不意打ちで見てしまった美兎は、思い切り腰を抜かす。

「は、はわわわ……」

　思わず床にへたり込む美兎の隣で、ふと見れば遥が完全に気絶していた。余よ程ほどショックだったのだろう。どうやらこちらより一足先に、精神の限界を迎えていたらしい。

　すると背後の暁月が、信じられない言葉を放った。

「よう、メリッサ……久しぶりだな」

「…………え？　メリッサ？」

　美兎はハッとなって、暁月とメリッサを交こう互ごに見る。

　……この人が？

　申し訳ないが、どう見ても『ザンギエフ』か『ロドリゲス』の間違いだろう。それ程までに、美兎が想像していたメリッサ像と、眼の前の現実はかけ離れすぎている。

　だが眼の前の野やじ獣ゆうは、ゴツイ手をこちらに差し出し、仏ぶつ頂ちよ面うづらのまま口を開いた。

　想像していた通りの低い声で、美兎に現実を教える。

「──歓迎するわ。ようこそ、会員制高級娼館『メリッサ』へ」
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　腰を抜ぬかした美兎と、気絶した遥をセシリーに任せた後。

　暁月はメリッサに招かれ、奥の一室へと足を踏み入れていた。

「相変わらず、地味な部屋だな……」

　久しぶりに入った室内を見て、暁月は苦笑する。

　高級娼館のオーナーの私室にしては、シンプルで簡素な室内だった。これは全て、メリッサの主義によるものだ。そして、だからこそ暁月はメリッサの事を認めている。

「文句があるなら、今すぐ出て行って貰って構わないわよ」

　フンと鼻を鳴らして、メリッサはその巨体をソファに沈しずめた。

　本来娼館のトップなど、ともすれば成金主義に走るのが一いつ般ぱん的てきな中、メリッサは自身に対しては最低限の金しか遣つかおうとしない。メリッサが金を遣うのは、店や店の娘、そしてスタッフ達に対してのみ。それが客に対する最高のサービスを生み、結果として店が上手く回る事を、メリッサは良く知っているのだ。しかもこれでメリッサは、娼館ギルドの首領なのである。だが、そのストイックな経営方針は、他の店を経営する者と摩ま擦さつを生んだ。それでもメリッサは、己の主義を貫つらぬき通した。その結果、一時は対立していた娼館ギルドとの抗こう争そうにまで発展して──その際に、暁月とメリッサはとある縁えんで知り合い、意気投合。暁月がメリッサの店の用心棒を買って出たのは、その時の話だ。そしてその結果、相手方のギルドはシェルフィードから姿を消す羽目になったのである。

「変わってないようで、安心したぜ……店のみんなも元気そうだしな」

　暁月がメリッサの正面にあるソファに腰を下ろすと、

「そんな世間話をしに来た訳じゃないでしょう……」

　メリッサの鋭い視線が、暁月を射い抜ぬいた。

「突とつ然ぜんこちらに戻って来たと思えば……今度は魔族の味方とはね」

「情報が早えな……」

　と暁月。

「もうお前のギルドにまで、話が行ってるのか？」

「この国のこの街で起きた出来事は、全部私の所に来るようになっているのよ」

　とメリッサ。

「──つい先さき程ほど、リスティ女王の名で閣かく僚りようと人民評議会に緊きんき急ゆう召集が発令され、エルディア城に集合した全員に対し、通達がなされたわ。今回の件で、シェルフィードが被こうむる可能性のある、被ひ害がい予測を重く見た女王と評議会は、現在の状じよう況きようを敢あえて国内外に公表するって事で見解を一いつ致ち。アンタとリスティ女王達が、魔族との和平を懸かけて試合を行う事は、明朝にシェルフィード・ディスディア・アレクラスタの三国に向けて、正式に公表される事になるそうよ。明日になれば、この街も騒そう然ぜんとなるでしょうね」

「成なる程……やっぱり、そう来たか」

　予想していた通りの展開に、暁月はフッと笑った。

　戦争にも和平にも、それぞれ反対する者がいるのだ。ならば黙って事を進めて、いざ結果が出てから公表するよりも、先に周知を行った方が最終的な反発は少ない。

　……民みん衆しゆうってのは、隠し事が嫌きらいな生き物だからな。

　しかもディスディアやアレクラスタに対しても公表する事で、それぞれの国の民に対し、今回の件があくまで、三国の同意の下もとで取り決められたものだとアピールする事もできる。

　押し付けられた責任というリスクを、少しでも分散させるための苦肉の策だろう。

「まあ、他に方法はないだろうからな。当然、試合も一いつ般ぱん公開されるんだろ？」

「恐おそらくはね……自分達の眼で結果を見届けた方が、国民も納なつ得とくするでしょうよ」

　とメリッサ。

「大方、無料観覧の抽ちゆ選うせんチケットが、各国に対して配布される事になるわ。そして各国の民が見守る中で、自分達の国の行く末が決まる──恐らくは、そういうシナリオでしょうね。ただリスティ女王としては、アンタが魔族側に立って和平を訴えているのは、あくまで戦争という最悪の状況を回避するためである、という点を強調するそうよ。余程アンタを悪者にしたくないんでしょうね……」

「アイツはまた、自分の立場が悪くなるような真似を……そりゃ、その方がこっちとしても都合は良いけどよ」

　自分は『はぐれ勇者』だ。たとえ悪者になろうと、別に今更気にしない。だが和平を考えるなら、実現の前に可能な限りであっても、民衆の同意を得ておきたいのが実情だ。

　……まあ、試合の方はそれで良いとして、だ。

　暁月は身体を前に乗り出して、

「──壊かい滅めつしたゲイルペインの監視部隊の話は聞いてるだろ？　裏の方から何か情報は入ってないか？　魔族の犯行と断定した公式見解には、実際どの程度の信しん憑ぴよ性うせいがある？」

「生憎と情報が錯さく綜そうしていてね……それでもやはり有力なのは、公式発表されたように魔族の犯行という見方よ。けど一部では今回の件について、軍事産業が盛んなディスディアによる、戦争特とく需じゆを狙った自作自演の陰いん謀ぼうって噂も出ているわね」

「あー、やっぱその線はあるよなぁ……」

　メリッサの言葉に、暁月は天井を見上げた。それは自分達も考えていた可能性だと。

　フィル・バーネットが襲しゆ撃うげきしてきた際、彼自身が、ディスディアが美兎を新たな戦争の火種にしようとしていたと認めている。あくまで、フィルの言葉を信じるならだが。

「とはいえ、アンタが魔族の側に立った事に加えて、一時的に派は遣けんされている軍まで引く事になった訳だからね……世論も改めて状況を見直すでしょうよ。そうすればまた、どこかから新しい情報が入って来るかもしれないわ」

　で、どうするの？

「試合まで匿かくまえというなら、別に構わないわよ。アンタには借りがあるし……ウチの娘達も喜ぶだろうしね。部屋は前と同じ所を使うと良いわ。当時のままにしてあるから」

「悪いな……で、迷惑ついでにもう一つ頼みがあってよ」

　と暁月。

「実はちょっと探し物があるんだが……売ってる所に心当たりとかねえかな？」

　そう言って、暁月は懐から折りたたんだ紙し片へんをメリッサに手て渡わたした。

　その中身を見たメリッサは、怪け訝げんそうに眼を細めて、

「おかしな骨こつ董とう品ひんを探しているのね。これって、小さい子供用に作られてた物でしょ？　それも余り意味がないからと、製造中止になったヤツ。こんなの、何に使うつもり？」

「ま、ちょっとした保険ってヤツだよ……で、心当たりの方はどうだ？」

「知ってる骨こつ董とう屋やに一人、こういうのを専門に扱あつかってる奴やつがいるわ。そこの店に行けば多分あると思うけど……生憎そいつ、前にウチと敵対していたギルドの傍ぼう系けいなのよね」

　不快な顔をするメリッサに、暁月は笑いながら、

「良いさ……そういう事なら、俺が直接交こう渉しように行くからよ」

　だから何の心配もいらない。

「店の場所を教えてくれ。今日中には片を付けたいからな」



　暁月とメリッサが、奥へと消えた後。何とか精神的なショックから回復した美兎達は、セシリーに連れられ、普ふ段だんは使われていない屋根裏の個室へと案内されていた。

「ここはね、アカツキがウチの用心棒をしていた時に使っていた部屋なのよ」

　そう言って、セシリーは苦笑。

「……まあ部屋と言っても、元は倉庫なんだけどね」

「お、お邪じや魔まします……」

　後へ続いて中に入った美兎は、ゆっくりと室内を見み渡わたした。部屋の端には、木製の机と椅子が一つずつ。そして中央には巨大なベッドが置かれていた。セシリーの言葉通り、奥の壁かべ際ぎわには使われなくなったのか、古い化けし粧よう台だいが置かれている。

　とはいえ、埃ほこりが積もっているような事はなく、

「きちんと掃そう除じされているんですのね……」

　部屋の感想を漏もらす遥に、セシリーは「当然」と胸を張りながら、

「ここはアカツキの部屋だからね……アイツが居た当時と同じままだよ」

「そうなんだ……」

　感かん慨がい深ぶかそうなセシリーの言葉を聞きながら、美兎はふと天井を見上げた。

　するとそこに空があった。天窓だ。屋根裏のためか壁に窓はないものの、ちょうどベッドの真上に、大きな天窓が設けられている。するとセシリーが気付いたように、

「良いでしょ、その天窓……アカツキも気に入ってたわ。寝ねながら星が見たいからって、本当は壁際にあったベッドを、わざわざ真下へ移動させた位よ」

「ふーん……あの男に、そんなロマンチックな事を考える頭があったとは、驚きですわ」

　と、意外そうに遥。ベッドの足元に腰掛け、夕焼けに染まった空を見上げる。

　美兎も隣に腰を下ろすと、セシリーが確認するように、

「貴女あなた達たち、今日はウチに泊まるんでしょ？」

「あ、はい……あの人はそのつもりみたいです」

「ならここを使うと良いわ。ベッドは充分なサイズだし、三人位なら一いつ緒しよに寝れるから」

　あっけらかんと言われ、美兎と遥は思わず眼が点になった。

「ちょ、ちょっと待って下さい……それはつまり、ボク達にあの人と一緒に寝ろと？」

「え、そうだけど？　何かマズかった？」

「マズいも何も、あんな歩く性犯罪と一緒になんて、寝られる訳ないじゃないですの！」

　遥の叫びに、美兎もコクコクと頷いた。すると、セシリーは困惑したように、

「あれ……？　貴女達って、アカツキの女じゃないの？」

『違いますっ！』

　美兎と遥の否定の叫びが、見事なまでに重なった。

「──でも、抱かれた事はあるんでしょ？」

『ありませんっ』

　二人同時に立ち上がり、美兎と遥は顔を真っ赤にしながら叫ぶ。どうやら、とんでもない誤解があるようだった。するとセシリーは残念なものを見るような目で、

「可か哀わい想そうに……そんなに可愛いのに、あのアカツキに女扱いして貰えてないなんて」

「べ、別に私達が女としての魅みり力よくに欠けているとか、そういう訳ではありませんわよっ」

「そ、そうですよ……ボク達の方が拒んでるんです！」

　こちらの必死な訴えに、

「拒む？　どうして？」

　セシリーは不思議そうに言ってから、ゾッとする程の色っぽい表情を浮かべた。

　そんなセシリーの顔を目の当たりにして、思わず美兎は息を呑のむ。

　……嘘、何これ？

　美兎は躰からだが熱くなるのを感じた。同じ女性なのに、セシリーの色気にあてられたのだ。

　それも暁月に抱かれた事があるという言葉に、思わず躰が反応してしまった。

　ふと見れば、遥も顔を真っ赤にしてわなわなと震えていて、

「～～～～っ」

　その震えを抑えつける様に、両腕で自分の躰をギュッと掻き抱きながら、

「生憎ですが……私達には、そういうのは必要ありませんの」

「そう？　女に生まれたなら、絶対に知っておくべきだと思うわよ？」

　と、セシリーは妖よう艶えんな笑みを見せながら、

「ねえ……本当に貴女達は、アカツキの傍に居て、一度も彼に男を感じた事がないの？」

「そ、それは……」

　思わず口ごもる美兎の本心を、セシリーは見み透すかすように、

「意識していたでしょう？　そして絶対に一度は想像した筈……彼に抱かれたら、自分はどうなるかって。それはね……心の奥おく底そこで、貴女達がそれを望んでいるからよ」

「……そ、そんな事ありませんわ」

「いいえ、あるわよ。だって貴女達は、女の子ですもの……」

　正面から見み据すえられ、美兎と遥は眼を逸らそうとして、しかしできなかった。セシリーの瞳に絡め取られたみたいに、その場から動けない。吸い込まれる。

　すると、ゆっくりとセシリーが歩み寄ってきた。

「圧あつ倒とう的てきな男に惹ひかれる──それは女の本能よ。何を恥はずかしがる必要があるの？」

　さあ、

「自分に素直になりなさい。貴女達はね、貴女達が考えている以上に『女』なのだから」

　そして、そっと手が伸ばされて──、

「──素しろ人うとの娘をからかうのは、その辺にしときなさい、セシリー」

　ふと入口から低い声がした。すると、いつの間にか巨体のメリッサが立っていて、

「いつまでそんな格好でいるつもり？　そろそろ支し度たくをする時間よ」

　その迫はく力りよくに、関係ない遥が思わずと後退る。一度は気絶させられた相手だ。身体が恐きよ怖うふを覚えているのだろう。するとセシリーは「はーい」と言うと、表情を普通に戻もどして、

「ごめんね二人共。アカツキの事を悪く言うもんだから、少し悪いた戯ずらしたくなったのよ」

　舌をペロリと出し、両手を美兎と遥の肩に置いて囁く。

「でもアカツキの傍に居て、いつまでも素直になれずにいたら、絶対に後こう悔かいする事になるわよ──あの娘みたいにね」

「えっ……？」

　真剣さを含ふくんだ声に、思わず美兎は聞き返す。だが、セシリーはこちらに背中を向けながら、手を振り部屋を出ていってしまった。メリッサはやれやれと嘆息すると、こちらへゆっくりと歩み寄ってくる。美兎は怖おず怖ずと、

「あ、あのー……お話は終わったんですか？　あの人は……」

「アカツキなら今、探し物を買いに出てるわ。貴女達の事は、私に任せるそうよ……何か問題がある？」

「いえ……っ」

　鋭い眼で睨まれ、美兎はさっと顔を背そむけた。

「──さて、貴女達の大体の事情は、アカツキから聞いているわ。ここに泊めるのは構わないけれど、匿う以上はウチの店のルールに従って貰うわよ」

「は、はい……」

「わ、解わかりましたわ……」

　至し近きん距きよ離りのメリッサの威圧感に、美兎と遥は気圧され頷きを返す。するとメリッサは、自分の腕に掛けていた布を、押し付けるようにして美兎達に手渡す。

「何ですの、これは……？」

　キョトンした遥が、両手で布の端を摘つまんで持ち上げ──次の瞬しゆ間んかん、叫さけび声ごえを上げる。

「なっ、何ですのこれはっ!?」

「……大きい声を出すんじゃないわよ。ただのビスチェじゃない」

　美兎達が初めて眼にするような扇情的な下着を、メリッサは事もなげにそう評すると、

「今着ている服を脱ぬいで、それに着き替がえなさい。準備ができたら下に来るのよ。宿しゆ泊くは代くだいとして、貴女達にはウチの店で働いて貰うから」

「そっ、ボ、ボク達そんなの困ります……っ！」

　慌てて拒きよ否ひする美兎に、

「心配しなくて良いわ……何も貴女達に、客の相手をさせるつもりはないから」

　とメリッサ。

「でも炊すい事じや洗せん濯たく、掃除くらいなら手伝えるでしょう。まさか何もせずにタダで匿って貰えるなんて、そんな図ずう々ずうしい事は考えていないでしょうね？」

「で、ですが……炊事や洗濯に、こんな恥ずかしい服を着る必要はない筈ですわ」

　反論する遥に、メリッサは「ふーん」と不ふ機き嫌げんそうな声で、

「そんな目立つ格好で店の中をウロついて、万一客や業者の人間に姿を見られたら、どうするつもり？　自分達だけではなく、貴女達を匿っている私や、この店の娘達を危険に晒しても構わないって事？」

「そ、そんなつもりは……」

「それとも試合のある三日後まで、トイレに行かず、シャワーで汗あせも流さず、服も洗濯せず、一歩もこの部屋から出ないというなら、そのままでも構わないけど……そうする？」

「い、いえ、それは困りますわ……」

「そもそも、この部屋から出ないでどうやって仕事を手伝うの？　私達だけがリスクを冒おかして、貴女達はタダでのうのうとここに居い座すわると……そういうつもり？」

「…………………………」

　グウの音も出なかった。するとメリッサは、巨体を揺ゆらしながら部屋の入口へ。そしてドアの手前でこちらを振り返り、

「解ったら、さっさと着替えて下へいらっしゃい。もしも百数える間に来なければ──もっと布地の少ない服を着させるわよ」

　そう言って、屋根裏から出て行ったと同時。

『────────っ』

　メリッサには逆らえない。慌てて美兎と遥は、着ていた服を脱ぎ始めた。
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　フォレストニウムに吹く風には、どこか甘あまい香かおりが含まれている。

　森が発する緑の匂においが、空気に溶とけているせいだろう。

　心ここ地ち良い大気の流れが与あたえてくれるのは、自然が生み出す最高の清せいり涼よう感だ。

　家か畜ちくの世話や畑仕事など、魔ま族達が日々の生活を送る傍かたわら。広場の外れに佇む、長身の少女がいる。五泉いずみ千影だ。千影は眼を瞑り、意識を集中させていた。すると前へと突つき出した両手が、仄ほのかに淡あわい光を放ち始め──しかし、すぐに輝かがやきが消えてしまう。

「…………駄目か」

　やれやれと嘆息する千影に、

「──やっぱり、まだ魔ま法ほうは使えない？」

　ふと背後から、抑よく揚ようのない声が掛けられた。

　千影は「ああ」とそちらを振り返り、視線の先にいる桐どう元もと葛葉に肩を竦めてみせる。

「こっちに来て三日になるけど、もう少し掛かるみたいだね」

「私もよ……先刻また試ためしてみたんだけど」

　と葛葉。地面に座っている彼女は、そっと視線を真下へ落とす。自分の膝ひざを枕まくらにして眠ねむる、幼いダークエルフの少女の頭をそっと撫でる葛葉に、千影はふっと眼を細めて、

「……すっかり懐かれたね」

「ええ……」

　葛葉は少し困ったように、リルルの寝ね顔がおを見つめながら、

「小さい子に甘えられた事がないから……どうしてあげれば良いのか解らないのだけど」

「今みたいに自然にしていれば良いと思うよ……機き嫌げんを取ろうとして、下手にわざとらしく振舞ったりしたら、却かえって子供は警戒してしまうからね」

「悪かったわね……どうせ私は、愛あい想そを振りまくのは上手くないわよ」

「そういうつもりで言った訳じゃないんだけどな……」

　と千影は苦笑しながら、

「委員長は普段のまま、自分を飾かざらずにリルルと仲良くなれたんだ。一番理想的な距離の縮め方だと思うよ。それに子供に信頼されると、大人達からも信頼を得やすいからね」

　千影は自分の着ている服を見下ろす。千影が身に纏っているのは、美兎が着ているのと同じ物である。いつまでも同じ服を着ている訳にはいかないだろうと、里の女性が用意してくれたのだ。小さいサイズもあるらしく、葛葉も同じ服を貸して貰っている。

「本来部外者のあたし達が良くして貰えているのは、美兎の友達だからだ。でもその立場に甘えすぎる訳にはいかないからね……なるべく信頼は得ておいた方が良い」

　そう言って、千影は広場を振り返りながら、

「……まあ、あそこまで仲良くなるのも、どうかと思うけどね」

　苦笑して視線を向ける。その先にいるのは、里の子供達と遊んでいる海かい堂どうだ。

「それじゃあカイドー、次はお前が鬼おになー」

「ちゃんと百まで数えろよ。ズルしたら最初からやり直しだかんなー」

　仲が良いのを通り越こしてタメ口を利かれた海堂は、しかし別に気にした様子もなく、

「おいおい。ズルなんかしないでも、お前らなんざあっという間に見つけてやるよ」

　すると女の子達が怒ったように、

「カイドー。最初の頃みたいに女の子だと思って手を抜いたら、許さないんだからね？」

「ああ、解ってるって……よっしゃ、それじゃあ行くぞー」

　いーち、と海堂が数え始めると同時、子供達は「きゃー」と嬉しそうな悲鳴を上げながら、あちこちへと散らばってゆく。そんな様子を、千影は呆れたように見ながら、

「よくまあ毎日、隠れんぼと鬼ごっこだけで、一日中遊んでいられるね……尊敬するよ」

　そう言ってから、ふと思い出したように、

「そういえば聞いたかい、委員長？　この森を包囲していた人間達の軍が、一部を除いて退き始めたそうだよ」

「いえ、初耳だわ……誰から聞いた話？」

「偵てい察さつに出てた人達が、先刻戻ってね。どうやら暁月達が、上手くやったみたいだ」

「そう……良かった」

　葛葉は安あん堵どの溜ため息いきを漏らすと、遠くの空を見上げる。

　隣に立った千影も、同じ空を見つめて、

「今、あっちがどういう状況か解らないけれど……」

　信じる口調で言う。

「大丈夫だよ……きっと、戦争になんかならないさ」



　そして。

「…………、ひゃーく。よーし、お前ら覚かく悟ごしろよー！」

　きちんと百まで数え終えた海堂は、ゆっくりと子供達を捜さがし始める。

　ふと一瞬、

「────」

　海堂は、千影や葛葉へ視線を送り──しかし、彼女達に声を掛ける事なく歩を進める。

　だが、海堂元もと春はるは低く呟つぶやく。真剣な表情を浮かべ、誰にも聞こえない声で。

「安心するのは、まだ早えよ……多分な」
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　シェルフィードの夜が更ふけ始めた頃。

　ようやくその日の手伝いを終えた遥は、美兎と共に屋根裏部屋へと戻って来た。

「やっと終わりましたわ……」

　げっそりと呟くと、そのままベッドへ倒れこむ。遥達たちの仕事は終わったが、娼館はまだ営業中だ。夜の店の営業時間は、明け方までと相場が決まっている。だが遥達は、夕方から雑用で働はたらき詰づめだったため、メリッサから一足先に上がって良いと言われたのである。

「……働くというのは、やはり大変ですわね」

　しみじみと遥は実感する。ＪＰＮバベルで、副会長と風紀委員長を兼けん任にんする、自分の日々は多た忙ぼうだ。だが、向こうは頭脳労働が主であるのに対し、今日自分が行ったのは肉体労働だった。炊事や洗濯といった家事仕事は、れっきとした激務なのだと思い知る。

「あの、大丈夫ですか……？」

　心配そうに訊たずねてくる美兎に、遥は顔だけを向けて、

「タフですわね……貴女あなたは」

　感心したように呟く。炊事・洗濯・掃除と、ずっと一緒に働いていたが、美兎の手て際ぎわは驚おどろく程ほど良かった。単純な仕事量だけを比ひ較かくすれば、間ま違ちがいなく遥以上に働いていたというのに。すると美兎は恐きよう縮しゆくしたように、

「そ、そうかな。家事ならボク、毎日やってるから……それで慣れているのかも」

「まさか……、あの男は貴女に全部やらせているんですの？」

　もし暁月が、美兎を召めしつ使かい扱あつかいしているのなら問題だ。

　しかし、美兎は慌てたように手を振って、

「ううん、違うよ。ボクがやらせてって言ってるの。だってホラ、面めん倒どうを見て貰ってるんだもん……。だからボクも、できる事をしたいし」

「そう……それなら良いですわ」

　遥は嘆息し、ゆっくりとベッドから身を起こした。

　そして、ベッド脇わきの椅子に座る美兎を見ていると、改めて感じるのは驚きだ。

　……この娘、こんなに綺麗だったんですのね。

　ツインテールを解いて髪を下ろし、赤と黒の扇情的なビスチェに身を包んだその姿は、普段バベルで見ている彼かの女じよとはまるで別人だ。さらに店で働く以上、最低限のマナーだとして、店の娘達に化けし粧ようをして貰っている。どちらかといえば幼い顔立ちのため、薄うすくナチュラルな程度ではあるが、それでもぐっと色っぽさが増している。

　……それに、何と言ってもあの胸……。

　自分もそれなりにスタイルには自信がある方だったが、流石さすがにあれには敵かなわない。

　本来は下から上まで胸の四分の三を覆おおう筈のカップが、美兎の胸が大きすぎてハーフカップになってしまっている。さらには横方向、肩かた紐ひもから外側へもバストがはみ出しており、正直同性でも眼のやり場に困るような姿だ。すると、こちらの視線に気付いたのか、

「あ、あの……そんなに見られると」

　美兎が、恥ずかしそうに身をくねらせた。

「ごめんなさい、つい……あんまり綺麗だったので、見み惚とれてしまいましたわ」

「そんな……それを言うなら、副会長さんだって」

　そう言って美兎は遥の隣となりに腰を下ろすと、「ホラ」と遥を促うながすように壁の方を見た。

　ふと遥もそちらを見れば壁際の姿見の鏡面に、自分と美兎の姿が映し出されていて。

　七なな瀬せ遥は見る。化粧をし、黒のビスチェに身を包んだ自分を。そこに居たのは、娼しよ婦うふとなった己と美兎だ。男を興奮させ、誘さそい、そして抱かれるためだけの存在。

「──────」

　そんな淫みだらな格好をした自分達に、遥は一瞬、鳥とり肌はだが立つ程ほどの美しさを覚える。

　綺麗だった。今までに見た、どんな自分よりも。

　……って、何を考えてるんですの、私はっ！

　遥は慌てて、思考を振り払はらうように頭を振る。危ない所だった。周りが全員似たような姿をしていたから、つい感覚が麻ま痺ひしてしまっていたが、考えてみればこんな恥ずかしい格好はないというのに。よく店の娘達は、こんな衣装を着こなしているものだ。

　……でも、明日もまたこの格好で仕事なんですのね。

「あー、憂ゆう鬱うつですわ……」

　遥がやれやれと嘆息すると、

「あの……ごめんなさい」

　申し訳なさそうに美兎が呟いた。俯うつむきながら、

「ボクの事情に、副会長さんを巻き込んで……こんな真似までさせてしまって」

「あ、いえ今のは別に……そんなつもりで言った訳では」

　否、そうとも言い切れないか……と遥が気まずそうにしていると、

「でもボク、嬉うれしかったよ……会談の場で、副会長さんが味方になってくれた時」

　美兎は顔を上げて、笑みを見せる。そしてベッドの上で、遥へと向き直り、

「ありがとう……多分、あの人の試合が終わったからといって、それですぐに終わりって事にはならないと思うけれど。なるべく早く決着を付けて、あっちに戻れるようにします。だからお願いです、副会長さん……どうかもう少しだけ、辛しん抱ぼうして下さい」

　七瀬遥は見る。こちらに頭を下げた美兎の肩かたが、微かに震えているのを。

　……不安なのでしょうね、とても。

　和平が実現しなければ、人と魔族は全面戦争になるのだ。そうなれば最も早はや、どれ程の犠ぎ牲せいが出るか想像もできない。たとえどんなに和平を信じていたとしても、押し潰つぶされそうな不安を感じている筈だ。それに、フォレストニウムの事も気がかりなのだろう。本当ならば、今すぐにでも飛んで帰りたいだろうに。それでも美兎は、それを口にしたりはしない。自分と一緒に店の仕事を手伝っている時も、不平や不満を一言も漏らさず、明るく気き丈じように振舞っていた。きっと魔王の娘として、彼女はこれまでも多くの苦労をしてきたのだろう。自分や、それこそ暁月ですら知らないような、辛つらい経験を沢山してきた筈だ。

　ＪＰＮバベルの副会長として、遥はまだどんな結論を下すか決めていない。どうするべきかは、まだ見み極きわめている最中だ。だが七瀬遥は思う。少なくとも自分の心は今、彼女を守る事を望んでいると。だから遥は、そんな自分の気持ちに素す直なおになろうと思う。

「──良いですわよ」

　穏やかな声でそう告げると、美兎がゆっくりと顔を上げる。

　まだ不安そうな顔をしている彼女に、遥は笑みを見せながら、

「巻き込まれたとはいえ、私も自分で首を突っ込んだようなものですし……それに私、最後まで付き合うってもう決めてますもの」

　告げる。

「だからどうか、貴女は貴女の思う通りに──私はそれを手伝いますわ」

「あ、ありがとう……副会長さん」

　感謝の言葉を述べる美兎の唇くちびるに、遥は人差し指でそっと触ふれながら、

「遥──で良いですわよ。いつまでも副会長では、呼びづらいですもの」

　すると美兎は、ようやく嬉しそうに笑え顔がおを見せた。眼の端に涙を浮かべながら、

「うん……ありがとう、遥さん」

　美兎の言葉に、遥はただ頷きを返す。それでこの話は一旦終了だ。

　遥は話題を変えようとして、ふと思い出したように、

「それにしても、少し喉のどが渇かわきましたわね……」

「あ、それなら下で何か貰ってくるね。ボクも、飲み物が欲ほしかった所なんだ」

　いそいそと立ち上がる美兎に、

「テーブルの上にデカンタとグラスがありますわ。あれは、お水じゃありませんの？」

　遥の指し摘てきに、美兎はクリスタル瓶びんを手に取った。蓋ふたを取って中の匂いを嗅かぎ、

「お水じゃないみたい……甘い匂いがする。これは果物……ううん、花の香りかな」

「ひょっとして、お酒ですの？」

「アルコールは入ってないみたい。多分、花のエキスを抽出したジュースだと思うよ」

「ならそれで良いですわ……まだ営業中ですし、他ほかの方の手を煩わずらわせるのも何ですもの」

「そうだね……はい、どうぞ」

　デカンタの中身を注いだコップを美兎から受け取ると、遥は顔を近づけて、

「確かにこれは、果物というよりも花の香りですわね……」

　そして、ほんの少しだけ口を付けた。すると、すっと喉元を通ってゆく。野のい苺ちごか木きい苺ちごのようなベリー系だろうか。爽さわやかな酸味と甘みが、遥の渇かわいた喉を潤うるおした。

「あら美お味いしい。アルコールも入ってないようですし、濃のう厚こうなジュースみたいですわね」

「本当だ、美味しい……ボク好きだよ、この味」

　そう言って、遥と美兎はコップの中身を一気に飲み干した。

「ふう……もう一いつ杯ぱいいただけます？」

「うん。それじゃあボクも、もう一杯だけ飲もうかな」

　美兎は遥のコップにジュースを注ぐと、自分のコップにも同じ物を満たした。

「そういえば……、もう一つ部屋を用意して貰わないといけませんわね」

　遥はコップを胸むな元もとへ引き寄せながら、思い出したように、

「あの男と一緒に寝るのだけは、絶対に御ご免めんですわ……貞てい操そう的に危険ですもの」

「それに、着替えも貸して貰わないと……いつまでもこの格好でいる訳にはいかないし」

　と美兎。

「こんな姿でいる所を見られたりしたら、あの人に何をされるか解らないもん」

　遥と美兎は真顔で眼を見合わせると、しっかりと頷うなずき合った。それから少しの沈黙の後、見み詰つめ合っていた少女達は相好を崩くずし、「ふふっ」と笑い合う。

　そして遥と美兎は、互たがいのグラスを軽くチンとぶつけ合った。

　それは乙おと女め達たちの乾かん杯ぱい。まるで新たな友情を祝するかのように。

　二人は再び、ジュースをぐっと飲み干した。



　暁月が用を済ませられたのは、かなり夜が深くなってからの事だった。

　メリッサに教えて貰った骨こつ董とう店てんはすぐに見つけられたのだが、生あい憎にくと店主が留守にしていたため、戻るまで待つ羽目になったからだ。

「やれやれ、すっかり遅おそくなっちまったな……」

　だが、探していた物は無事に入手する事ができた。

　だから暁月は思う。取り敢あえず、これで準備は調ととのったと。

　……それに、面おも白しろい物も見つけたしな。

　小こ脇わきに抱かかえた二つの紙かみ袋ぶくろに視線を落とし、暁月はニッと笑った。そして娼館へ戻った暁月が、三階の廊下を歩いていると、屋根裏部屋から降おりてくる者がいる。セシリーだ。

　純白のナイトドレスに身を包んだ彼女は、夕方のラフな格好とはまるで別人で、完成された娼婦としての美しさを放っていた。そしてふと暁月に気付くと、安堵したように、

「良かった、アカツキ……帰ってきたのね。遅いから心配したわよ」

「悪いな、あいつらを任せきりにして」

　と、暁月は紙袋から林りん檎ごを取り出して、セシリーに渡わたす。

「それにしてもお前、こんな客の多い時間に暇ひまそうにしてるが、大丈夫なのかよ？」

「お生憎さま。これでも私、当店のナンバー１でございますの」

　とセシリーはからかうような口調で言って、林檎を一齧かじり。

「今の客は、時間ギリギリまで放置してあげないと、燃えない性せい癖へきでね。今いま頃ごろはベッドの上で全ぜん裸らになって正座しながら、ゾクゾクして股こ間かんを膨ふくらませてると思うわよ」

「そいつはまた、幸せな趣しゆ味みの野や郎ろうが居たもんだな……」

　思わず暁月が苦くし笑ようすると、

「──っと、それ処どころじゃないのよ。早くこっちへ来て」

　思い出したようにセシリーが、暁月の腕を引っぱり屋根裏への階段を登ってゆく。

「何だよ。アイツらがどうかしたのか？」

「見れば解るわよ……ホラ、入って」

　扉を開けたセシリーの横を通り抜け、暁月は屋根裏部屋へ足を踏み入れた。その瞬間、むせ返るような花の香りが来る。室内に充じゆ満うまんしている甘い匂いに、暁月は眉を顰めて、

「何だこりゃ……」

　思わず呟き、そしてふと部屋の中央へと視線を向けた。

　大きな天窓から、まるでスポットライトのように月明かりが差し込むベッド。

　その上で、美兎と遥が甘い声を漏らしながら、切なげにモゾモゾと動いている。

「…………………………」

　だから暁月は無言のまま、ゆっくりとベッドの脇へ歩を進めた。

　そして二人を見下ろして、正直な感想を呟く。

「一体何をやってるんだ……お前らは」



　自分を見下ろす暁月を見て、美兎は濡ぬれた瞳でぼんやりと思う。

　やっと帰ってきてくれたと。だが、

　……あ、どうしよう……ボク達まだ着替えてないのに。

　美兎はふと思い出す。自分や遥がまだ、扇情的な下着姿のままでいる事を。

　暁月にそんな姿を晒している事を、心のどこかで恥ずかしく思う。

　だが今は、それ処ではない。躰中が熱くて、切なくて、どうにかなりそうだった。何となく原因は解っている。遥と一緒に飲んだあのジュースだ。隣で遥が、自分と同じように躰をくねらせているのが何よりの証しよ拠うこ。間違いなくあれに、何かが入っていたのだ。

　すると暁月が頭を掻きながら、セシリーと会話を始める。

「で……こいつら、いつからこうなんだ？」

「解らないの。先刻言ったように、私の方で少し時間ができたから、五分くらい前に着替えを持って来てあげたんだけど……その時にはもう、この有様で」

「とはいえ、何があったんだ？　完全に出来上がってるぞ、こいつら」

「どうもこの娘達、置いておいたママのナイトジュースを飲んだみたいなのよね」

　と、セシリー。すると暁月が眉を顰めて、

「おいおい。メリッサのナイトジュースって、確か『どんな貞てい淑しゆくな女も、一口飲めば自分の淫らな本性を思い知る』っていう触れこみの、強催淫の媚び薬やくだろ？」

「……み、淫らな本性？」

「そんな……冗じよ談うだんですわよね？」

　暁月の言葉に、美兎と遥はその身に恍こう惚こつを得ながら戦せん慄りつした。

　だが、それならばこの状態にも納得がいく。

　──本当は、暁月が帰ってくるまでに何とかしたかったのだ。最初はどうにかして躰の火ほ照てりを抑えられないかと思い、死ぬ程ほど恥はずかしいのを堪えて自分達で慰なぐさめようとした。

　だが余りに強い快感を得てしまい、怖こわくなって断念。ならば互いに相手をと思いチャレンジしてみたのだが、少し触さわられただけで二人共感じすぎてしまい、とてもじゃないがどうこうできる状態ではなくて。そうこうしている内に、どんどん躰の切なさが強くなり、終しまいには何もできなくなってしまったのである。するとセシリーが困ったように、

「普通なら水でたっぷり薄めて飲むのに、どうもこの娘達ってば原液のまま飲んだみたいなのよね……それも一瓶丸ごと全部」

「完全に用量オーバーだな……大丈夫なのかよ？」

「媚薬といっても、ママは身体に毒なものは一切使わないから、平気だと思うけど……でも、恐らく効果は通常の何倍も強く、そして長く続く事になると思うわ」

　どうする？

「この娘達は必要ないって言ってたけど……信用できる闇医者は居るわよ。呼ぼうか？」

　すると、

「……いや、大丈夫だ。これ以上迷めい惑わくは掛けたくねえし、何よりこいつらの事を他の人間に知られたくないしな」

　そう言って暁月はこちらを見下ろして、

「お前らもそう思ったから、俺の帰りを待ってたんだろ」

「…………っ」

　美兎はコクンと頷いた。自分達は何としても和平を結ばなくてはならないのだ。ならば、どんなに些さ細さいな事だろうと、その可能性が下がるような真似は避さけなくては。それに暁月は以前、錬環勁氣功でフィル・バーネットが使用したザッハークの猛もう毒どくを中和している。自分の体内は勿もち論ろん、美兎の体内に吸収されたものまで。すると暁月がセシリーに、

「こっちは任せてくれ。そろそろ戻らないと、客が全裸で三点倒とう立りつとか始めるぞ」

「そう……？　アカツキがそう言うなら……でも、何かあったらすぐに呼んでね」

「ああ、サンキュー」

　屋根裏部屋を出て行くセシリーを、暁月が片手を上げて見送った。

　ふと、室内に静せい寂じやくが降りる。そして、暁月はベッド脇の椅い子すに腰を下ろして、

「そんな格好までして……お前ら、どんだけ自分の本性が知りたかったんだ？」

「ち、ちが……」

　余りの躰の切なさに、美兎は涙目で呻うめくように、

「喉が渇いて……そしたらそれが置いてあって……下は今忙いそがしいだろうし、他の人に迷惑を掛けたくなかったの。それにこの格好は、メリッサさんに言われて仕方なく……」

「まあ、どうせそんな事だろうとは思ってたが……完全に裏目だな」

「彼女を責めないで……悪いのは全部私なんですの」

　と遥。目尻に涙を浮かべながら、

「あの飲み物を見つけたのは私ですわ……んっ、そして飲もうと言ったのも」

「でも遥さん、ボクがただのジュースだって言ったから……っ」

「互いに庇い合って……俺が居ない間に、随ずい分ぶんと仲良くなったな、お前ら」

　やれやれと言ってから、しかし暁月は表情を改めて、

「──まあ、悪気があった訳じゃないみたいだし、ここは一つ俺が楽にしてやろう」

　そして、ゆっくりと美兎達たちに近づいてくる。

「……な、何でベッドの上に乗るんですの？」

「馬鹿だな、お前達を解げ毒どくするために決まってるだろう」

「……な、何でボク達の服に手を伸のばそうとするの？」

「馬鹿だな、お前達を楽にしてやるために決まってるだろう」

「で、でも、錬環勁氣功って服の上からでも氣を通せるって。体内の氣を活性化するだけなら、服は着たままでも問題ないんじゃ……」

　美兎が縋すがるような瞳で見ると、暁月は後ろ頭を掻きながら、

「できなくはないけどよ。毒ってのは、身体の免めん疫えき力りよくや回復力で中和するのが一番良いんだ。お前らの体内の氣を活性化してそれを高める事はできるが、一気に媚薬を身体の外に出そうとしたら、今お前らが感じている感覚が何倍にも凝ぎよう縮しゆくされる。そんなもん身体に負担が掛かりまくって、下手すりゃ脳の神経が焼き切れるか、心臓発ほつ作さを起こすぞ」

　だから、と暁月は笑う。満面の笑みで、

「そんな危険な事にはならない、とっても良い方法があるんだぜ」

「…………っ」

　いけない。これは激しくいけない流れだ。

　凰沢美兎は知っている。こういう時の暁月は、全く容よう赦しやをしない男なのだと。

　……どうしよう、このままじゃボク達、きっと凄すごい事されちゃう……っ。

　だが逃にげようにも躰は切ないばかりで、こちらの言う事を聞いてくれない。

「わ、私達をどうするつもりですの……？」

　恐る恐る問う遥に、暁月はフッとあらぬ方角の虚こ空くうを眺ながめて、

「お前ら──ホクロってのが、何なのか知ってるか？」

「…………？」

　突然の意味不明な発言に、困こん惑わくするこちらを無視して、暁月がゆっくりと語り始める。

「ホクロは、メラニン色素を含む細さい胞ぼうが高密度に集まってできる。だがそれは同時に、体内の氣の流れが停てい滞たいしやすい場所でもあってな。当然、媚薬の成分も溜まりやすくなる」

　解るか？

「つまり、そこに停滞している澱よどんだ氣を吸い出すと、必然的に体内の氣の流れがスムーズになるって訳だ。そして、媚薬の成分も躰の外へ吸い出される。正に一石二鳥だな」

　さて、

「……ここまで話せばもう、これから何をされるか解るな？」

　そして暁月が、美兎と遥へ告げる。厳おごそかに、

「良いかよく聞け。これからお前達は俺に、全身を隅すみ々ずみまで、丹たん念ねんに！　くまなく！　ホクロを探される事になる。胸の谷間だろうが、尻しりの割れ目だろうが、太ふと股ももの付け根だろうが、しらみ潰しだ。そしてもしホクロが発見されたら、たとえそこがどんなに恥ずかしい場所だろうと、澱んだ氣と媚薬の成分を吸い出す。勿論、この俺の口で直接な」

　そこで、わざとらしく顔を曇くもらせ、

「だがその瞬間、お前達のヤワな正気や貞操観念など、価値観ごと粉々に吹き飛ばすような快感が、お前達を襲おそうだろう。でも心配すんな。怖いとか、恥ずかしいとか、自分を取り繕つくろうような思考なんざ、二～三回も吸われれば考えられなくなるからよ」

　だから、凰沢暁月は慈じ愛あいの表情を浮かべる。

「どちらかが手て遅おくれにならないように、一個ずつ交互に行くぜ。連続でやると刺激が強すぎるしな。最後の一個まで頑がん張ばれるように、先刻みたいにお互いを励はげまし合えよ。ちなみに俺は、お前達の躰のどこにホクロがあるのか全神経を集中して探すから、いちいち前のホクロの場所までは覚えてられねえ。うっかり同じ場所を吸う可能性もあるが、生憎これはカルタじゃねえんだ。お手付きは二回までとか、そんなルールはねえから我が慢まんしろ」

「えっ、ちょっ、待っ……」

「そ、そんな……他にも何か方法がある筈ですわ」

　必死に止めようとする美兎と遥に、すると暁月はニッコリと笑い、

「──ねぇな、そんなものは」

　キッパリと言い放つ。

「それに、お前らが辛い涙を流してるんだ……俺がこのままにする訳ねえだろ」

「こ、これは確かに辛いからですが……別に悲しくて泣いている訳じゃないですわよ！」

　遥が必死に否定する。すると暁月は、わざとらしく目め頭がしらを押さえて、

「馬っ鹿野や郎ろう……お前らそんな切ない顔してるクセに、強がりやがって」

「うわーっ、嘘うそだーっ！　キミ絶対に解ってて言ってるでしょ！」

　絶ぜつ叫きようする美兎に、暁月は頷く。

「ああ、解ってるぜ──お前達の苦しみをな」

　だからもう止まらない。そして今、万ばん感かんの想おもいを込めて。はぐれ勇者、発進準備完かん了りよう。

　凰沢暁月、鬼畜美学──出る。

「──安心しろ。俺が今、楽にしてやる！」



　暁月に手を伸ばされた美兎は、必死に逃のがれようとベッドの上を逃げようとして。

　しかしあっさりと両りよ肩うかたを掴つかまれてしまう。その瞬間、甘い電気が走った。

「やっ──んあぁっ!?」

　思わず声が出た後、硬直した躰から一気に力が抜けてしまう。

　すると暁月は美兎のビスチェの肩紐を横へズラし、スルスルと下ろしてゆく。

「やっ……ひうっ！」

　ちょっと胸の先が布地に擦こすれただけなのに、おかしくなりそうな程に感じてしまう。

　そして美兎の大きな胸が、全て露あらわになった。しっとりと汗で濡れた肌が、月明かりを浴びて淡い輝きを放つ。すると美兎は、ふと自分の胸が得た快感にキュッと唇を噛かんだ。

　……く、空気に触れてるだけなのに。

　信じられなかった。僅わずかな大気の動きすら、今の美兎にとってはまるで愛あい撫ぶで。

　なのに、暁月は止まらない。

「お前の一箇か所しよ目は、もう決めてあってな」

　真上からこちらを見下ろして、

「胸の谷間の奥おくにあるヤツ……まずはそこから行くとしようぜ」

「そ、そんな場所にホクロなんて……」

　否定する美兎に、

「あるさ……俺が言うんだから間違いねえよ」

　暁月はキッパリと断言。しかし美兎は、ちょっと待てと思う。どうして美兎自身すら知らない、普段は絶対に見えない場所の事を暁月が知っているのだ。一体どこに信憑性が、

「──前に見たんだよ。下着屋でブラジャー着けてやった時にな」

　あのどさくさで、そんな真似を！　美兎は心の中で激しく突っ込みを入れる。だが、それは声にはならなくて。抵抗する力も入らず、美兎の躰は暁月を受け入れてしまう。

「やっ、あ……んっ」

　美兎の胸は、仰あお向むけになっても左右に流れない。そのため暁月の両手が胸の谷間へ差し込まれ、そこから左右に掻き分けられた。普段は決して見られない、胸の奥を覗のぞかれる。

「ほら、あったぜ……」

　囁くように暁月に言われ、美兎はぞくりと全身を震ふるわせる。喉がゴクリと鳴った。

　……あ、来るんだ……本当に。

　見上げればそこに居る暁月が、ゆっくりと美兎の胸へと顔を寄せてくる。その唇が美兎の胸の間、その谷底へと着地した。そう思った刹せつ那な──凰沢美兎は吸われていた。

「え…………？」

　その瞬間、世界から音が消えた。さらに、美兎が感じていた快感までもが消え去って。

　……え……、もしかして一回で治ったの？

　美兎は一いつし瞬ゆん呆ぼう然ぜんとなる。そして、その無の感覚が続くこと数秒。

　──それは、いきなりやって来た。

「ふ、あ、あっ、あああ────っ!?」

　嬌きよ声うせい。最早、快感などという言葉では生易しすぎる未知の感覚が、美兎の全身を駆かけ巡めぐる。反射的に美兎は、暁月へ抱だきついていた。自分の躰を支える何かが欲しかったからだ。腕を背中へ回し、足で暁月の腰こしをギュッと引き寄せ、無む我が夢むち中ゆうでしがみ付く。だが躰の震えが止まらない。終わらない快感の奔ほん流りゆうを、悦よろこんでいるかのように。一生忘れられない程の愉ゆ悦えつ。それを心と躰に深く刻まれながら、凰沢美兎は理解する。先程、躰から一瞬感覚が消えたのは、知覚の限界を超えた快感だったせいなのだと。だが、その刺激によって感覚が引き上げられ、そして今、美兎の躰はこの快感を認にん識しきできるようになったのだ。

　……そっか、ボク今……。

　凰沢美兎は、自分の躰が開発されたのを知る。だからもう、これまでの自分には戻れない。美兎の躰はもう、より強く、より深い快感の味を覚えてしまったのだから。

　……ど、どうしよう、これ以上されたら、ボク……。

　心が恥ずかしさに悶もだえた瞬間、引いていた快感が再び波のように押し寄よせて来る。

　恐こわい位の甘かん美びな感覚。その快感に、大きな胸が波打つようにわなないた。

「あ、ああっ……はあっ、んっ、んあぁっ」

　甘く熱い嬌声を上げながら、凰沢美兎は改めて思い知る。暁月が言っていたように、己の常識や概がい念ねんなど遠く及およばないような快感が、この世にはあったのだと。それを自分に教えた相手を、美兎はとろんとした瞳で見つめる。すると、彼は穏やかな笑みを浮かべて、

「頑張ったな、これでまずは一箇所終わったぜ……」

「────っ」

　思わず息を呑んだ。そうだ、これで終わった訳ではない。たった今、始まったのだ。

　……そんな……こんなのをボク、これから何回も……？

　いけない。このままでは、本当に自分はおかしくなってしまう。なのに嘆息すら、甘い吐と息いきになって。快感の揺り籠かごに揺られながら、凰沢美兎はぼんやりと思う。

　……あ、でも次は遥さんの番なんだ。

　それは、せめてもの救い。少しでも早く、全てが終わって欲しい。

　だけど今だけは、願う。遥の番が終わるまでに、少しだけ時間が掛かって欲しいと。



　そして七瀬遥は、全身を甘い感覚に支配されながら、自分の鼓こ動どうの音を聞いていた。

　ぼんやりと思い出すのは、先さき程ほど隣となりの美兎が胸を吸われた後、彼女が上げた嬌声だ。

　そして浮かべた息を呑むような色っぽい表情と、常じよ軌うきを逸いつした快感に打ち震える躰。

　それらを目まの当あたりにし、遥は身をぶるりと震わせる。

　……私も今から、あれをされてしまうんですの……？

　解っている。媚薬を躰から抜くためには仕方がない事なのだと。だが、どうしても恐いと感じてしまう自分の気持ちを抑おさえきれない。遥は思う。先程自分で躰を収めようとしたり、美兎に触れられたりした事を経へて。既すでに今、これまでに感じた事のないような快楽がこの身にあるというのに。もしこれ以上の事をされてしまったら、自分はどうなってしまうのだろうかと。なのに自分の全身から立ち上のぼる、花の香りに酔よわされて。

　七瀬遥は、それ以上を考える事ができない。そして、

「──さて、待たせたな副会長。次はお前さんの番だ」

　ゆっくりと暁月が、こちらへ覆い被かぶさってくる。

「フォレストニウムで一瞬見たんだが……確か左ひだり脚あし太ふと股ももの付け根に一個あったよな？」

「っ…………」

　遥は唇を噛んで、恥ずかしそうに眼を逸そらした。事実だったからだ。遥自身、そこにホクロがある事は知っている。そして沈黙は時に、最も雄ゆう弁べんな肯こう定ていだ。

　だから暁月の手が、遥の両りよ膝うひざへ掛けられる。

　……っ、ただ触れられているだけなのに、こんな……っ。

　感じる。どうしようもない程に。そしてゆっくりと暁月の手が、遥の脚あしを開いてゆく。

　だから遥は、何とか脚を閉じようとして力を入れた。せめてもの抵抗。なのに遥の股またはどんどん広がってゆく。まるで本気で抵抗する気がないかのように、躰に力が入らない。

「や、ああ……」

　力のない声が、遥の口から零こぼれ落ちる。こんなに弱く、そして艶つやっぽい声が出せる自分を、七瀬遥は知らない。そして脚が完全に開かれる。もう拒こばみ方など忘れていた。

　普段の自分からは、決して想像もつかないような淫らなポーズ。自分ですら知らない自分を今、暁月に晒さらして。初めての七瀬遥がそこに居た。

「それじゃ、行くぜ……」

　穏やかな声と共に、ゆっくりと暁月の顔が遥の脚の間に入っていった。これまで誰だれにも近づく事を許していない、秘密の場所。そんな遥の禁断の領域が、優やさしく侵おかされてゆく。

「み、見ないで……」

　自分のショーツが今どんな状態になってしまっているのかを、七瀬遥は知っている。

　どれだけ恥ずかしい事になっているのかも。だが、暁月はゆっくりと首を振った。

「悪いが、眼は閉じれねえよ……狙ねらいがズレたら意味がないんでな。解るだろ」

「…………っ」

　だから遥は唇を噛むと、代わりに自分の瞳を閉じてゆく。暁月に見られてしまうなら、せめて自分がそれを見ないようにしたかった。そして遥は、暁月の頭に自分の両手を添そえた。眼を閉じた事で不安が募つのり、これ以上の侵しん入にゆうを拒もうとして。なのに暁月が近づくのを止められない。自分の両手は、彼の頭を押さえているというのに。

　……これでは、私が……。

　遥は思う。まるで暁月を、遥自身へと招き入れているようだと。自分は今、暁月を拒んでいるつもりだ。だがそれは、眼を閉じた自分が必死にそう思い込もうとしているだけで、本当の自分は違うのではないか。だって、こんなにも暁月の吐息を躰が感じてしまう。

「んっ……はっ、ああっ……っ」

　甘い声を漏らしながら、遥は自分の感覚が高まってゆくのを感じる。下腹部に感じる温ぬくもり。それはきっと暁月の温もりだ。そして、

「見つけたぜ……」

　暁月の声に、息を呑んだ次の瞬間。眼を閉じていた遥の視界が、ホワイトアウトした。

「えっ…………？」

　思わず遥は眼を開けた。だが、それでも視界は真っ白のままで。

　ふと遥は思い出す。胸を吸われた美兎が声を上げるまでに、僅かにあった空白を。

　……まさか。

　そう思った次の瞬間、想像を絶する快感が七瀬遥を呑みこんだ。

「～～～～～～～ぃっ!?」

　七瀬遥が漏らしたもの。それは声にならない絶叫だ。まるで全身の毛穴から、甘い感覚が迸ほとばしったかのように、とっさに遥は暁月の頭を抱き寄せる。遥が求めたのは、しがみつく対象だ。だがそれは、暁月の顔を己の大切な場所へ埋うずめてしまい、快感が上乗せされる。

「ひっ、ひあああぁぁぁんっ!?」

　今度こそ七瀬遥は鳴いた。上半身を仰のけ反ぞらせ、激しい快感に全身を打ち震わせる。

　その感覚は、あらゆる思考を奪うばい去った。己が誰なのかすら理解できない。

　七瀬遥は至る。限られた者だけが足を踏ふみ入れられる、忘ぼう我がの境地へと。

「はあ……っ、はあ……っ、んぅっ」

　それから程なくして、全身に残る愉悦の残ざん滓しが、遥を現実へと引き戻した。



    

  
    
      　ゆっくりと視界が晴れてゆき、そして見る。

「あ……ああ」

　遥は呆ぼう然ぜんと喉を鳴らした。暁月が見ていた。己すら失った、遥の事を。

　全て。

「良く頑張ったな……これでお前は、一回休みだ」

　優しく囁ささやくように言われた暁月の言葉が、耳から入り、心地よく躰中を巡ってゆく。

　その甘い感覚に満たされながら、七瀬遥はゆっくりと瞳を閉じていった。



　そして。

　凰沢暁月は、恍惚の表情を浮かべた美兎と遥を見下ろしながら告げた。満足気に、

「二人共、そのままで良いから聞けよ……今のは最初って事で、かなり手加減したから、それ程でもなかっただろ？　次からは本番って事で、もうちょい激しく行くからな。まだ躰は切ないままだろうが、もうしばらく我慢しろよ」

　だが美兎と遥にはもう、返事をする余力は残されていなかった。

　しかし、彼かの女じよ達たちの夜はまだ終わらない。



　後日。この日の晩に娼館メリッサを訪おとずれた客の何人かが、口を揃そろえてこう証言した。

　屋根裏から、まるでこの世の物とは思えない程、色っぽい嬌声が聞こえて来たと。

　そして、その嬌声は──空が白むまで止む事はなかったという。



    

  
    
      第４章《ただ、譲ゆずれないもののために》
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　それはまるで、地鳴りのようだった。空気を鳴動させ、大地を震わせる重低音。

　だがそれは、自然現象とは異なる要因によって生じていた。

　一箇所に集結した大量の人間が、己の体内から発しているもの。

　興奮だ。魔ま導どう大国シェルフィードの王立闘とう技ぎじ場ようは今、熱気に包まれている。その熱は喧けん騒そうとなり、分厚い石壁で覆われた西方の控ひかえ室しつにまで届いていた。恐らく、既に観客席は超ちよ満うま員んいんになっているのだろう。そうしたざわめきを遠くに聞きながら、凰おう沢さわ美み兎うは思わず胸の前で手を握にぎりしめた。試合が公開される事は聞いていたが、

　……まさか、こんなに多くの人が集まるなんて。

　今回の試合が行われる事が公表されたのは、会談の翌日。今から二日前の事だ。

　それなのに現地のシェルフィード以外に、ディスディアやアレクラスタからも多くの観客が、この闘技場へとやって来ていた。

「大だい丈じよ夫うぶかな……」

　本来、人にとって強大な力を持つ魔族は恐れと忌き避ひの対象である。だが、それでも多くの人がこの場所へ集ったのは、偏ひとえに試合を行う者達たちの人徳だろう。魔ま王おうガリウスを倒した勇者とその仲間達。彼らはこのアレイザードの人間にとって英えい雄ゆうである。それは単に魔王を倒したからではなく、彼らが世界を旅する途とち中ゆうで、多くの人達を助けてきた実績があったからだ。無む惨ざんに虐しいたげられている人、病や飢うえに苦しむ人、山さん賊ぞくや海かい賊ぞくの悪行に悩なやむ人。そうした眼に映る理り不ふ尽じんや悲しみに、彼らは積極的に介かい入にゆうした。だからこそ彼らに対する人望は厚い。余りに奔ほん放ぽうすぎる『はぐれ勇者』に対しては、批判する者もいたが、それでも彼らへの信頼は揺るぎのないものになっている。その評判は、当時ゲイルペインで暮らしていた美兎の耳にも届いていた程だ。そのため、彼らの勇姿を再び見られると聞き、各国から続々と人が集まったのだろう。今回の試合にしても、魔族の側に付いた暁あか月つきの立場を「真の平和のために、戦争回かい避ひの道を模も索さくした結果下した苦くじ渋ゆうの決断」と受け止め、擁よう護ごする声は少なくないという。だがそれは、あくまで暁月個人に対する理解であって、彼らは魔族を擁護している訳ではない。人間にとって、魔族は今でも敵のままなのだ。

　……でも。

　凰沢美兎は決めている。自分はもう、悩んだり迷ったりはしないと。

　そんなものは、もうとっくに済ませていたからだ。既に自分は一度、自身が存在する事すら悩み、生きるべきかどうかを迷った。だがそれももう、暁月のお陰かげで答えを出せている。だから今、自分がどうするべきか、何を行うべきかは明白だ。

　暁月を信じる──たとえ何があろうとも。改めて、そう心に固く誓ちかっていると、

「──おーい、ちょっとこっち来い。そこの『九個』と『十一個』」

　控え室に響いた暁月の呼よび掛けに、美兎と離はなれた場所に居た遥はるかが、一斉に振ふり返った。

　そしてツカツカと早足で、壁際のベンチに座る暁月の下へと歩み寄り、

「何度も言ったよね、ボク達──その呼び方だけは止めてって！」

「もし次言ったら、その下品な舌をチョン切りますわよっ！」

　顔を真っ赤にして、『九個』と『十一個』は暁月を睨にらむ。

「おいおい何だよ。お世話になった俺のお口に対して、随分な言い草だな」

「くっ…………」

　ニヤリと笑う暁月に、美兎と遥は悔くやしそうに唇を噛んだ。

　──美兎と遥が、メリッサの媚薬を誤飲してしまったあの晩。

　全身にキスの雨を降らされた美兎と遥のその後は、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものだった。

　見み逃のがしや吸い忘れがないようにと、念入りに再チェックも敢かん行こうされて。最後、夜が明ける頃ころには、自分達の中で暁月が絶対的な神のような存在になってしまっていた気もする。

　……気の迷い。あれは絶対に、一時の気の迷いだよ……っ。

　美兎は必死に自分に言い聞かせる。下手に想像すると、あの時の感覚が蘇よみがえってしまうため、必死に思い出さないようにしているのだが、あれから暁月は時折こうして自分達をからかって来る。そしてその度に、美兎達は躰の奥底から湧わき上あがってくる甘い感覚に、顔を赤らめる羽目になっていた。──まあ最も、そのお陰で自分達も暁月に対して怒いかりをぶつけ、痴ち態たいを晒した事を恥じる悶もん々もんとした気持ちを発散できているのだが。

　これがもし、普段はドスケベな暁月が優しい感じで「恥ずかしがらなくて良いぜ……辛かったな」とか「体調はもう大丈夫か？　また苦しくなったり、切なくなったりしたら言えよ」なんて事を言ってきたら、

　……っ、恥ずかしくて、死んじゃうかも……っ。

　想像するだに恐ろしい。プライドの高い遥など、間違いなく悶もん死しだ。そう考えると、こうしてからかってくるのは、暁月なりに気を遣つかっているからなのかもしれない。

　すると暁月が、ふざけるのを止めて、

「試合が始まったら、お前達はＶＩＰ用の特別観覧室で観戦する事になる。一いつ般ぱんの観客席からは見えないし、中に入るのは各国の代表だけだが……念のため油断はするなよ」

「キミこそ……本当に大丈夫？」

　と美兎。

「相手は、かつてキミと共に戦った仲間だよ。当然、キミの戦い方やクセは知り尽くしている筈。確かに父さんはキミが一人で倒したけど、だからといって彼らが弱い事にはならない……相当な実力の持ち主なんでしょ？」

「ああ、強いぜアイツらは……だがな、そんな事は誰よりも俺が解ってる。一ひと筋すじ縄なわでいけるような相手じゃねえ事もな。油断するつもりなんざ、微み塵じんもねえよ」

　と真しん剣けんな表情で暁月。そこで「だが」と笑みを見せて、

「アイツらが俺を知っているように、俺もアイツらを知っている。何とかするさ」

「……どういう戦せん闘とうタイプの人達なんですの？」

　遥の問い掛けに、暁月は「そうだな」と前置きして、

「ゼクスは、完全な剣けん士しタイプだ。俺と同じで魔法も使えない。一方のルーティエは回復や補助魔法といった支し援えん系魔法がメインだが、魔まほ法うじ銃ゆうによる中ちゆ距うき離より戦せん闘とうも得意にしてる。そしてリスティの奴は、完全に魔導士だ。攻こう撃げき魔ま法ほう専門のな」

「そうなんだってね……」

　と、呟くように美兎。直接戦場で相あい見まみえた事はないが、話だけは耳にしている。

　はぐれ勇者と共に戦った、仲間達の強さと活かつ躍やくは。

「……勝てるよね？」

　問い掛ける美兎に、

「負けるつもりはねえさ……」

　暁月はフッと笑うと、ふと意味深な口調で言った。

「……でもまあ、この試合に勝たなくちゃいけないって訳でもないけどな」

「え──？」

　思わず聞き返す美兎に、暁月はただ笑いながら立ち上がった。

「──行って来るぜ。今日この場に集まった連中に、俺おれ達たちの和平を認めさせてやる」
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　それから数分後──ついに運命を決める瞬間が訪れた。

　観客席の各国の民たみは、歴史の目もく撃げき者しやとなれる栄えい誉よを喜び、歓かん喜きの声を上げる。

　その歓かん声せいが入場テーマ。まず姿を現したのは、同盟を代表する三人のパーティ。

　シェルフィードが世界に誇ほこる英雄、リスティ達だ。

　武ぶ舞ぶ台たいへと姿を現した彼女らを、盛大な拍はく手しゆと声せい援えんが包つつみ込む。

　──そして。

　程なくして反対の通路から、魔族の代表が姿を現した。

　戦争を止めるために、再びアレイザードを訪れた勇者。

　自分達を捨て、魔族の味方になった裏切り者。

　そんな歓声と罵ば声せいがぶつかり合い、闘技場は一気に騒然となる。だが暁月の姿を確かく認にんした観客達は──やがて声を張り上げるのを止めた。そして、次し第だいにざわめき始める。

　観客達が見に来たのは、はぐれ勇者とリスティ達との試合だ。だが観客達の視線の先に、はぐれ勇者はいなかった。髪かみも瞳ひとみも、服の色も漆しつ黒こくなのは変わらない。

　──だが、彼らが知る漆黒の軽装に身を包んだ暁月は、何ど処こにもいなかった。

　どこか邪じや悪あくさを感じさせる闇色の戦闘衣服に、禍まが々まがしい黒の魔ま剣けんを持って。

　まるで魔王になったかのような、凰沢暁月がそこに居た。
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　武舞台では、互いの雌し雄ゆうを決する者達が向き合っていた。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、眼前の暁月の格好に顔を顰しかめながら、

「何のつもりよ……その悪あく趣しゆ味みな服と剣けんは」

「これか？　服の方は探し物をしてた時に、街の骨董屋で見つけてな。ガリウスよりもかなり古い時代の魔王が着ていた、戦闘衣服のレプリカだとよ。魔族の代表として戦う訳だし、それらしくて良いだろ？　で、こっちの剣は元の世界でちょっとな」

　ニヤっと笑い、暁月は手にある黒い大剣へ視線を落とした。そんな自然体の暁月に、リスティは思う。彼には最早、自分達と戦う事に迷いはないのだろうと。すると、

「──まるで、魔王ですね」

　ふと横から、静かな声が割って入った。アルフォンスだ。今回の試合を発案した彼は、その始まりを取り仕切る進行役である。アルフォンスは呆れたように、

「戦争を止めるために『はぐれ勇者』として戦うなら、まだ観客達の支持を得られたでしょうに……失敗しましたね。そんな格好で魔族として戦えば、彼らを敵に回しますよ」

　すると暁月はフッと笑う。

「どうかな──失敗かどうかは、後で解るさ」

「それは楽しみです……。さて──リスティ女王、そろそろ始めても構いませんか？」

「…………ええ、どうぞ」

　アルフォンスの問いに、リスティは頷きを返した。そして、自分達をこの状況に追い込んだアルフォンスを見ながら思う。たとえこの試合がどうなろうと、ディスディアには利益が得られると踏み、さぞ余よ裕ゆうな気持ちでいるのだろうと。

　……でも、そう何もかも自分達の思い通りに行くと思ったら大おお間ま違ちがいよ。

　自分達も、今日の試合までただ絶望していた訳じゃない。

　作戦は練ってある。唯ゆい一いつ、彼らの鼻を明かす事ができる作戦を。

　そして──アルフォンスが厳かに、拡声魔法で告げた。

『──ではこれより、リスティ女王・ゼクス将軍・ルーティエ精務長官と、アカツキ殿どのとの試合を執とり行おこなう』

　開会宣言に、闘技場が大だい歓かん声せいで沸わき上がった。アルフォンスは、歓声が少し収まるのを待ってから、試合のルール説明を行う。時間は無制限で、どちらかが戦闘不能になるか、自分から降参する事によって勝敗が決まると。またどんなに戦闘が激しくても、観客席には被ひ害がいが生じないカラクリを説明する。武舞台及および武舞台上空を範はん囲いとする戦闘空間については、その外周を特とく殊しゆな結界で覆っており、さらに、

『戦闘空間内では、肉体ダメージは精神ダメージへ転化される。これは万一の事態に備えると共に、相手に対する遠えん慮りよを排はいし、互いに真の実力を発揮して貰もらうための措そ置ちである』

　そして最後に、こう告げるのを忘れない。

『──なお、知っての通りこの試合は、ゲイルペイン側から持ち掛けられた我々同盟三国との和平の可否を判断する材料の一つとして、今後戦争となった際はゲイルペイン側に付くと宣言されたアカツキ殿の力を、我々の最高戦力であるリスティ女王達と戦う事で、改めて証明していただくものである事を付け加えておく』

　その瞬間、闘技場のあちこちから避ひ難なんの怒ど声せいが上がった。

『和平を納得させるための茶番だ』『どうせ本気で戦う筈はずがない』と。

　リスティは、唇を噛み締しめる。

　……想像はしていたけど、やっぱり耳が痛いわね。

　それは避けられない批判だった。魔族との和平を拒否する者達からしてみれば、そもそもこの試合自体が許せないのだ。しかし一方で、会場内には戦争に反対する者も多くいて。

　いつしか和平と反和平を訴うつたえる声が渦うずとなり、やがて闘技場全体を包み始める。だが、

『──皆みな、静まれっ！』

　拡声魔法を通したアルフォンスの一いつ喝かつに、場内がシンと静まり返った。そして、

『リスティ女王達は、我わがディスディアとアレクラスタの正規の信任を得て、我らの代表に選ばれているのだ。この試合やリスティ女王達を貶おとしめる発言は、反逆罪と判断する』

　毅き然ぜんとした態度で告げるアルフォンスに、リスティは心の中でフンと鼻を鳴らした。

　……全く、上う手まく言ったものね。

　表面上は、まるでこちらを擁護するような物言い。だがその実は、どうあってもこの試合を成立させ、シェルフィードを追い込もうとしている策さく謀ぼうが透すけて見えている。

　……良いわ、そっちがその気なら。

　リスティは思う──構わないと。ならば自分達も、作戦通りに戦うだけだ。だからリスティは、ゼクスとルーティエに目配せ。そして、二人から頷きが返った時だった。

　アルフォンスが、隠かくしていた牙きばを剥むいたのは。

『だが確かに──かつて共に戦った仲間同士が戦うのだ。諸君らが、この試合を茶番ではないかと危き惧ぐする心情は、理解できなくもない。肉体ダメージを精神ダメージへと転化する結界がある以上、手を抜く必要はない訳だが……この試合の性質上、たとえ勝敗が決しなくても、互ご角かくに渡り合って見せれば、アカツキ殿の力は証明されてしまうのだから』

　策士は笑う。楽しそうに、

『しかし……、諸君ら国民達たちからこの試合に対する信頼を得られず、試合の結果に不ふ審しんを抱かれるのは、国主たる我々にとっても本意ではない。戦闘か和平か──この試合の結果は、我らにとって重要な判断を下すための材料となるのだから。よってこの試合結果と、我らの未来の選せん択たくが、せめて少しでも意義あるものとなるよう、ディスディア帝てい国こく第四皇子、アルフォンス・テセ・ルブラ・ディスディアの名においてここに宣言する』

　一息。

『──この試合に、引き分けという結末は絶対に存在しないと。たとえ、どれだけ時間が掛かろうと、勝敗によってのみ我らの未来は決すると』

「あ、アルフォンス皇子──っ」

　その宣言に、リスティは思わず声を上げた。だがその声は、観客達が上げた歓声によって掻かき消される。それは、アルフォンスの宣言を全面的に支持する絶叫だ。

「どうかしましたか、リスティ女王……？」

　拡声魔法を解き、悠ゆう然ぜんと笑い掛けて来るアルフォンスに、リスティは唇を噛み締めた。

　この試合。勝っても負けても、窮きゆ地うちに立たされるリスティ達シェルフィードにとって、引き分けは唯一の抜け道だった。和平のために必要な力を暁月が示せた事になるし、そしてシェルフィードの勝利や敗北によって、戦争や和平が行われる事もなくなる。何より、リスティ達も負けていない以上、同盟の代表としての最低限の責任は果たせるというのが大きい。無論、茶番の結果が引き分けでは、反発は避けられないだろう。だがリスティ達と暁月の関係と絆きずなは、アレイザード中の誰もが知っているのだ。だから、最初は本気で戦っていても、最後までは本気で戦えないという自分達の心情を、観客は理解してくれる。それでも強きよ硬うこうな和平反対派からは反発があるかもしれないが、これが最も民を敵に回さずに済む選択だった。打ち合わせてはいないが──暁月も狙いは同じだった筈だ。

　……なのに、まさかこんな状況を作り出すなんて……っ。

　ここまで観客の感情を煽あおられては、もう引き分けを狙う事は不可能だ。しかも、引き分けを無くそうと思えば、試合の日時やルールを策定した段階で禁止にできた筈なのに、アルフォンスは敢えて、このタイミングで言ってきた。各国の民が、この試合を茶番と批判する可能性は、暁月の相手としてリスティ達が戦う事が決まった段階で予見できていたのに。──何故か？　その真意に気付き、リスティは唇をきつく拳を握り締める。

　……間違いないわ。

　アルフォンスは敢えて、引き分けという抜け道を自分達に与えていたのだ。当然リスティ達は、その唯一の希望に縋すがる。そしてこちらが餌えさに食いついたのを確認し、アルフォンスはギリギリのこのタイミングで、尤もつともな理由を付けてその抜け道を塞ふさいだのだ。全すべてはシェルフィードの進退を窮きわまらせるために。そして、その目もく論ろ見みは見事に成功した。今からではもう、リスティ達に別の手段を講じる時間はない。

　だが、さらにアルフォンスが畳たたみ掛けてくる。

「頑張って下さいね、リスティ女王。シェルフィードの信頼のためにも」

　何故ならば、

「もし負けでもしたら──どんな噂が流れるとも限りませんし」

「………………っ！」

　その言葉に、今度こそリスティは戦慄した。

　アルフォンスは今、暗にこう示し唆さしたのだ──もしリスティ達が負ければ、たとえそれが本気で戦った結果であろうと、八や百おち長ようだったのではないかという風評を流すと。

　もし八百長で負けたなどという噂が立てば、シェルフィードという国に対する国内外の信用は完全に失しつ墜ついするだろう。そうなれば国際社会から孤こ立りつするだけでなく、保守派の国民からは自分達を偽いつわったと思われ、国は内側からも崩ほう壊かいしてしまいかねない。

　魔族の側に立つ暁月には、勝つ以外の選せん択たく肢しはなかった。もし敗北すれば、それは魔族の絶ぜつ滅めつに繋つながりかねないからだ。だがリスティ達には、勝っても負けても何かしら批判は避けられない以上、戦争回避を理由に負けるという道はあった。だがその選択肢を、アルフォンスは封ふうじたのである。この瞬間を以もって、リスティ達の退路は完全に絶たれた。

　……やるしかないのね、もう……。

　だからリスティは、自分に言い聞かせるようにして、己の心を奮い立たせる。

　残された道は一つだけ──自分達はもう、勝つしかなくなったのだ。
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　そして戦闘に備え、開始位置へと下がって行くリスティ達の背中を見ながら。

　凰沢暁月は、観覧席へと引き上げようとするアルフォンスへと呼び掛けた。

「──なあ、アルフォンス皇子」

「何です、アカツキ殿？　私が引き分けを無くした事に、何かご不満でも？」

　振り返り、余裕の表情を浮うかべるアルフォンスに、

「いいや、その事については構わねえさ……このタイミングで言うのは少々性格が悪い気もするが、そんなものは『政治』の遣やり取りの範はん囲い内ないだろうよ」

「ご理解をいただけて光栄ですね。ですが、それなら一体何の御ご用ようなのです？」

「ああ、そいつはな……」

　と、暁月は闘技場の特別観覧室を見上げた。ガラスは魔法によるミラー効果が施ほどこされており、向こうの様子を窺うかがう事はできないが、あそこにはこの試合を見届けるために美兎や遥、さらにヴォルクやミランダといった各国の代表が居る。恐らく、今は席を外しているアルフォンスがあそこへ戻ったタイミングで、試合は開始されるのだろう。

　だが、それでも一人足りない。あの場所にいる筈の人間が。だから、

「──バラムのおっさんはどうした？　今日は姿が見えないようだが」

　氣を探さぐり、この闘技場内にバラムが居ない事を確信して暁月は問う。

「良くこんな場所から、解りましたね……」

　とアルフォンスは呆あきれたように、

「父は昨晩から突然体調を崩しまして……申し訳ないのですが、今朝になって国へ戻らせていただいたんです。我々にとって重要な試合ですし、きちんと結果を見届けるものと思っていたのですが、『試合を見ずとも、どうなるかは解っている』と、一足先に帰国してしまいました。恐らく父は、リスティ女王達の勝利を疑っていないのでしょう」

　そんな事情を聞いた暁月は、

「ふーん、そうか……大した事がないと良いな」

「ええ、ありがとうございます。この試合に関しては、まだ未熟者ではありますが、私がディスディアの代表として見届けさせていただきます。……ご用件は以上ですか？」

「ああ。──いや、ついでにもう一つ」

　と付け足す。

「肉体ダメージを精神ダメージへ転化させる結界……ってのは誰のアイディアだ？」

「アレクラスタの、ミランダ大司教が発案されたものです」

　とアルフォンス。

「シェルフィードの女王であるリスティ陛下が参加する以上、万が一に備えて安全策を講じるべきだろうと……何か不審な点でも？」

「いや別に……そういうんじゃねえよ」

　暁月は苦笑した。怪訝そうな顔をして引き上げて行く、アルフォンスを見送りながら思う。まるでバベルの特殊結界だと。どうやら、どこの世界も考える事は同じらしい。

　……だがこれで、本気でやるしかなくなったって訳だ。

　そして暁月は長い呼吸を行い、体内で練り上げた氣を全身へ巡らせてゆく。

　ＡＤが新型になった事で、一本で具現化が可能になったレーヴァテイン。しかし暁月の手の中にある黒の魔剣は、通常形態のままである。やはりザッハークとの戦いで見せた第二形態は、何かの見み間ま違ちがいだったのかもしれない。

　……まあ、今回戦う相手は敵じゃねえしな。

　ＡＤは、使用者に最も適した武器を具現化する。相手がリスティ達であり、さらに戦いが試合という形式ならば、これで充じゆ分うぶんという事だろう。ふと見れば、そんなリスティ達も、既にそれぞれの武器を構えて戦闘態勢を取っていた。

　ゼクスは赤い長ちよう剣けんを、ルーティエは銀の長銃じゆうを、そしてリスティは金色の魔法杖を。

　絶対に負けられなくなった彼女達の表情にあったのは、悲ひ壮そうな決意だ。

　それを見た、凰沢暁月は思う。負けられないのは、こちらも同じだと。

　──そして互いの緊きん張ちようが最高潮へ高まり、観客が思わず息を呑んで静まり返った頃。

　闘技場中に、銅ど鑼らの音が鳴なり響ひびいた。

　人と魔族の運命を決める試合が始まったのだ。
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　──試合開始の銅鑼が鳴った瞬間。

　地面を蹴けった暁月は、踏み出した一歩目からトップスピードに乗っていた。

　戦闘における数的優位は絶対だ。だが、数の多さが足を引っ張る瞬間がある。

　敵に先手を取られた、戦闘開始直後だ。相手に対してどのように動くか──その意思疎そ通つうに混乱が生じやすい立ち上がり。暁月は瞬またたく間まに、彼ひ我がの距きよ離りを縮めてゆく。だが、

「──そんな手が通用するかよ！」

　弾はじかれたようにゼクスが前へ出た。暁月とゼクスの距離が急速に縮まり、武舞台の中央で両者は肉にく迫はく。二人の激げき突とつが、この試合のファーストコンタクト。

「でりゃあああああああああっ」

「うおおおおおおおおおおおっ」

　互いが発した気合が重なり合った次の瞬間。

　ガキィィィィィィィィィンっ！

　黒の魔剣と赤の長剣がぶつかり合い、激しい金属音が打ち鳴らされる。

　暁月は、息の届く距離にいるゼクスに向かって、

「へっ……将軍職の椅子で踏ん反り返ってても、腕うでは鈍にぶってねえようだなスケベ剣士」

「お前に言われたかねーよ、エロ勇者！」

　流れるような横薙なぎをゼクスが繰くり出した。だが、暁月は大地を蹴ってこれを回避。

「悪いが、お前の相手はしてられねえんだ」

　体捌さばき一つでするりと横へ抜け、ゼクスを背後へ置き去りに、暁月は前へ出た。狙いはリスティただ一人。この戦いは確かに一対三だが、彼女を倒たおせばチェックメイトになる。

　女王が負ければ、それは国の敗北と同義だからだ。しかし正面のリスティは、既に魔法の詠えい唱しように入っていた。彼女の前面に、多層構造の魔ま法ほう陣じんが展開されてゆく。だがこちらのスピードが上だ。このまま行けば、向こうの魔法が発動する前に叩たたける。しかし、

「させません、アカツキ」

　そこへ美しいハイエルフが立ち塞がった。ルーティエだ。彼女は手に持った長銃を暁月へ向け、躊躇ためらいなく発射した。だが銃じゆ口うこうから飛び出したのは弾だん丸がんではなかった。青白い輝きを放つレーザーだ。暁月はとっさに大きく横へサイドステップ。だがその動きを先読みするかのように、正確な射しや撃げきが暁月を襲う。

「ちっ──」

　次々と自分を狙って発射されるレーザーに対し、暁月はあるものは避け、あるものは黒の魔剣の斬撃で弾きつつ、斜ななめからルーティエとの距離を詰つめる。

　そして彼女の目前で斬撃を繰り出した──地面へと向かって。

「──な？」

　舞まい上がった砂すな埃ぼこりで視線を塞がれ、ルーティエが一いつ瞬しゆんの動どう揺ようを見せた時、暁月は既に宙に居た。その跳ちよ躍うやくはルーティエ、さらにはリスティすらも飛び越えるもの。

　背後を取る。そして着地すると同時、暁月は弾かれたように動いていた。

　リスティは今、こちらに背中を向けている。ルーティエ同様、砂すな煙けむりの目め眩くらましでこちらを見失ったのだろう。さらに彼女は、まだ魔法を発動させるために意識を集中させたままでいる。全て狙い通りだ。暁月は一気にリスティへ接近しながら、

「結界があるんだ……悪く思うな」

　そう言って、背後から斬きりかかった。暁月の黒の魔剣が、リスティの肩かた口ぐちへと吸い込まれる。──だが、リスティが倒れる事はなかった。

　暁月の斬撃がリスティへ届く寸前、黒の魔剣が受け止められたからだ。

　赤い長剣によって。

「……舐なめられたもんだな」

　暁月を上回る速度で追い付いたゼクスは、静かな口調で、

「こんな子こ供ども騙だましみたいな手で──本気で俺達に勝てるとでも思ってたのか？」

　そして、ゆっくりとリスティが暁月を振り返る。

　全ての感情を排した、冷たい表情のまま、

「……………………」

　リスティは無言で、暁月に対して手をかざした。

　次の瞬間──暁月を襲ったのは紅の閃せん光こう。指向性を持った爆炎魔ま法ほうだ。

「ぐああああああああああっ─────……っく！」

　轟ごう音おんと共に吹ふき飛ばされた暁月は、それでも何とか宙で体を捻ひねって足から着地。

　だが暁月の全身に、焼けるような痛みが走った。安全面を考こう慮りよされ展開された、肉体ダメージを精神ダメージに転化させる結界魔法。だが精神が受けたダメージは、結局は痛みとして認識される。痛みを感じるのは肉体ではなく、あくまで人の精神なのだから。そしてそのダメージは肉体というフィルターを通さないため、直接精神へ作用するのだ。

　──だが暁月は今、錬環勁氣功で全身に対魔ま法ほう防ぼう御ぎよの氣を張っていた。

　それは、これまで鬼おに塚づか剣けん哉やや上うえ崎さき遼りよ平うへいの、炎ほのお系魔法を防いだ氣の障しよ壁うへきだ。

　それでもなお、生じるこのダメージ。油断したつもりはないが、

「やれやれ……相変わらず凄え威いり力よくだ」

　凰沢暁月は嘆たん息そくした。かつて共に戦った、三人の仲間を見て呟く。

「やっぱ、そう簡単に手に入るもんじゃねえよな……真の平和ってのは」



　そして戦闘が再開された。暁月が動くより先に、仕し掛かけたのはルーティエだ。

　既に呪じゆ文もんの詠唱を終えていたのだろう。一気に複数の魔法陣が展開される。

　それと同時にリスティ達の身体を、三色の光が重なるように包み込んだ。

　……やっぱ、あれを使うのか。

　凰沢暁月は、その輝きの正体を知っている。ルーティエの得意魔法──戦闘能力を向上させる僧そう侶りよ系支し援えん魔ま法ほうだ。赤の輝きで攻こう撃げき力りよくが、青の輝きで防ぼう御ぎよ力りよくが、緑の輝きで移動力が上じよう昇しようする。それは暁月が、錬環勁氣功で体内の氣を練り上げ、身体能力を上げるのと同種の効果が得られる戦闘補助魔法だ。そして、

「…………………………」

「…………………………」

　ゼクスとルーティエが、無言で暁月へ向かって歩き始めた。

　ゼクスは長剣を、ルーティエは風の刃はを生み出し銃じゆ剣うけんにした魔法銃を携たずさえて。

　──そして戦いは、必然的に近接戦闘へ突とつ入にゆうする。互いの距離が縮まり、暁月の黒の魔剣の間合いまで、あと半歩まで縮まった瞬間。ゼクスとルーティエの姿が掻かき消えた。

　高速移動。だが暁月は、とっさにこれに反応。身を屈かがめ、背後を庇かばうように黒の魔剣を構えたのと、金属音が鳴り響いたのは同時だった。ゼクスとルーティエの背後からの攻こう撃げきを防いだ暁月は、そのまま黒の魔剣を振り回し、二人を弾はじき飛ばす。そして、

「──喰くらえ！」

　二連斬ぎりで、ゼクスとルーティエに対し衝しよ撃うげ波きはの刃を放った。しかし二人は各おの々おのの武器であっさりとそれを打ち払う。だがその時には、既に暁月は距離を詰めていた。

　狙いはゼクスだ。赤毛の騎き士し目め掛がけて、黒の魔剣で縦じゆ横うお無うむ尽じんに斬りかかる。それは肉体の動作に、常に円運動を取り入れる事で繰り出す暁月の剣けん技ぎ。不規則な威力と速度の斬撃をランダムに織り交ぜる、フィル・バーネットを圧倒した剣撃の乱れ打ちだ。

　一気に決める。だが暁月の氣が通った魔剣が、空気を裂さく事で鳴らすヴゥゥゥゥンという独特の風切り音と、剣同士の衝しよ突うとつによって発せられる金属音が、凄すさまじい速度で交こう互ごに鳴り響いた。ゼクスが、暁月の連続斬りを全て受け切っているのだ。

「相変わらず、パワーは大したもんだな……だが最高速度がその程度なら、ランダムにされた所で対応はできるぜ」

　と、暁月の攻撃を捌さばきながらゼクス。

「相手を追い込む連続斬りっていうのはな──こういうのを言うんだよ！」

　そう言うや、一気に反はん撃げきへと転じ始めた。

　攻撃を仕掛けていた筈の暁月が、徐じよ々じよに受ける側になってゆく。

「くっ……この……っ」

　目で追うのではなく、反射的に剣を振るわなくては対処できない程の、高速の剣撃。

　次々に繰り出される斬撃に、剣閃が糸を引いてゆく。

「こいつは……っ、ちょ、っと……キツイか──っと!?」

　とっさに暁月は上体を反そらせた。直後、頭があった場所をレーザーが通過する。ルーティエが、こちらとゼクスの高速の近接戦闘に、横から割って入ったのだ。

「危ねー……」

　暁月が嘆息した次の瞬間、

「──どこに余よ所そ見みしてる余裕があるんだ？」

　下からゼクスの斬撃が来る。

　……これを受け止めたら、ルーに狙い撃うちにされるか……くそっ！

　暁月は一瞬で状じよう況きようを判断。錬環勁氣功で強化した身体能力で、一気に上空へ跳躍した。

　軽々と十ｍ以上を飛び、宙へ退たい避ひした暁月は、しかし見る。離れた場所にいるリスティの前に、魔法陣が展開されていた。既に詠唱を終えているのを確認し、暁月は呟く。

「やべえな……」

「──下れ、裁きの雷いかずち」

　その瞬間、雷らい鳴めいが轟とどろいた。暁月は反射的に、上へと斬撃を繰り出しこれに対応。その全力の一いち撃げきは、降り注いだ雷を二本に切り裂き──それだけに留とどまらない。

　分かれた雷が向かった先は、下に居るゼクスとルーティエだ。

「っしゃあ、これならどうだ！」

　刹那に行われた、絶ぜつ妙みようの剣撃。しかし、ゼクスとルーティエは冷静だった。

　ゼクスは自分へ迫せまる雷を赤い長剣で受け止め、その剣身に雷の属性を付加。

　ルーティエは魔法銃の銃口を向けて、難なく雷を吸収する。

「あらら……」

　あっさり対処されてしまい、思わず暁月は宙で頬ほおを掻いた。すると、ゼクスとルーティエがこちらを追うように大地を蹴った。一気に暁月と同じ高さまで浮かび上がり、そして二人が切り掛かかってくる。暁月は剣撃と蹴りとを組み合わせて、二人に対たい抗こう。目まぐるしく攻こう守しゆを入れ替かえながら、息も吐つかせぬような空中戦を繰り広げてゆく。

「──────」

　その最中、暁月の繰り出した蹴りを利用して、ルーティエが距離を取るように離れた。

　そして、こちらを狙っている魔法銃の銃口から、先さき程ほど吸収した雷が発射される。

　……避けられねえ！

　だから暁月は、とっさに黒の魔剣を手放し避ひ雷らい針しんにして、これを回避。

　だが、そこへゼクスが斬りかかって来る。

「武器を捨ててどうするつもりだ！」

「──決まってんだろ、こうするんだよ！」

　そう言って暁月は、ゼクスの赤の長剣を両手で白しら刃は取りした。

「な──っ」

　思わず絶句するゼクスに、暁月は横蹴り。そして、たまらず宙を吹っ飛ぶゼクスと、既に離れていたルーティエに対し、それぞれ手をかざして、

「──喰らっとけ！」

　一瞬で氣弾だんを生み出し、二人へ向けて解き放った。

　命中する。その結果、生じたのは轟音と閃光。爆ばく煙えんを棚たな引びかせながら落下してゆく二人を見ながら、暁月は無造作に右手を虚空へ突つき出し、魔剣をキャッチ。

「錬環勁氣功が操あやつれるのは、何も体内の氣だけじゃねえ……油断したな」

　ニッと笑い、地面へ落ちてゆくゼクスとルーティエを見ていた暁月は、ふと気が付く。

　リスティの姿が、どこにもない事に。だから暁月は反射的に真上を仰あおぎ見た。

　見つける。己の真上の空に静止し、こちらに魔法杖をかざしているリスティを。

　その杖の先せん端たんに、幾いく重えもの魔法陣を展開させながら、

「離れた場所からしか攻撃して来ないとでも思ったの……？」

　一息。

「──油断したわね」

　言い終わると同時、巨きよ大だいな空気の圧縮弾が高速で発射された。

「おあああああああああああああ───っ」

　リスティが発射した空気の圧縮弾は、音速の壁を越えて暁月を地面へ叩きつけて。

　さらに、闘技場を震わす大だい爆ばく発はつを巻き起こした。
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「そんな……信じらない」

　ＶＩＰ用の特別観覧室で試合の行方ゆくえを見守っていた美兎は、呆然と呟いていた。

　目の前で信じられない事が起きたからだ。爆炎が立ち上る武舞台を見ながら、

「風系と炎系の魔法を合成するなんて……」

「──シェルフィードは、火、水、土、風の四大精せい霊れいとの盟約を結んだ国ですので」

　と、各国のＶＩＰの世話を任されたワルキュリアが告げる。

「正統な王位を継つぐ者として、リスティ様はそれぞれの精霊から力を借りる事ができるのです。よって相反する火と水、土と風、どの系統も自在に使いこなし、さらに掛け合わせる事も可能なのですよ」

「まさか、そんな事が……」

　信じられないとばかりに呻く遥に、ミランダが笑いながら、

「驚く気持ちも解るけど……眼めの前で起きた事は信じないといけないわ。シェルフィードは、伊だ達てに魔ま導どう大国と呼ばれている訳じゃないのよ」

「しかもリスティ女王は、歴代のシェルフィード王族の中でも、特に魔法の才に秀ひいでておるらしいからなぁ。尤もつとも、その才能が開花したのは──」

　と、ヴォルクが思い出したように、

「──父王が亡なくなり、精せい霊れい達たちとの盟約を受け継いだ後だったが」

　しかし、

「どうやら、アカツキは苦戦しているようだなぁ……」

　戦闘空間では、リスティがゆっくりと地面へと降下してゆく所だった。

　そして暁月の氣弾を喰らったゼクスとルーティエも、既に立ち上がり平然としている。

　恐おそらく、ルーティエの戦闘補助魔法で防御力が格段に上がっているからだろう。

「……なぜ彼は、硬氣功を使わないんですの？」

　ふと遥が苛いら立だたしげに、

「複数を相手に全てを剣で対処しようとして、防戦ばかり強しいられて……硬氣功で相手の攻撃を受ければ、その分だけ剣を攻撃に使えるでしょうに」

　すると、

「──いえ、それは不可能です」

　ワルキュリアが、遥の案を否定した。

「幾らアカツキ様の硬氣功でも、防げる攻撃には限界があります。もしゼクス様の剣を身体で受ければ、たとえ硬氣功を使用していても、その場所を両断されるだけです……まあ結界内ですので、実際はダメージを受けるだけでしょうが」

　その言葉を聞いた美兎が、ポツリと呟く。

「……シェルフィードの赤き剣王」

「はい。ご覧になられてお解りの通り、ゼクス様の剣の腕はアカツキ様より上ですので」

「そんな……系統無視の魔ま法ほう使つかいに、数段上の剣けんじ術ゆつ使い、さらに武器戦せん闘とうもこなせる僧侶が戦闘補助魔法まで使って……これでは戦いにならないですわよ！」

　思わず遥が、悲痛な叫さけび声ごえを上げる。すると、

「──何を今いま更さら、こうなる事はアカツキ殿も覚かく悟ごしていた事でしょう」

　それまで黙だまっていたアルフォンスが笑いながら、

「私は言った筈です。リスティ様達は、その一人一人がアカツキ殿と互角に戦えるだけの力の持ち主だと。その上で会談に参加した全員が了りよう承しようし、この試合が行われる事は決定したのです。だから言うなれば、この結果は必然なのですよ。それを、まるで卑ひき怯ようであるかのような物言いは、聞き捨てなりませんね」

「…………………………っ」

　思わず唇を噛み締める美兎に、

「……何か不服がおありですか、ミュウ殿？」

　アルフォンスは悠然と笑いかけてくる。

　だから、凰沢美兎はキッパリと告げた。アルフォンスを真っ向から見据えて、

「……いいえ、不服などありません。これはボク達も、納なつ得とくして決まった事ですから」

「でも、このままでは……」

　隣で不安そうにする遥に、美兎は首を振って、

「大だい丈じよ夫うぶだよ、遥さん……」

　そして、自信たっぷりの笑えみで告げた。それは凰沢美兎が、確信に至った想い。

　信じる。

「──ボク達が信じた人はね、これ位じゃ絶対に負けないから」

　そう言った次の瞬間だった。武舞台の爆炎が、いきなり吹き飛んだのは。

『───────』

　突然の事態に、観客達がどよめきの声を上げる。

　そして灰色の煙を振り払い、彼が姿を現したのを見て、凰沢美兎は微笑ほほえんだ。

　その視線の先には、漆黒の青年が立っている。



　まだ地面で燻くすぶっている、爆炎の残滓の一つを踏み消し、凰沢暁月は笑う。

　正面のリスティ達を見据えて、

「どうしたよ、そんな驚いた顔して……あの程度で俺おれをやれると思ってたのか？」

「……まだやるつもり？　そんな風に強がったって無む駄だよ。身体にダメージはなくても、全身が酷ひどい激痛で、もう動くのもやっとの筈……」

　と、リスティ。絞しぼり出す声で、

「お願いアカツキ……降参して」

「──あん？」

　怪け訝げんそうな顔をする暁月に、ゼクスが長剣を肩に担かつぎながら、

「もう気は済んだだろ、って事だよ」

　告げる。

「お前が強いのは認めるが、一人で俺達に勝つなんてのは、土台無理な話だったんだよ」

　さらに、ルーティエが沈ちん痛つうな面おも持もちで、

「今なら貴方あなたは、先程のリスティの魔法を受けても平然としているように見えます。私やゼクスとも、渡り合っていたように見えたでしょう。力なら、もう充分に示せた筈です」

　だが、

「これ以上戦いを続ければ、貴方は劣れつ勢せいになってゆくだけです。観客の眼を誤ご魔ま化かせなくなり、アカツキの力は我々の抑よく止しり力よくとして認められなくなるでしょう。そうなれば、貴方達たちが望んでいる和平の実現が、いよいよ不可能になってしまいます」

「アカツキ、お願いよ……」

　悲痛な声で訴えるリスティに、暁月はやれやれと嘆息する。

「もう勝ったつもりで、降こう伏ふく勧かん告こくとはな……随分と舐められたもんだ」

「やるっていうのか……これ以上？」

　眉まゆを顰ひそめるゼクスに、暁月は「おうよ」と頷いて、

「今の爆炎魔法で、ようやく身体が温まった所だ……もし、俺に降参して欲しいなら」

　笑う。

「説得なんて生なま温ぬるい真ま似ねは止めて、力ずくで言わせるんだな」

　暁月の言葉に、リスティはしばしの沈黙の後、

「良いわ……」

　ゆっくりと、一言そう呟いた。その言葉を合図に、リスティ達の表情から感情が消えてゆく。そしてそれとは対照的に、暁月は笑みを深くして。そして宣言する。

「さあ第二ラウンドだ──おっ始めようぜ！」
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　その時、フォレストニウムの穏おだやかな空気は、いつもと同じままだった。

　深い森は、普ふ段だんの静けさを湛たたえたままでいて。誰も異変には気が付かない。

　──ただ一人、海かい堂どう元もと春はるを除いて。

「やっぱり来やがったか……」

「どしたの、カイドー？」

　一緒に遊んでいた魔族の少年の一人が、キョトンとこちらを見上げた。

　だから、海堂は森の奥を睨んだまま、

「よーし、お前ら。鬼おにごっこは止めだ。今から駆けっこを始めるぞ」

　突然の宣言に、逃げ回っていた子供達は不満の声を上げる。

「えー、何でだよカイドー」

「ずっと自分が鬼なのが嫌いやだからって、そんなのズルい……カイドー？」

　しかし、そこで子供達は非難するのを止める。海堂の表情に、自分達と遊んでいた時のような穏やかさが無くなっていたからだ。何かを察した子供達に、

「さあ良い子だ。俺が合図したら、全員自分の家まで全力で走れ。後の事は、きっと大人達が指示してくれるからよ。もし親がいなかったり、はぐれたりして困った時は、今まで隠れんぼした中で、一番見つからない自信がある所に隠れろ。後で俺が見つけてやるよ」

　海堂はニッと笑って、

「良し──今だ、行けえ！」

　その叫びが合図。子供達は一いつ斉せいに、全速力で駆け出した。

　そして代わりに葛くず葉はと千ち影かげが、海堂の下へと走って来る。

「──どうしたの突然？」

「いや……どうやら招かれざる客ってヤツみたいでよ」

　葛葉の問いに、やれやれと頭を掻きながら海堂。千影がスッと眼を細めて、

「間違いないのかい？　ここの概がい念ねん魔ま法ほうの結界は破られていないみたいだけど……」

「まあ、そうなんだが……」

　と海堂。すると里の青年が、血相を変えてやって来る。

「何事ですか……急に子供達を家に帰したりして」

「ああ、丁度良かった。長老のウルムさんに伝えてくれるかよ──敵てき襲しゆうだってな」

　そう海堂が言った時だった。森の奥から、それは現れた。

　明らかにゲイルペインの民ではない、全身を重じゆ厚うこうな青の鎧よろいで包んだ三人の騎き士し。

　兜かぶとまでフルフェイスのため、その顔を窺うかがい知る事はできないが、

「もう剣を抜いてるのか……嫌だね、気が早くていけねえよ」

　海堂は騎き士し達たちへと向き直った。すると里の青年が信じられないように、

「そんな……概念魔法の結界はまだ生きているのに」

「何か裏うら技わざでも使ったんだろうよ……おい、お前さんはこの事を長老に伝えろ」

　と海堂。

「戦えない奴やつらの避難を始めるんだ。取り敢あえずここは、俺達が何とか時間を稼かせぐ」

「わ……解りました」

　青年は頷くと、巨きよ大だい樹じゆへ向かって走り出した。

「相手は三人みたいだし、あたし達で何とかなるんじゃないかい？」

　と、ＡＤで弓を具現化しながら千影。

　すると葛葉もまた巨大なハンマーを具現化しながら、しかし咎とがめる口調で、

「忘れたの？　こちらの目的は和平なのよ。しかも相手は、監かん視し部隊の壊かい滅めつをでっち上げて攻せめ込んで来るような奴ら。向こうは殺すつもりみたいだけど、こっちがそれをやったら、また攻め込む口実を与える事になるわ」

「ま、そういう事だな……面めん倒どうだけどよ」

　そう言って、海堂もまたＡＤに意識を集中させた。

　具現化したのは鋼鉄のナックルアーマーだ。そして両の拳こぶしをガキンと打ち鳴らして、

「つー訳だから、ちょっくら痛い目に遭あって、お帰り頂くとするかよ」

　そして、一気に騎士達へ向けて駆け出した。狙いを相手の内、中央の騎士へ定め、海堂は疾しつ走そう。その横を、幾つもの矢が追い抜ぬいていった。千影の援えん護ご射しや撃げきだ。

　騎士達は矢を剣で切り払い、盾たてで防ぐが、その動作が既に隙すき。

　あっという間に距離を詰めた海堂が、振りかぶった拳を中央の騎士へと放った。

「──────」

　金属が拉ひしやげる鈍い音と共に、騎士の一人が吹っ飛んだ。

　そして右の騎士が海堂に斬り掛かろうとして、しかし轟音と共に地面へめり込んだ。

　葛葉のハンマーの一撃を、真上から喰らったのだ。

「おいおい……それは下手すりゃ、死ぬと思うんだけどよ」

「大丈夫よ、ちゃんと手加減したもの」

　しれっと言う葛葉に、「本当かよ」と言いながら海堂は回し蹴げり。それは左の騎士の側頭部に命中し、昏こん倒とうに成功。騎士はガクンと膝ひざを折って、そのまま地面へと崩くずれ落ちる。

「何だ……案外大した事なかったね」

　千影は構えていた弓を下ろした。だが、海堂は倒した騎士達を見下ろしながら思う。

　……妙みようだな、この程度の筈がないんだが。

　フォレストニウムの概念魔法による結界は完かん璧ぺきだった。それは最も早はや、芸術と言っても差さし支つかえないレベルである。そして、この騎士達はそんな結界を通り抜けてここまでやって来たのだ。てっきり、それ相応の実力者だと思っていたのだが。──しかし、そんな海堂の疑問はすぐに晴れる事になった。倒した筈の騎士達が起き上がり始めたのだ。

「おいおい、揃いも揃ってタフガイばかりか……勘かん弁べんしてくれよ」

「参ったわね……これ以上やったら、死なせてしまうかもしれない」

　苦い表情の葛葉に、海堂は「仕方ねえか」と嘆息して、

「悪いが、無力化させて貰うとするか……ちょっと惨むごいやり方だけどよ」

　そう言うや、海堂は立ち上がりかけた騎士へ足あし払ばらい。そのまま右の足を取る。

　そして次の瞬間、鈍い音が響き渡った。関節を折ったのだ。一いつ切さいの躊ちゆ躇うちよを行う事なく。

　身動きが取り難い重厚な鎧だ。これでもう立ち上がる事は不可能だろう。

　──だが、信じられない事が起こる。騎士は足を折られても声一つ上げる事はなかった。

　それ処どころか、折られた足を使ってそのまま平然と立ち上がろうとしてくる。

「な、何なんだい、コイツら……」

　信じられないものでも見るかのような千影の声に、海堂は思う。

　……成なる程、手て応ごたえが無さ過ぎると思ったが、そういうカラクリか。

　薬か魔ま法ほうか知らないが、痛覚を消しているのだろう。それ処どころか、一いつ切さい喋しやべらない辺り、人格まで消されてしまっているのかもしれない。戦って敵を殺すためだけの殺さつ戮りく兵士として。海堂元春は知っている。この手の相手を止める手段は、一つしかないと。だから、

「──二人共。ここは俺が時間を稼ぐから、お前らは子供達の避難を手伝ってやれ」

「そんな……こんな奴らを相手に、一人で戦うなんて」

　思わず声を上げる葛葉に、

「良いから聞け。こいつらには恐らく、武器での攻撃は通用しない。お前ら、魔法は使えるようになっているのかよ？」

「私は、残念ながらまだよ……」

「あたしもだ……でも」

　と千影。

「それは君も同じだろう、海堂？」

「ああ……だから時間を稼ぐって言っただろ。お前らは子供達の後を追え。良いか、敵がこいつらだけとは限らねえんだぞ」

　こちらの言葉にハッとなる葛葉と千影に、海堂は告げる。

「安全な所まで避難させてやれ。こっちを何とかしたら、俺もすぐに追い掛けるからよ」

　すると、葛葉と千影はすぐに頷いた。

「解ったわ……ここは貴方に任せるわね」

「こっちの避難が終わったら、すぐに戻るよ……」

　そして二人は、踵きびすを返して走り出す。それはまるで風のような疾走。千影と葛葉の後ろ姿があっという間に見えなくなって。それからようやく、海堂は騎士達へと向き直った。

「良いぜ……出てきてもよ」

　奥の森を見据えて、ハッと笑いながら告げる。

　すると、奥から次々に鎧よろい騎き士しが姿を現した。その数、実に二十人以上。

　だが、海堂元春は微塵も怯ひるむ事なく笑うと、

「……何であの二人を行かせたか、解るかよ？」

　あろう事か武器の具現化を止め、腕のＡＤを外して地面へと放ほうる。と同時、海堂の腕が輝かがやき始めた。そこにあったのは、小さな魔法陣だ。すると海堂の身体の周りに、光の粒りゆ子うしが漂ただよい始める。まるでＡＤの限定解除のように輝きは鋭するどさを増し──ついに、海堂の服が変へん貌ぼうした。己おのれの意思だけで、戦闘衣服を具現化したのだ。さらに、一気に複数の魔法陣を展開し、使えぬ筈の魔法を発動させながら。今こそ海堂元春は、己の力を解放する。

　最強のテロ集団──『朱あけの黄たそ昏がれ』の本当の実力を。

「さて、確かに殺すのはマズイ訳だがよ……」

　と、笑いながら海堂。

「跡あと形かたも無く消し飛ばせば──どうとでも言い訳はできるんだぜ？」



　海堂に敵を任せた後。

　桐どう元もと葛葉は、千影と共に巨大樹の中層階にある居住地域へとやって来た。

　既に敵襲の情報は里中に伝わっており、緊きん迫ぱくした声があちこちを行き交う。

「戦える者は武器を取れ！　それ以外は全員退避だ！」



    

  
    
      「手が空いている男は、年寄りや、子供の避難を手伝うんだ。とにかく急げ！」

　そして武器を手に、駆け出そうとする若者へ、

「──待って、貴方達は戦っては駄だ目めよ」

　葛葉は立ち塞がり制止する。さらに千影が隣に並んで、

「今は美兎……ううん、ミュウさん達が必死に和平をまとめようとしているんだ。ここで貴方達が戦えば、全てが水の泡あわになってしまうからね」

「それは……ですが、このままでは」

「その武器は、戦えない人を守るために使いなさい。もし敵が現れたら」

　と葛葉。

「その時は私達が戦うわ。私や五泉いずみなら、万一の時は部外者として言い訳ができるもの」

「まあ、そういう事だね」

　と笑う千影に、武器を持った若者は、黙もつ考こうの後に「解りました……」と呟いて、

「俺達は向こうを手伝ってきます。少しでも早く避難が完了するように」

「いやちょっと待て……それより先に、まずは孤こ児じ達たちを迎むかえに行ってやらないと」

「？　どういう事？」

　声を上げた別の若者に、葛葉は問い掛ける。すると若者は焦しよ燥うそうを露あらわにして、

「戦争で親を亡くした子達です。下層階の施し設せつで暮らしているんですが、特定の者ではなく、里の皆で面倒を見ていて。もしかしたらこの混乱で、まだ迎えに行けていないかも」

「解ったわ、そこには私が行く──五泉、こっちは任せたわよ」

「了りよ解うかい。気を付けるんだよ、委員長」

「ええ……貴女あなたも」

　こちらを気き遣づかう千影に、葛葉は頷きを返すと、若者から施設の場所を教わり、下層階へと走り出す。避難する者達の間を縫ぬうようにして走り続ける事、数分。葛葉が辿たどり着いた下層階には、静寂が下りていた。一見すると、逃げ遅おくれている者はいないように見える。

　しかし、桐元葛葉は走る速度を緩ゆるめない。そして、

『────────』

　教わった施設の方から、それは聞こえて来た。

　悲鳴だ。だから葛葉はさらなる力を足に込め、地面を蹴った。そして見る。逃げようとしている獣じゆ人うじんの女性と、沢たく山さんの子供達。さらに──その向こうに立つ鎧騎士の姿を。

　……っ、やっぱり他にも入り込んでいたのね。

　そして、駆けつけようとする葛葉の視線の先で、鎧騎士が剣を振り上げた。

　戦う事のできない、女性や子供達へ向かって。だから葛葉は、とっさにＡＤへと意識を集中。巨大ハンマーを具現化し、地面へ向かって強力な一撃を叩きつけた。その衝しよう撃げきを受け大地が捲めくれ上がり、衝撃が土ど砂しやの波となって鎧騎士を襲う。だが、

「──────」

　鎧騎士は剣を一いつ閃せんしただけで、あっさりと衝撃を弾き散らした。

　だが、それで充分だった。葛葉はザザっと砂煙を上げて、鎧騎士と子供達の間に割って入る。そして呆然としている獣人の女性へ、

「ここは任せて、早く逃げて……」

「は、はい……っ」

　葛葉の言葉に、女性は慌あわてて頷き、子供達を引き連れて逃げ出した。だが、一人の子供がその場を離れようとしない。幼いダークエルフの少女──リルルだ。

「クズハぁ……っ」

　心配そうな声を上げるリルルに、しかし葛葉は笑みを見せる。

「私は大丈夫よ……さあ行きなさい！」

　初めてリルルに対して発した強い言葉。その言葉にリルルは一いつし瞬ゆん驚おどろいたように身を竦すくませると、やがて先へ逃げた孤児達を追って走り出した。

　そして葛葉は、鎧騎士へと向き直る。

　背後のリルルの足音が、小さくなってゆくのを聞きながら、

「……殺すつもりだったの？　あんな小さな子供達を」

「…………………………」

　しかし、鎧騎士は何も答えなかった。ただ、黙ってこちらへ剣を構える。だから桐元葛葉は、ハンマーの柄えをギュッと握ると、鎧騎士へ向かって駆け出した。勢いそのままに跳躍し、渾こん身しんの一撃を振り下おろす。だが、鎧騎士はこちらの攻撃をあっさりと防いだ。

「────っ!?」

　慌てて葛葉は後ろへ飛び退すさり、距離を取る。

　……この人、強い……。

　葛葉はゴクリと喉のどを鳴らした。今のは、ただ攻撃を防がれただけじゃない。完全にあしらわれた。明らかに、向こうに居た鎧よろい騎き士し達たちとは次元が違ちがう。その身に纏まとっているのも、あちらとは異なる、豪華な金の意匠が施された重厚な鎧だ。

　……フィル・バーネット……いえ、凰沢君クラスかも。

　まず今の自分が、敵かなう相手ではない。だが、だからといって逃げる訳にはいかない。

　……せめて、時間稼ぎだけでも。

　決意を固め、葛葉が唇くちびるを噛み締めた時だった。鎧騎士が、大地に向かって剣を振り下ろした。その結果、生じたのは轟音と、それ以上の衝撃だ。

　葛葉の時以上の威力で大地が吹き飛び、激しい衝撃となって葛葉を襲う。

「くっ……」

　まだ魔法は使えない。とっさに葛葉は自らも大地にハンマーを打ちつけ、衝撃の相そう殺さいを試みる。互いが生み出した衝撃が、両者の中央で激突した。

　──しかし、衝撃が相殺される事はなかった。それ処どころか、拮きつ抗こうすらしなかった。

　鎧騎士が生み出した衝撃が、葛葉のそれをいとも簡単に呑のみこんだのだ。

「なっ──きゃああああああああっ！」

　眼を見開いた時には、もう遅かった。激しい衝撃が一瞬で葛葉の小さな身体を呑みこみ、大地を駆けぬける。その衝撃の奔流が、葛葉を数十ｍ果てまで吹っ飛ばした。そして、

「……くっ、あ……、くぅっ…………」

　地面に倒れ伏ふしながらも、葛葉は辛かろうじて意識を繋ぎ止めていた。

　体中を走る激痛に呻きながら、それでも必死に力を振り絞しぼって身を起こそうとして、

「え────？」

　だが、桐元葛葉は見る。自分の傍かたわらに、小さなダークエルフの少女が倒れているのを。

「リ……ルル……？」

　呆然と呟つぶやく。こちらの呼び掛けに、ピクリとも動かない少女を見ながら、

　……そ……んな……、どうして……？

　何な故ぜリルルが、まだこんな場所に居る。彼女は他の子達を追いかけていた。今頃は一いつ緒しよに、もっと遠くまで逃げていた筈だ。なのに今、確かにリルルは眼の前で倒れている。

　だとしたら、答えは一つだ。逃げなかったのだ。一度は逃げようとして、それでもその足を止めたのだ。どうしてか──その理由を葛葉は呆然と思う。

　……私を、心配して……？

　葛葉は弾かれたように動き、リルルの幼い身体を助け起こした。

「リルルっ、しっかりして、リルル──返事をして、お願い！」

　だが、リルルは動かなかった。幾ら呼び掛けても、呻き声すら上げぬままで。その代わりに、葛葉の正面で動きが起こる。いつの間にか、眼前に敵が立っていた。

　鎧騎士は、傷だらけの葛葉にも、動かなくなったリルルにも構わずに、

「…………長老はどこだ？」

　淡たん々たんとそれだけを聞いてくる。

　……目的は、ウルムさんなの……？

　敵の狙いを知り、桐元葛葉は思う。自分の身体の状態、実力差、それらを総合的に考え、これ以上は戦うのは無理だと。だから葛葉は教えてやる──敵意を込めた眼まな差ざしで、

「知らないわ……知っていても貴方なんかには教えない……っ」

　桐元葛葉は宣言する。自分は絶対に屈くつしないと。その言葉を聞いた鎧騎士の反応は、解わかりやすく単純なものだった。鎧騎士は黙って剣を振り上げて、

「──そこまでにして貰えんかな、お若いの」

　老いた声が、鎧騎士の行動を制止した。葛葉はとっさに声のした方を見る。

　そこに、いつの間にかウルムが立っていた。

「逃げて、ウルムさん……この人の狙いは貴方よ！」

　必死の呼び掛けに、しかしウルムは肩を揺ゆらしながら、

「ふぉっふぉ……それは丁度良かったわい」

　ゆっくりと鎧騎士へ向かって歩いてくる。

「どうして……」

　呆然と呟くに葛葉に、ウルムは微びし笑ようを浮かべて、

「貴女方は、姫ひめ様さまの大切なご友人ですからな。我々の争いに、無関係な貴女を巻き込む訳にはいきません……どうかな、ディスディアの騎士殿」

　ウルムは、鎧騎士の正体を見み透すかして、



    

  
    
      「ワシが狙いというなら構わん、殺すが良い。だが、この老いぼれの命に免めんじて、この娘は見逃して貰えんかな？　彼女はたまたまこの里に迷い込んだだけで、我らゲイルペインの民とは無関係なんじゃよ」

「………………………………」

　ウルムの言葉に、鎧騎士は無言だった。そして、黙ったままウルムへと向かってゆく。

「や、止めて……」

　リルルを抱きしめながら、葛葉は弱々しい声を上げる。

　だが、何も止まる事はなかった。時間も、鎧騎士も、そして──悲劇も。

　なのに、鎧騎士が剣を振り上げても、ウルムの表情は穏やかなままで。

　ただ彼は「ふぉっふぉっ」と、これまでと同じように笑っていた。

　そして、最後に葛葉の方を見て、



「──どうか姫様の事を頼たのみますぞ、クズハ殿」



　そう言い終えると同時──鎧騎士の剣が、ウルムへ向かって振り下ろされた。



８



　シェルフィードの王立闘技場では、激げき闘とうが続いていた。

　戦闘を優位に進めながら、しかしゼクス・ドルトレイクは微かすかな疑問を得る。

　……どうにも妙な感じだぜ……。

　明らかに押おしているのはこちらだ。リスティやルーティエと連れん携けいし、それぞれ近きん距きよ離り、中ちゆう距離、遠えん距離から、何度となく暁月を追い詰めて行く。だが押し切れない。ギリギリの所で、暁月は自分達の包囲を潜くぐり抜ける。もうかれこれ一時間近く、ずっとこんな調子だ。

　……正面から戦ったら勝てなくても、受けに徹てつすれば逃げ切れるって考えか。

　まるで嘲あざ笑わらうかのように、こちらの攻撃を避よけ続ける暁月に、

『ちゃんと戦え、卑ひき怯よう者ものーっ！』

　観客からヤジが飛んだ。戦いを再開してからは防戦一方で、消極的な戦い方しかしない暁月に、観客は先程からブーイングを開始していた。だが暁月は、観客の声などまるで気にしていないかのように、飄ひよう々ひようとゼクス達の攻撃を防ぎ続ける。すると、

『いつまでチンタラやってやがんだ！　一人を相手に情けねえぞ！』

　ついにはこちらにまで、ブーイングが飛び始める。ゼクスは心の中で、チッと舌打ち。

　……マズイな。

　いつまでも時間を掛けていては、手を抜いていると思われかねない。もしも八百長などと疑われたら、国の名めい誉よを背せ負おって戦っている自分達はお終いだ。ゼクスは、チラリとリスティを見る。こちらの考えている事が解ったのだろう。リスティは仕方ないとばかりに頷いた。それを見たルーティエも、こちらに了承の視線を送ってくる。

　すると、こちらと斬り結むすんでいる暁月が笑いながら、

「おいおい。自分達だけ眼で会話してないで、俺も仲間に入れてくれよ」

「そうかよ……なら教えてやる」

　とゼクス。

「──次で終わりにするって決めたんだよ」

　そう告げた次の瞬しゆ間んかん、ゼクスと暁月の周囲がフッと暗くなる。

「何だ……？」

　思わず暁月が上を見上げた瞬間、ゼクスは大きく後方へと跳とび退った。そして暁月と同じ物を見る。武舞台の上空に出現したもの──それは、まるで燃え盛る巨大な岩山。リスティの火系統と地系統を組み合わせた魔法の中で、最強の威力を持つ魔法だ。

「いつの間に、あんなバケモンみたいな魔法を……」

「──随ずい分ぶんと前からよ」

　呟くように言う暁月へ、静かな口調でリスティ。

「魔法でアンタに攻撃を続ける裏側で、同時進行で魔法陣をキャンセルして練り上げていたの……気付かなかったでしょ」

　後は暁月へと目め掛がけて、あれを落とすだけだ。威力は充分。だが、それだと避けられる可能性がある。だからゼクスは、ルーティエに呼び掛ける。

「──良いか、ルー」

「いつでもどうぞ」

　応じる声に、ゼクスは一いつし瞬ゆん膝ひざを曲げ、そのまま宙へと跳躍。そんなゼクスに対し、ルーティエは魔法銃を向け、そして引き金を引いた。だがそれは攻撃ではない。ゼクスにさらなる飛ひし翔ようを生み出す、風系統の補助魔法だ。風の力を借りたゼクスは、燃え盛る巨大な岩山の真上へと躍おどり出た。上空で赤の長剣を構え、地面の暁月を見下ろしながら言い放つ。

「──コイツを避けられるなら、避けてみろ」

　そう言うや、ゼクスは連続斬りを繰り出した。

　それは、燃え盛る巨大な岩山をバラバラに斬り刻んで、

「終わりだ、アカツキ──」

　そしてゼクスは、大上段から赤の長剣を振り下ろした。

　次の瞬間。無数の燃え盛る岩石は、まるで隕いん石せきのように、一斉に地面へと降り注ぎ。

　激しい衝撃と、超ちよ高うこ温うおんの業ごう火かが、暁月とその周囲を呑み込むように埋め尽くした。



　──それは余りにも壮そう絶ぜつな光景だった。

　戦闘の行方を見守っていた観客達は思う。誰もが──これで勝負は決したと。

　観客達は知らない。リスティ達が繰り出した今の攻撃は、かつて魔王ガリウスを倒すために編み出され、しかし暁月が一人でガリウスを倒してしまった事で、使われぬまま封ふう印いんされたものである事を。そして、そんな技わざを他ほかならぬ暁月に対して使用した、リスティ達の心が今、どれ程の苦しみにあるのかも。

　──そして、程なくして武舞台上から炎が消えた。爆ばく発はつ的てきな燃ねん焼しようが、暁月が居た周囲の酸素を使い尽くしたのだ。それでも濛もう々もうと立ち上る黒い爆煙に、観客達の視界は奪われていた。しかしそれも、程なくして晴れてくる。

　だから観客達は目もく撃げきする。リスティ達三人が繰り出した、凄まじい攻撃の結果を。

　降り注いだ岩石の衝撃で、武舞台の一帯に重なるように穿うがたれたクレーター。

　さらに焼き尽くされ、真っ黒に焦こげた地面。

　──だが。それだけの攻撃を喰らってなお、観客達の視線の先に、その青年は立っていた。だから観客達は、絶ぜつ叫きようにも似た声援で彼を称しよ賛うさんする。

　不敵な笑みを浮かべて立つ、凰沢暁月へ向かって。



　ブーイングを完全に歓声に変え、観客達を味方に付けた暁月は思う。

　どうやら舞台は整ったようだと。

　だから正面、離れた場所で立ち尽くしているリスティ達へ向かって告げる。

「さて……お前らの取って置きも防いだ事だし、そろそろ決着を付けるとするか」

　そんな暁月に、リスティは呆然と、

「いったい今、何をしたの……アカツキ？」

　彼女はこちらを見ながら、信じられないように呟く。

「あれをまともに喰らって、全くの無傷なんて……」

「まあ、そっちに奥の手があったように、こっちにも切り札はあったって事だな」

　そして、

「ちなみに今のは防ぼう御ぎよの切り札だ……言ってる意味、解るか？」

　そう言い放つと同時、凰沢暁月は使用する。自身が隠していた、攻撃の切り札を。

　……なるべくなら、こいつだけは使いたくなかったが。

　だが、使わなければ勝てないのであれば仕方ない。使う。錬環勁氣功の奥おう義ぎの一つを。

　暁月は黒の魔剣の具現化を止めると、体内で練り上げた氣を高速に循じゆ環んかんさせて圧縮。

　そして循環と圧縮を繰り返してゆく。すると暁月の身体が、青白い光を放ち始めた。

　──普ふ段だん暁月は、体内で練った氣を全身に巡らせる事で、身体能力を向上させている。

　しかしあくまでそれは、肉体が本来持つ潜せん在ざい能力を引き出しているに過ぎない。つまり、自身の肉体の限界を見み極きわめて、練り上げる氣の量を決めているのである。だが氣は、循環させ練り上げ続ける事で、無限にその量を増やす事が可能なのだ。それは使用者に、肉体の限界を超こえた力を与える。身体へ凄まじいまでの負担を課す事を、代だい償しようとして。

「っっおおおおおおおおおおお！」

　暁月の全身が悲鳴を上げ始める。だが、それでも暁月は止めようとしない。

「ちぃっ──させるかよっ！」

　それを見たゼクスが、弾かれたように前へ出た。一瞬で彼我の距離を詰め、暁月へと斬り掛かって来る。氣を練り続けている暁月は、その斬撃を避けられずに、

「なっ──」

　だが、ゼクスは驚きよ愕うがくする。暁月が、彼の剣を受け止めたからだ。それも素す手でで。

「……待たせたな」

　左手の親指と人差し指で、赤の長剣を受け止めた暁月は告げる。

　全身から、シュオオオオオオッと氣の奔流を沸き立たせながら、

「終わりだ──ゼクス」

「っ……！」

　慌てて後ろへ飛び退るゼクスを、暁月は神速で追つい撃げき。

　そのままゼクスの額に右手を添えて、掌しよ底うていを叩き込む。

「がっ……!?」

　激しく脳を揺らされたゼクスは、しかし昏倒する事なく立ち尽くす。

「意識はある筈だぜ、手加減したからな」

　と暁月。

「代わりに、全身の氣の流れを狂くるわせた……しばらくは動けねえよ」

「そんな真似が……」

　と戦せん慄りつしながらゼクス。彼は、暁月が他人の体内の氣をいじる時は、ほぼ止まっている状態ではないと不可能な事を知っているのだ。それは、相手の呼吸と流れる氣の速度に合わせて、最適な強さで、狙った位置に氣を叩き込まなければいけないからなのだが、

「今の俺は、お前も知っている制限とは無む縁えんでね……言っただろ、切り札だってよ」

　そう告げると、リスティとルーティエへ向かって歩き始めた。

　するとすぐにリスティの周囲に魔法陣が展開を始める。

　そして強力な魔法を発動させるまでの間、時間を稼ごうとルーティエが前へ出た。

「まだ勝負は付いていません……」

　こちらへ向けられた魔法銃の先に、白い輝きが集束してゆく。レーザーの溜ため撃ちだ。

　凝ぎよう縮しゆくされた熱光線が、発射された。通常の数倍の威力と速度──回避は不可能。だから凰沢暁月は避けない。そして極ごく太ぶとのレーザーが直ちよ撃くげきし、轟音が響き渡る。ところが、

「そんな……」

　ルーティエが驚きに眼を見開く。レーザーは、暁月に命中してはいなかった。

　暁月に命中する直前、全身に纏った氣のオーラーによって弾かれたのだ。

　進む方向を捻ねじ曲げられたレーザーが破は壊かいしたのは、武舞台の壁へき面めんだった。

　そして暁月が動いた。ルーティエの眼で追えない速度で、一瞬で彼女の真横に立つと、

「なあ、ルー……お前が出せる、一番可愛かわいい声を聞かせてくれ」

　そう言って、ハイエルフであるルーティエの尖とがった耳の先端を甘あまく噛かんだ。

　エルフの身体の中で最も敏びん感かんな耳から、暁月の氣を体内に送り込まれたルーティエは、

「んあっ、ふあああああああっ」

　躰からだをビクンと仰のけ反ぞらせ、極きわまった声を上げると、そのまま地面にへたり込む。

　そんなルーティエを満足そうに見た後、

「──さあ、残るのはお前だけだぜ」

　暁月はついにリスティへと足を向けた。

「くっ……」

　リスティは焦燥を露あらわにする。彼女が唱えようとしている魔法は、発動までにまだ時間を要していた。今の暁月を倒すための選択だからだろう。魔法はその威力に比例して、発動までに必要な時間も長くなる。無論、リスティ程の腕なら途中で魔法を発動させる事も可能だろうが、それでは暁月は倒せない。かといって、このまま詠唱を続ければ、その隙に暁月はリスティへ攻撃を行える。間に合わないと承知で詠唱を続けるか、それとも倒せないと解っていて今すぐ魔法を発動させるか。究極の選択でリスティが選んだのは、

「へえ……続けるのか」

　興味深そうに言う暁月に、

「知ってるでしょ……魔まほ法うえ詠いし唱よう時に展開される魔法陣には、防ぼう護ごし障よう壁へきの効果もある。そしてその防護障壁は、使用される魔法の威力に比例して、高いシールド力を持つって」

　とリスティ。全天球型の立体魔法陣の中から、暁月へ向かって、

「そして発動する魔法と異なり、防護障壁のシールド力は詠唱開始時から最大──」

　だが彼女は、最後まで自分の言葉を話す事はできなかった。

　暁月が、それをさせなかったからだ。無造作に、暁月は防護障壁へ両手を突っ込むと、

「──そらよっと」

　そのまま強ごう引いんに抉こじ開けた。展開していた魔法陣が、その瞬間に霧む散さんする。

「なっ────」

　眼の前で繰り広げられた光景に、リスティは一いつし瞬ゆん動どう揺ようし、しかしすぐに詠唱を再開する。必死になって意識を集中させる彼女に、暁月はふっと穏やかな表情で、

「シェルフィードを守りたいんだろうが……色んな事を背負いすぎだ、お前は」

　そう言って、凰沢暁月はリスティを抱きしめる。そして強引に、その唇を奪った。

「────っ？」

　リスティが驚き、眼を見開いたのを確認して、代わりに暁月は眼を閉じた。

　そして、彼女の柔やわらかい唇の感かん触しよくを存分に味わってやる。

「んんっ、はっ……な、何をっ、ん～～～～っ」

　リスティが慌ててこちらのキスから逃げようとするが、しかし暁月はそれを許さない。

　抱きしめるように、背中と頭の後ろに手を回し、強引にキスを続ける。

「んはっ、や……んっ、は……んむっ」

　必死に抵てい抗こうしようとするリスティが、暁月の胸を拳で叩いた。何とか暁月の腕の中から逃のがれようと、精せい一いつ杯ぱいもがく。だが、暁月はビクともしない。そして、逆に抱きしめる力を強めて、教えてやる。リスティが逃れようとする力よりも、自分が彼女を抱きしめる力の方が上なのだと。そして暁月は、リスティの細い躰をぐっと自分へと引き寄せた。

「はっ、ああ……っ」

　優しく腰を折られる体勢になったリスティが、切ない声を漏もらす。その隙に、暁月はリスティの口の中へ、自分の舌を滑すべり込ませた。そして唾だ液えきと一緒に、自分の氣をたっぷりと送り込んでやる。次の瞬間、

「っっ、んん～～～～～～っっ？」

　極まった吐と息いきと共に、リスティはビクンと躰を震わせた。そして、しばしの硬こう直ちよくの後──ふっとリスティの躰から力が抜ける。それでも凰沢暁月は、唇を離さない。

　むさぼるように唇を吸い、激しいキスでリスティから思考と行動を奪う。

　その度にリスティの身体がピクンピクンと震えて、徐々に身体の力が抜けていった。

「ん……は、ん……ちゅ……」

　リスティが柔らかくなってゆく。暁月が掴つかんでいた腕の力が抜けて、こちらを叩いていた手が、そっと胸に添えられた。ついに抵抗する事を止めたのだ。

　──そして程なくして、リスティの躰は、信じられない程に柔らかくなっていった。

　それは抵抗する力を奪われ、男を完全に受け入れた、女の躰が持つ本来の柔らかさだ。

　暁月はリスティの背中に回していた手を、ゆっくりと下へ降ろしてゆく。

　するとリスティのくびれた腰こしが、触ふれられた事を悦よろこぶかのように、嬉うれしそうにくねる。

　それでもキスは続いてゆく。肺の中の酸素を奪われたリスティの表情からは、ぼんやりとした意識が熱を帯びているのが解る。それは、世界で一番甘かん美びな酸欠だ。閉じられていたリスティの眼は、今は薄うすく開いており、その瞳は濡ぬれたように潤うるんで、すっかりとろんとしていた。それを見た暁月は、ようやくそっと唇を離した。

「……、あ……」

　するとリスティが、まるで名な残ごり惜おしむかのような声を漏らす。

　その口に、最後にちゅっと優しく唇を重ねて。ゆっくりと暁月は、抱ほう擁ようを解いた。

「や……っ」

　甘いキスですっかり骨ほね抜ぬきにされたリスティは、完全に腰が抜けてしまっていて。その場にへたり込みそうになる直前、暁月は彼女の柔らかい腰を抱いてやる。

　すると自然と、寄り添うように並んで立つ体勢になった。

　──そして、凰沢暁月は確認する。あらゆる音が消えた闘とう技ぎじ場ようで、全ての観客達が言葉を無くし、自分達を見ているのを。だから、暁月は彼らに対して一つの動きを見せた。

　リスティの腰を抱きながら、観客達に応こたえるように、ゆっくりと右手を上げたのだ。

　笑う。

「降参だ……流石さすがにこれ以上、コイツと戦う事はできねえよ」

　それは敗北宣言。誰もが予想できなかった、信じられない幕切れだった。

　だが、文句を言う者は誰もいなかった──そして次の瞬間。

　闘技場を震わせるような拍手と大歓声が、暁月とリスティを包み込む。
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「これは、やられましたね……」

　特別観覧室で、その光景を眺ながめていたアルフォンスは、暁月の行動に舌を巻いていた。

　暁月が今して見せたのは、ただのキスじゃない。重要な意味が込められた行こう為いだ。

　片や、前の勇者を死なせ、その責任を負いながらも絶望の淵ふちから這はい上がり、はぐれ勇者と揶や揄ゆされようとも魔王を倒して救世の英雄となった青年。片や、一度は国を失いかけ、それでも勇者と共に国を取り戻もどし、最後は魔王を打ち倒した救国の女王。そんな世界の英雄である二人は、おとぎ話の主人公とヒロインそのものだ。だからこそ、世界中の多くの民が二人を慕したい、彼らに結ばれて欲ほしいと願っていた。二人の幸せが、世界に平和が訪れた事を何よりも象しよう徴ちようし、証明するからだ。そしてこれで和平が結ばれ、戦争がなくなれば、最高の結末となる。それは暁月が元の世界へ戻った事で、見られなくなっていた筈のハッピーエンド。しかし今、それが自分達の眼の前にある。

　──しかもここに来て、暁月が着ている魔王の衣装が、重要な役割を果たしていた。

　魔王の衣装を身に纏った暁月と、リスティが並ぶ姿は、人と魔ま族の和平の象徴だ。

　今日この場所に集った観客達は、その歴史的な瞬間に立ち会ったのである。

　……こうなってはもう、何をしても無駄でしょうね。

　会場内にはアルフォンスが潜もぐり込ませた者達がいた。彼らにはヤジを飛ばさせたり、八百長だと騒さわぎ立てさせていたのだが……この歓声の前では、そんな無ぶ粋すいな声など掻き消されてしまうだろう。暁月が敗北宣言を行ったところで、彼の力がリスティ達を上回った事は明白だ。かといって、これで和平へ向けて動き出しても、その原因を作ったリスティ達やシェルフィードを責める者はいない。有るとしたらそれは非難ではなく、むしろ祝福だろう。つまり暁月は勝利し、そしてリスティ達は負けなかった。

　……ルールから無くした筈の引き分けを、こんな最高の形で演出して見せるなんて。

　アルフォンス・テセ・ルブラ・ディスディアは脱だつ帽ぼうする。

　完全にこちらの策の上を行かれた。

「これが、はぐれ勇者か……何て人だ」

　アルフォンスはふっと苦笑を浮かべると、素す直なおに自分の敗北を受け入れた。



　──そして。同じ特別観覧室の席で、凰沢美兎は武舞台の様子を見つめていた。

「…………………………」

　大歓声に包まれながら観客に応えている暁月と、腰を抱かれているリスティを見ながら、しかし彼女は気付かない。自分が今──切なさを募つのらせた表情を浮かべている事に。

　美兎は目まの当あたりにする。暁月とリスティが、世界に祝福されている光景を。

　そして美兎は、ふと気が付いた。武舞台の上で、暁月が観客に応えているのに対し、隣のリスティは違うものを見ている事に。リスティは、じっと暁月の横顔を見つめていた。

　その瞳の端はしに、光るものを浮かべながら。

　だから凰沢美兎は思う。きっとその涙なみだを、すぐに暁月が止めるのだろうと。

　……そうだよね。

　当然の事だった。自分だって本当は解っていたのだ。暁月の隣に相応ふさわしいのは、リスティだという事は。改めて思い知る。勇者の隣に立つのは、魔王の娘などではなく。

　勇者と共に魔王を倒した、お姫様なのだと。
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　暗い通路がある。

　足元が見えるだけの最低限の蝋ろう燭そくの火が灯ともされたその場所は、闘技場の地下通路だ。

　武舞台と控ひかえ室しつを繋ぐこの道は、さらに階段を通じて特別観覧室へと続いている。

　他に特別観覧室へ行く方法は存在せず、誰もが必ずこの通路を通らなくてはならない。

　──だから、その邂かい逅こうは必然だった。

　アレクラスタ皇国、教皇ヴォルク・レム・アレクラスタ世は、笑いながら告げる。

　階段の下で、ミランダを伴ともなって佇たたずみながら、

「いやいや、おめでとうアカツキ……素す晴ばらしい戦いぶりだったなぁ」

　そう言って、通路の奥から来る暁月の健けん闘とうを称たたえた。すると、暁月は立ち止まって、

「そいつはどうも……わざわざ、お褒ほめの言葉を言いに来てくれたのかい」

　笑う。

「残念だったな、思い通りにならなくてよ」

「はて、何の事かなぁ……」

　ヴォルクは笑みを深くする。

　──この試合、どちらが勝っても、シェルフィードへの非難は避けられない筈だった。

　暁月がガリウスを倒した事で、一いち躍やく世界を救った国として、国力で上回るアレクラスタやディスディアよりも、優位な立場を築いていたシェルフィード。そのままいけば、今後の国際社会における政治の主しゆ導どう権けんは、間ま違ちがいなくシェルフィードが握る筈だった。

　だが直接魔王を倒せなかったとしても、アレクラスタやディスディアも共に戦ってきたのだ。相手国の優位を黙って見過ごす訳にはいかない。今回の試合は魔族の討とう伐ばつに託かこつけた、アレクラスタとディスディアによるシェルフィード包ほう囲い網もうだったのだ。

　だが、そんな二国の目論見を、暁月は完全に粉ふん砕さいしてみせた。世界中の民は暁月とリスティを祝福し、改めてシェルフィードが世界を平和に導いたと実感するだろう。

　だが、ヴォルクは思う。今日の所は、これで構わないと。それより、

「──しかし錬環勁氣功というのは、末すえ恐おそろしい気功法だなぁ。我々の最高戦力であるリスティ女王達を、まさかこうも圧倒するとは」

「ええ、本当に……それに、あの話は本当だったのね」

　とミランダ。

「倒した相手の氣を体内に吸収し、相手の力を己の物とする事が可能だという噂は……」

「──────」

　その言葉に、暁月の瞳がスッと細められた。するとヴォルクは笑いながら、

「他の者は誰も気が付かなかったようだが……見えてしまってなぁ。リスティ女王達の最後の攻撃が、お主に触れると同時に消し飛んだのが……」

　それは、高次生命体ザッハークが持っていた魔法に対する絶対障壁。ミランダは笑う。

「敵を殺す度に強くなってゆくなんて……まるで悪あく魔まのような気功術ね」

「さあ、何の話かな……」

　ふっと暁月は笑みを浮かべた。

　そのままヴォルクとミランダの横を通り過ぎ、階段を登り始めようとしたその背中に、

「貴方の美学は知っているけれど……幾ら泣かせたくないからって、あんまり隠し事ごとばかりしていたら、女の子を傷つけちゃうわよ」

　とミランダ。囁ささやく吐息のように、

「それこそ──リスティさんがもし、彼の死の真相を知りでもしたら」

　その言葉に、暁月の足が止まった。こちらに背中を向けたまま、

「………………何の話だ？」

　重く低い声が来る。だからミランダは回りくどい言い方で、

「あら、ごめんなさい。貴方に心当たりがないのなら、別に何の問題もない話よ。でも、本当に残念よね……もし、もっと早く貴方が錬環勁氣功を会え得とくしていたら」

　告げる。



「その時は──レオン君の力も、使えるようになっていたかもしれないのに」



　すると……暁月は、ゆっくりとミランダへと歩み寄った。

　そして息が届きそうなギリギリの距離で、彼かの女じよを睨にらみ据すえる。

「アイツにおかしな話を吹き込んだら、その時はたとえ女のアンタだろうと許さねえぜ」

「まあ怖こわい……でも、これ以上の無理は止めておいた方が良いと思うわよ」

　とミランダは冷れい笑しようを浮かべて、

「限界を超えた錬環勁氣功を使って、立っているのもやっとの状態なんだから」

　そして互いに無言になる事、十数秒。それ以上は何も言わずに、暁月はミランダの前から離れると、階段を上っていった。すると、

「……今のは良くないなぁ、ミランダ」

　ふとヴォルクが、全く咎める様子のない声で言う。笑いながら、

「まあ、そろそろ世界も真実を知るべき頃かもしれんが……」

　そして──真実はいつも残ざん酷こくなものなのだ。

「それにしても、つくづく上手くやったものだよなぁ、アカツキは……」

　勇者レオンが死んだのは、魔族によるエルディア侵しん攻こうの折、魔王ガリウスの凶きよ刃うじんから暁月を庇って命を落としたから──それが、世界が知っているあの日の悲劇の顛てん末まつ。

　だがそれは、血溜まりに沈しずんだレオンの隣となりで呆ぼう然ぜんとしている暁月が、助けにきたリスティ達に対して、そう説明したからだ。その場には既にガリウスの姿はなく、また他に生き残った者もいないため、レオンが死んだ瞬間を目撃した者は暁月以外には誰もいない。

　だから──暁月の語った事は、そのままアレイザードの歴史として刻まれた。勇者レオンは、魔王ガリウスの凶刃から、暁月を庇って命を落としたのだと。



　世間では──そういう事になっている。



    

  
    
      終章《それぞれの選択》
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　彷徨さまよいの森へと続く街かい道どうを、ゆっくりと走るものがある。

　巨大な馬が四輪の幌ほろを引くそれは、ゆったりとしたキャラバンタイプの荷馬車だ。

　メリッサが手配してくれた御ぎよ者しやに馬の手た綱づなを任せながら、後ろの荷台で七なな瀬せは遥るかは思う。

　……目立たないように徒歩で移動した行きとは、まるで正反対ですわね。

　交通移動用ではないため、豪華な座席がある訳ではないが、それでも徒歩よりはずっと快適だ。クッション代わりに敷しかれた藁わらは、陽ひの光をたっぷりと吸い込んでいるのだろう。まだ優しい温もりと、仄ほのかに太陽の匂においがする。藁の上で乙おと女め座ずわりでいる遥は、

「行きは結構掛かりましたけれど……馬車だとどれ位で着くんですの？」

　ふと、少し離れた場所で膝を抱かかえて座すわる美み兎うへと訊たずねる。しかし、返ってくるのは無言だった。だから遥は、猫ねこのように膝を着いたまま彼女の傍そばへと近付き、

「聞いてますの、美兎さん？」

「え──あ、どうかした遥さん？」

　ハッとなってこちらに用件を問う美兎に、遥は怪訝そうに、

「それはこっちの台詞せりふですわ……昨日から少し変ですわよ？」

「あ、うん。ごめん……」

　そう言って俯うつむいてしまう美兎に、遥はやれやれと嘆息した。そして察する。

　……やっぱり、あの試合での事を引き摺ずっているんですのね。

　試合を決めたのは、暁あか月つきとリスティのキスだった。

　七瀬遥は思う。結果だけを考えれば、暁月の取った行動は最高の選択だったろうと。

　だが二人を祝福する観客達の光景を目にした、美兎の心中はさぞ複雑だったに違いない。

　……好きなんですものね、彼の事が。

　そして同時に、魔王の娘という自分の立場では、あんな祝福を得られないと痛感したのだろう。恐らく美兎が今、胸の中で抱えているのは、暁月を好きになった自分自身への後ろめたさと、そしてリスティへの嫉しつ妬と心しんだ。

　……それなのに、あの男ときたら。

　遥はチラリと荷台の後ろの方を見た。そこには藁をベッドにして、頭の下で両手を枕まくらに、足を組んで、気持ち良さそうに眠ねむっている暁月が居る。

　好い気なものだ。美兎や自分の気など、知りもしないで──

　……って、私は関係ないですわよ！　こんなスケベな男が、他の人と何をしようと！

　遥は慌てて、自分の頭の中の思考を振り払はらう。冗じよ談うだんではない、あの男は女の敵なのだ。

　忘れるな。媚び薬やくを誤飲した自分達に、あの男がした破は廉れん恥ち極きわまりない行為を。

　……い、今はとにかく、私よりも彼女ですわ。

　そう思い立ち、遥は美兎の肩かたに手を置いた。

「遥さん……？」

　不思議そうにこちらを見る美兎に、

「折せつ角かく和平へ向けて前進したのに、そんな湿しめっぽい顔で帰ったら、皆心配しますわよ？」

　と遥。

「何か心の中で抱えている悩みがあるなら、きちんと相手に吐き出さないと。私が思うに、貴女が抱えている感情は、誰にも遠慮する必要はない……尊いものだと思いますわよ」

「え──？」

　こちらを見る美兎に、遥は苦くし笑ようを返した。すると、やがて美兎は表情を穏やかにして、

「そうだね……ありがと」

　はにかむような笑みを見せた。だから遥は、

「さあ──そうと決まったら、遠慮せずにぶつかってくると良いですわ」

　そう言って美兎を立たせると、そのまま暁月の方へと強引に背中を押した。

「ちょっ……わわっ……」

　するとバランスを崩した美兎が、そのまま寝ねている暁月へと倒れ込み、

「ぐああっ、痛ぇええええええ──っ!?」

　珍めずらしい事に、大げさな声と共に暁月が飛び上がった。

「ご、ごめんっ……でも、そんなに痛がるなんて」

　慌てて謝あやまる美兎に、暁月は顔を顰めて、

「錬環勁氣功で、身体に負担を掛け過ぎたからな……少し動くだけでも、全身がバキバキに痛えんだよ。気を付けてくれ」

　すると、

「少し動くだけでも……」

「全身がバキバキ……」

　呟くように遥と美兎は言った。そして二人は頷うなずき合うと、暁月へとにじり寄ってゆく。

「な、何だよお前ら……そのニヤニヤとした笑いは」

「決まってますでしょう──復ふく讐しゆうですわ」

「ボク達忘れてないよ……君にすっごく恥はずかしい事されたの」

　そう言って、遥と美兎は暁月の身体を突っつき始める。

「馬ば鹿かな、あれは神聖な医いり療よう行こう為い……痛っ!?　ちょっ、止よせ……マジで痛えんだよ！」

　指先で暁月を翻ほん弄ろうしながら、

　……こ、これはクセになりそうですわ。

　遥は心の中でふははと笑う。だから──少しだけ、調子に乗りすぎてしまった。

「えっ──？」

　ふと、いきなり暁月が遥の手を掴んだ。美兎の手もだ。

「か、身体が痛い筈では……？」

　恐る恐る問う遥に、

「痛みは消した。一時的に錬環勁氣功を使ってな」

　と、暁月。すると美兎が困こん惑わくした表情を浮かべて、

「そ、そんな真似が出来るなら、どうして最初から……」

「氣の負担で痛めた身体は、自然治ち癒ゆでないと治せねえ。だから身体の痛みを消せても、負担は掛かるから、結局は根本的な治ちり療ようにはならねえのさ」

　そう言ってゆらりと立ち上がる暁月を、遥と美兎は必死に説得。

「な、ならば、そんな無理な真似は止めたらどうですの？」

「う、うんうん！　そうだよ……身体に悪いよっ？」

「何、心配は要いらねえさ……」

　そう言って、暁月は穏やかな顔を見せた。そして表情を鬼き畜ちくな笑みに変えて、

「──お前らを躾しつけるために、ちょっとしたお仕置きする位の時間ならな」



　そう言うや、暁月が美兎達たちへと躍おどりかかった。

　美兎は、遥と共に両りよ脇うわきへ抱えられるようにして強引に抱きしめられる。

　暁月の腕の中で明るい悲鳴を上げながら──凰おう沢さわ美兎は静かに思っていた。

　こうやって過ごしている暁月との時間と、彼の温もりを大切に覚えておこうと。

　そして美兎は、暁月と共に行ったシェルフィードでの出来事を思い出す。

　色んな人に会った。リスティを始めとする各国の代表達だけでなく、他にも大切な出会いを経験した。美兎の正体を知っていても優しく接してくれたセリーナや、迫はく力りよくのあるメリッサにセシリーといった人達とも知り合えて。そうした彼女らの応おう援えんや助けがあったからこそ、自分達は今こうして和平へ向けて確かな手応えを得る事ができている。

　……アルフォンスって人も、最後にはボク達の勝利を認めてたもんね。

　美兎は思い出す。試合後に特別観覧室へとやって来た暁月に、アルフォンスは「参りましたよ、貴方には」と笑っていて。そして二人は、堅かたい握あく手しゆを交かわしたのだ。

　そして、既に再会の約束もしている。その時は、ヴォルク達やリスティ達とも再び顔を合わせる事になるだろう。暁月が試合に勝利した以上、和平交こう渉しようは次のステップへと移る。それは壊滅した監視部隊の真相究明だ。事件の再調査が行われるのは十日後に決定した。無論、これで全てが解決した訳ではない。各国の政治的な思おも惑わくや、複雑な国民感情など、和平にはまだ障害が残されている。──だが、もう心配は要らないだろう。

　監視部隊の壊滅はゲイルペインの仕し業わざではないと、凰沢美兎は胸を張って断言できる。

　事件の再調査を行えば、必ずゲイルペインの濡れ衣ぎぬは晴らせるに違いない。

　大きな一歩だった。このアレイザードは今、ようやく真の平和へと向けて動き出したのだ。だから誰もが確信していた。やっと誰も傷付かない、平へい穏おんな未来が来るのだと。この時はまだ、皆がそれを本当に信じていたのだ。

　フォレストニウムに──戻るまでは。



２



　そして十日後──結局監視部隊の壊滅事件について、再調査が行われる事はなかった。

　約束の当日、暁月を始めとするゲイルペインの代表が、最後まで姿を現さなかったからだ。その代わりゲイルペインからは、一通の書状が届けられた。

　ディスディア帝てい国こく皇こう帝てい、バラム・ダイ・アロン・ディスディアへと。

　その書状は、ゲイルペインの意志を伝えるもの。フォレストニウム襲しゆ撃うげきに対する答え。

　宣戦布告だった。

　あの和平交渉が夢か幻まぼろしであったかのような内容。だがその書状を読んでも、ディスディア皇こう帝ていは眉一つ動かさなかった。まるで──この事態を予見していたかのように。

　暁月とリスティ達の試合を見ずとも──どちらが勝とうとも。

　そもそも最初から、和平など有り得ない事を知っていたかのように。

　しかし差出人の欄らんを見たバラムは、ふと何かを想おもうようにスッと眼を細めたという。

　異国の字で書かれた差出人の名は──凰沢暁月。

　それは彼が、正式に新たなゲイルペインの代表となった事を意味していた。



　後に長く語かたり継がれる事になる──アレイザード史上最強の魔王の誕生であった。



    

  
    
      あとがき





　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。『はぐれ勇者』もついに四巻に突入しました。これまでのシリーズでは三巻までしか出していなかったので、私的には四巻は未知の領りよ域ういき。さらにこの四巻は、記念すべき著ちよ書しよ十冊目という事もあって、非常に感慨深かったりしています。

　さて、そんな本巻の見所を少々。まずは何と言っても『政治バトル』です。暁月と三国の王達の政治的な駆かけ引き。暁あか月つきが彼らの策さく略りやくを前に、一歩も譲ゆずらない事で、これまでの実戦とは違ちがった、新たな爽そう快かい感かんが楽しめるようになっています。そして『はぐれ勇者の横顔』。今回新たに登場したアレイザードの住人は、いずれもはぐれ勇者を良く知る者達です。彼らの言葉や態度を通じて、凰おう沢さわ暁月という青年の過去と素す顔がおが語られています。それから『ヒロイン達の想い』も。暁月と再会したリスティ。再会した二人を見つめる美み兎う。暁月への気持ちと、自分の立場の間で、二人の乙女心が激しく揺ゆれちゃってます。そして、ついに遥はるかまでもが暁月の毒どく牙がに（笑）。まあこれはもう、暁月の傍そばに居る娘の宿命ですね。

　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝しや辞じを。イラストの卵たまごの黄き身みさん。今回はもう、本当にありがとうございます。この『アレイザード編』を始めるにあたり、新シリーズを立ち上げられるような数のキャラ・衣いし装ようデザインを、新たに描かき下ろしていただきました。こうして最高の形で新しん章しように突入できたのは、間違いなく卵黄さんのお陰かげです。それから担たん当とう様、そしてその他の関係者様、毎度ご尽力ありがとうございます。色々あって、前回同様ギリギリの進行になってしまいましたが、お陰で無事に発売できました。

　そして何より、本シリーズを購こう入にゆうしていただいている読者の皆様、いつもありがとうございます。皆さんのアンケート葉書や、ブログへの拍手・コメントなどは、本当に支えになっています。これからもどうか、熱い応援をよろしくお願いします。

　さて、今回ラストで、物語は急展てん開かいを見せました。新たな魔ま王おうとなり、戦争の道を選んだ暁月の思おも惑わくとは？　美兎が信じた和平はどうなるのか？　そして、ヴォルクとミランダが語っていたレオンの死の真相とは？　その全ての答えと結末は、もう用意してあります。

　さらに次巻では――ついに本作の重要なファクターの一部を紐ひも解とく予定です。

　まずは、暁月が背せ負おい続ける『はぐれ勇者の汚名』と、そして『鬼畜美学の始まり』。

　その真実を知っていただきます。

上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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